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2期生の皆さん、卒塾おめでとう。

2年間、いろいろと苦労したことと思います。 1期生の人たちの積み上げた

経験はあるとはいえ、人生いつも新しいことにぶつかるものです。それはたし

かに筋としては前にもあったことかもしれないが、具体的には前にはなかった

新しい事態です。

僕は大学教師として 19 5 9年から 20 0 1年まで42年間過ごしました。

国立、県立のちがいはあれ、大学という中で出合ったことは、ある意味では同

じでしたが、出合った学生はみなさまざまでした。そしてその度ごとに事態は

異なっていました。文部省の縛りという大きな制約はいつも変わりませんでし

たが、それも徐々にとはいいながら少しは変わりました。

学生も最初の農工大生のむちゃくちゃ貧乏な状態から、かっての日本の経済

高揚のおかげで、全く変わっていきました。「今年は生協のテレビが売れたそう

だ」「へぇー、学生も金持ちになってきたんだなぁ」などという会話を教師仲間

でしたことも、今はなつかしく思い出されます。

その後、大学の問題はちがった方向へ進んでいきました。これからも世の中

はどんどん変わっていくでしょう。

それにどう対応し、どう乗りこえて新しいものを開いていくか、それがわれ

われの毎日の苦労でもあり、大げさにいえば楽しみであり生きがいでもあるの

だと、ぼくは思っています。

おうみ未来塾塾長

日高敏隆

＼ヽ 
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コミュニティでビジネスを

おうみ未来塾運営委員会委員長・滋賀大学教授 北村裕明

おうみ未来塾は、地域プロデューサーの養成をめざした学校で

す。地域プロデューサーとは、地域の問題を発見し、解決のため

の方策を考え、そのための運動や事業を起こすことができる人で

あると、私たちは定義しました。とりわけ、実際に事業を起こし

創り出す能力の開発に力点をおく必要があると考えています。

ではなぜ、コミュニティでビジネスを起こそうという意思と能力を持った人物＝地域プ

ロデューサーが、今日必要とされるのでしょうか。

明治以降日本社会は、欧米社会にキャッチアップすることをめざしてきました。その際、

処方箋の多くは、すでに欧米社会の中にあり、そこから学びとることが重要でした。しか

し、 1980年代以降、日本社会は、フロントランナーとして、自ら問題を発見し、解決の方

策を考え、実践することが強く求められるようになったのです。中央政府で政策を考え、

それをマニュアル化して地域で実践させるという手法では、もはや十分な効果はあげられ

なくなってきています。地域社会で様々な実践が行われ、その中で優れたものを支援し、

全国に広げてゆくという手法が大切となってきています。また、 ・っぱら地域の問

題を考えて処方箋を書き実践するという手法も、効果を失いつつあります。市民と、事業

者と、行政とのパートナシ ップが必要とされるようになったのです。そして、市民や事業

者が自発的に地域の問題に取り組み、行政が多様な地域の活動を支援することが求められ

るようになったのです。• そこで必要とされるのが、地域プロデューサーの資質を持った人

物なのです。

地域プロデューサーという 言葉は、今日必ずしも市民権を持っているわけではありませ

ん。また、未来熱のカリキュラムがそうした資質の養成に十分に対応しているわけはなく、

大いに改良の余地のあることも十分認識しています。しかし、コミュニティでビジネスを

起こす意思と能力のある人物養成が、日本社会の構造的な改革に必要不可欠であることも

確かなことです。未来塾の卒塾にむけて、皆さんがグループ研究に込めた思いと努力に敬

意を表したいと思いますし、それがコミュニティでビジネスを起こすきっかけとなること

を、心から期待するものです。
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2期生に期待するメッセージ

おうみ未来熟運営委員・法政大学教授 岡崎昌之

2年間にわたる未来塾としての活動、ご苦労様でした。メール

で皆様の活躍の一端を垣間見させていただいていました。随分

とさまざまな活動を展開されたり、議論を闘わせておられる様

子が見て取れました。そうした経緯を経て、 2期生として、ま

た各グループとして結束が固まり、強固な人的ネットワーク形

成が築かれたものと思われます。まちづくりのプロデューサーにはこうした人的ネットワ

ークが不可欠です。何か手におえない問題が起ったとき、新たな課題に挑戦するとき、最

も頼りになるのは、このネットワークです。しかし今回 2年間の月日をかけて形成された

ネットワークも、活動を停止するとただのネットです。ネットが機能して、働いて（ワー

ク）初めて‘‘ネットワーク”となるのではないでしょうか。そのためには皆さん ｝人一人

が、積極的にこのネットに働きかけることが必要です。いつまでもおうみ未来塾2期生の

ネットワークが機能しますように！

これからの地域づくり

おうみ未来塾運営委員 •NPO 政策研究所理事長

木原勝彬

私は、いま、地域づくりの質が問い直されていると思っ

ている。つまり、「持続可能社会」・「分権社会」・「市民社

会」という3つの社会の実現を踏まえた地域づくりの推進

が期待されていると考えている。

「持続可能社会」とは、環境・経済・社会というの 3つの要素の相互依存性に配慮した

社会・経済運営を実現する社会である。そのためにも、自然生態系に配慮し、地球に負荷

を与えない健全な環境のもとで、働き続けられ、かつ安心•安全•安定した豊かなくらし

を、世代を越えて連綿と実現し続けることができる「持続可能な地域づくり」が求められ

る。

「分権社会」の実現とは、住民自治の確立である。それは、日常生活の身の回りで発生

する問題は、先ずは個人や家庭が解決し、個人や家庭で解決が不可能な問題はコミュニテ

ィで解決し、コミュニティで解決が困難な問題は市町村が解決するという補完性の原理に

根ざした「住民自治システムの確立」にある。

「市民社会」の実現とは、地域民主主義の確立である。そのためにも市民 •NPO の政

策形成力の強化、及び市民 •NPO· 行政・議会が参画する「政策協議の場（公論の場）

づくり」などの取り組みが期待される。

つまり、 「持続可能な地域づくり」 ・「住民自治システムの確立」 ・「政策協議（公論

の場づくり）」という 3つの取り組みを統合化した地域づくりが、これからの地域づくり

の姿ではないだろうか。
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2期生に対するメッセージ

おうみ未来塾運営委員・パートナーシップサポートセンター

事務局長岸田慎代

おうみ未来塾2期生 ご卒塾おめでとうございます。

「未来」の「地域プロデューサー」をめざして活動した 2

年間は、みなさんの人生や生活にとってどんな意味をもたら

してくれたのでしょうか。

講義だけでなく、自ら地域に出向き、多くの人から情報を収集し、時には議論をたたか

わせあって、それぞれのグループ研究をまとめあげてきたのだと思います。

私が係わらせていただいたのは、そのほんの何十分の 1かにすぎませんが、同じー市民

として、場所こそ違え地域づくり社会づくりに係わっている仲間として、熱い想いや志を

共有できればと心から願いながらであったのはいうまでもありません。

（コマーシャルを少々借りれば、）まさに「汗や涙を流した分だけ強くなれる」のです。

「地域プロデューサー」の名が、ほんものになるかどうかはこれからです。ともに汗を流

し、涙を分かち合って、「地域」の「未来」をつくっていきましょう 。

2期生に対するメッセージ

おうみ未来塾運営委員会委員・滋賀県環境生活協同組合

理事長藤井絢子、

おうみ未来塾2期生の皆さま、もう 二年経ったのですね。

でもこの二年間にそれぞれのグループが、グループ内議論は

もとより、地域に入りこみ新たな出会いをつくりながらテー

マの深めをしていったことと推察します。

「もう 二年」と「でもこの二年」を感じながら当初のテーマ設定への問いかえしを繰り返

しつつ、一つの形をつくっていったのでしょう 。このプロセスこそが重要で、更にこの二

年が次のステップヘのスタートと意識し、いよいよ実現すべく地域プロデューサーとして

行動の時ですね。

私の友人の一人「構想日本」代表加藤秀樹さんは、真に地域を動かすには強いイニシア

テイプを発揮できる人材が必要だと語られ、現場のリーダーをイニシアテイプと呼んでい

ます。共通する資質として、強烈な問題意識、関係者に納得してもらえる理念、周囲の人々

を巻き込む力、そして、それをひとつの仕組みとして汗をかいてまとめ上げていく力、を

あげています。

2期生の皆さまが、このようなイニシアテイプたることを期待します。
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期生の皆さん、 2年間の頑張りに敬意を表します。卒塾と同時に地域プロデューサーとしてスター

されるに当たり心からお祝い申し上げます。

さて、社会構造や環境等に質的変化が起きている中で21世紀を迎えた今、全く新しい）レールによ

システムの構築が求められています。このような状況の中で今後地域づくりなどの様々な分野にお

て多様な課題を解決していくためには、より人間らしい生き方・考え方の上に立つことが大切であ

、そのペースの 1つは「万物との共生」だと考えます。人間の命や暮らしは、全ての生き物と同じ

自然の恵みによって支えられているからです。古くは経典の「往生要集」に「共生極楽」という言

があり「共生＝共に生きる」という精神は仏教の真髄と言われています。また先のソルトレーク冬

五輪の開会式に参加した増田明美さんは、人間と環境との「共生」の大切さを表していると伝えて

ます。

この「共生」を胸に塾での貴重な経験とネットワークを活かし、自らの地域で楽しくご活躍されま

ことを祈っています。

常務理事（兼）事務局長 多田功一

海ネットワークセンターも 5年間が過ぎました。この間、情報提供・交流事業などの事業に取り組ん

きましたが、中でも「おうみ未来塾」はユニークな事業であったと思います。塾生の自主的な取紐み

尊重しながらのプログラムづくり。言葉はかっこいいけど、実際どの程度の満足度があったか、事務

として反省すべき点は多かったと思います。センター事業にも、引き続きサポーターして関わってい

だけたらと願っています。

い意地・食い維持・「くいいじ」のみなさん

1年間のグループ研究楽しかったですね。

阿部圭宏（市民熱人）

昨年の 5月は「食べることからはじめよう」でどんな研究になるのか？食べるだけで終わりそう？

々（大変）不安でしたが、何度も集まって、食べて、呑んで、喋っていく中で動き（味噌汁を通じた

ちづくり）が見えてきました。思いを出し合ってとにかくやってみる。やっていく中で課題も見えて

る。やっていることが楽しい。まず自分が楽しくなければ、他の人が楽しいわけがない。この 1年で

賀町に撒いた種が、花を咲かせ実をつけて食べられるようになることを楽しみにしています。

あまかわたかお

2期生の皆さん、 2年間お疲れさまでした。頼りない担当ですいませんでした。センターに来ていき

り担当した未来塾。個性の強い人が多く、最初からとまどいの連続でした。皆さんは卒塾されますが、

れで終わりではなく、これからのご活躍に期待しています。

川勝六四

来塾2期生の皆さま

2年間お疲れさまでした。おうみ未来塾生として地域や世代をこえてそれぞれの研究に取り組んでお

れた姿は、時には頼もしく、時には大変やなぁ、そして時には羨ましく感じておりました。この2年

、皆さんにとってどのような時間、機会、経験でしたか。皆さんの探していた答えは見つかりました

。この卒塾から、今度は皆さん一人一人の未来塾が始まります。でも時々は顔を見せてくださいね。

らなるご活躍を期待しております。

福田千佳子
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未来塾2期生講義状況

内容

2000年 6月11日開講式、日高塾長講話、オリエンテェーション

7月22日ワークショップ「お互いを知るために」

7月29日 インターネット講座（希望者のみ）

8月19日講義•テーマ「循環型社会への挑戦～菜の花エコプロジェクト」講師木原勝彬氏、藤井絢子氏

9月23日講義：テーマ「地域づくりとサスティナビリティー」北村裕明氏、阿部美智子氏

10月15日講義：テーマ「まちづくりのあたらしい潮流」岡崎昌之氏、奥村清和氏

11月25日講義•テーマ「市民のエンパワーメント」萩原なつこ氏

12月9日塾生会「塾生が語る」各自自己紹介、思いを語る

2001年 1月14日 ワークショップ「テーマだし」（株）コマニーCD研究所毎田雄一氏

2月3日 ワークショップ「グループ分け」（株）コマニーCD研究所毎田雄一氏

3月17日塾生会「グループ分け」

6月9日グループ目標発表会

8月25日プレゼンテーション技法岸田真代氏

9月30日中間発表会

12月8日報告書の作成技法藤原孝子氏

2002年 3月16日研究成果発表会

県内研修 ： •; ．：； •• .： •;.:: 卦...： •·.0: •. .： ・・．： • .• 月：・・．.： ・．： ・・．：：・．.祖；・・．：・．.： ・・．：.・．： ・・．：・．. ： • ・． ： 

2000年 彦根・夢京橋キャッスルロード戸所岩雄氏

; ．． .頂．.: ・．・: ．. ．． . .: ．・・: ．. ．． .. : ．·•月:．•．． . .• ．・．・: ．．． . ・.: ．・．・2: ．・ ．． . .: ．・．・2; ．・ ．． . .・: ．・．: .. 臼．・．．:．・．・ ; .．・ ．． ・ : ．． : ・: • ． ・ . ： ． 

長浜・黒壁笹原司朗氏

.. 詞••,,,.. ·••l·,,,:••• .. 1・,, .. ·••·,,：月·•• .. ・,, .• • • • ： 組
山東町・わーくわく310宮部道雄氏ほか

• .. •卦’．:•．.:•• •．:項:.. •’.:·•.. : •. • •• ： 
高月町・雨森地区平井茂彦氏

2001年

: •. ．・ . • : •.. •; • •. ．.:3・ : .. •.: .• .．.・ : .月•. •: • •. ．.・ : •. •.: • .• ．・ : •.·.筑:• .・．.・ : •.•.: • .·..• : ·.•.: • ・．.・臼・: ・・..: • .・．・・ : •. ・. : • • ・ ． ・ ． 

信楽町・信楽のまちづくり一期生富増力章氏

:• •. ．． : •. ・::・ •. ．． 5: •. ・:・ •. ．．． : •. ・月:•. ．．． : .• ・:・ •. ．．． :: .・2:・• ．．． . :: .・6:.・ .．．． :: .・ :・ •. ： ．．． 日:: .・ :• •. ．．． :; . ・• ． : • . ．． 

忘島町宿泊研修（グループによる話し合い）
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一年目を振り返って

2期生開講式／ピアザ淡海 2000年6月11日

県内各地で地域活動中やこれから行動しようとする老若男女27名が、これからの 2年間、

そのノウハウを研修するべく、 一堂に会す。知事さんからの歓迎の言葉、日高塾長からの

激励の講話を聞きながら、新鮮な感動を覚えた。がんばるぞ！

ワークショップ「塾生を知るために」／ピアザ淡海 2000年7月22日
このグループの人たちに出会ったとき、なんとばらばら 「―~,ー--、--:・ー・

なのだろうと感じた。けれどグループの命名や目的を話し

て一つにまとめていく中で、ばらばらの人を少しづつ知り

ながら、まとまってきた。それぞれの役割を見極めながら

動け、チームワークを実感した。とても楽しかった。

(s. k) 

講義「循環型社会への挑戦」 権並清氏／愛東マーがレットステーション

2000年8月19日

初めての愛東町での現地研修。下水道は 100% 菜の花プロジェクトを立ち上げ、これか

らどのような花を咲かせるか？ マーガレットステーションは近く赤字解消。やった！

講義「私が動けばまちが変わる」阿部美智子氏

／ピアザ淡海 2000年9月23日 令

キーワード：フ ットワークの軽さ

多くの塾生が「まず動いて見よう」「とにかく動いて見よ

う」と感じたようだ。

講義「地域づくりとサスタナビリティ」北村裕明氏

／ピアザ淡海

ー・・

Sustainability＝持続的発展。つまり「孫、子の代も安心して生活を続けられるか？」とい

う視点が大切ということ。そのために必要なことは、人づくり、システムづくり。

講義 「夢京橋キャッスルロード」 戸所岩雄氏／彦根 2000年10月7日

A 彦根が成功した要因としては様々にあげられるが、もちろん地域の人の大変な葛藤と努

力があったからだと思われる。しかし、彦根には国宝の彦根城があり、もともと城下町

として行政、文化、商業の中心地であったという基盤があった。それではそれがない地

域ではどのようなまちづくりを行っていけばよいのか。人を引きつけるものをどう発見

し、活かしていくのか。それがこれからの未来塾で私が考えていきたい課題である。
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し

B今回の研修を通して、街づくりには住民参加が不可欠であり、地域住民が積極的に街づ

くりに参加できるような仕組みづくりが必要であることを学んだ。

C 「夢京橋」には、人にない卓越した志を具現化した夢の空間であるために人が集うので

はないかと感じられた。 ［参加した仲間の感想から］

講義「街づくりの新しい潮流」 岡崎昌之氏／愛東町

街づくりを「外から見ること」つまり客観的な目、外か

らの目による発見の大切さ。

講義「愛東町のまちづくり」奥村清和氏

「地域を愛する心＋創意・エ夫」によって、愛東町のま

ちづくりが進められたのだなあと感じた。

講義「黒壁」笹原司朗氏／長浜

笹原社長の強力なリーダーシップのもとに空き店舗の

借り上げ等、様々な処方を使って高質の全体的な統一が保

たれており、全国どこにでもある軽薄な土産物屋とかコン

ビニの進入を拒んでいるとのこと。各店舗も洗練されたも

のが多い。これは「皆で平等の立場で話し合って民主的に

進めよう」では多分出来なかったであろう。だからといっ

てリーダーの独裁、専制、ごり押しで泣いている人もいる

2000年 10月15日

2000年10月22日

·—--ロ・9.. ..,  

ということにならないと思う。実際はどうなんでしょう。常に採算を考えて行政に頼らな

いことに徹しているとのお話は当然だし、すばらしい。「まちづくりをしているのではない。

商店街の活性化を図っている」と話された事業家として当然の言葉だなと受け止めた。今

まで気づかなかった視点だ。 ［参加した仲間の感想から］

講義 わーくわく 31 0 宮部道雄氏／山東町 2000年 11月3日

山東町の総合計画がめざす未来イメージ“水やさしく光舞う美しい山東”を設定された

ことが、住民の中に「わーくわく 31 0」の活動を浸透しやすくしたと思う 。またそれ以

上に「わーくわく 31 0」総会資料や情報誌の中に常

に書かれている地道な活動の継続が「まちを変えたい、

変える、変えるのだ」という言葉がこの活動に関わる

人々の思いを表しているように、この気持ちを持って

活動を進めていけば成功もおのずとついてくるよう

に思う。［参加した仲間の感想から］

講義「雨森のまちづくり」平井茂彦氏／高月町

-11 -
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I I ふるさとづくりのエッセンス ー雨森から一

まず一つ目のエッセンスは、地区の運動会にみんなが参加していることではないか。

たとえば種目は赤ちゃんから参加出来るものがあったり、他の地区ではあまり見られ

ない中高生が活躍している。スライドや地区の新聞からも参加者の楽しんでいる様子が

伝わってきた。また、その運動場は、みんなで河川敷の竹藪を切り開かれたそうだ。

二つ目のエッセンスは手作り。家々の前のお花は全てその家の人が「隣がしはんにゃ

ったら、うちとこも」という気持ちだそうだ。自治会の強制や一時の花作りキャンペー

ンではない、そんなムードになった理由について、田植えの後、感謝の気持ちでお花を

備える昔からの風習やきれいにしてある門角を外から来た人が喜んでくれることが張り

合いになって 20年も続いたのかも、と平井さんは話された。運動場と花作りに共通す

ることは、住民の中から沸き上がる、雨森が大好きという気持ちではないかと思った。

そしてその心は即席では出来ない。時間と土壌が育むものではないだろうか。

［参加した仲間の感想から］

講義「市民のエンバワーメント」萩原なつ子氏／ピアザ淡海 2000年 11月25日

Enpowerment·…••自分たちがおかれた状況を改善し

ていくために判断力、交渉力、発言力＆組織力をつけ

ること

活動していくことで一人一人が力をつけ、それが

組織化されて集合的な力となっていく

（目指すところは）→シチズンコントロール

「それ（活動）によって気持ちよかった、楽しかった、

誰かが変わった、一人巻き込めちゃったら（いい）」「（活動は）ボッカーンとやるのではなく、

ジワッジワッと」「共感を得ていくことで公共性を広める」

塾生会「塾生が語る」／ピアザ淡海 2000年 12月9日

いよいよテーマ別のグループ分けに向けてのカリキュラムが始まりました。

グループ分けには「企画力向上」と「グループ分け」の 2回のワークショップが必要と

いうことで、 1回目は「塾生が語る」となりました。各塾生が決められた時間内5分、（話

し手2分質疑）に自己を語り、皆に知ってもらうことが目的で行われました。

6月の開校式以来、約半年、仮のグループで何もないところから始まりました。

話しだり、考えたり、寄ったり（酔ったり）しながら、思いを共有してきました。

自分の思いを伝えることの大切さと同時に難しさを感じた講義でした。

ワークショップ「テーマ出し」毎田雄一氏／ピアザ淡海 2001年 1月14日

参加した仲間がグループに分かれ作成した「私の理想のまち」 ！ 
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「集い、歴史、伝統、くらし、共生」 稲田、高野、西田、松田、横江

「バリアフリー（物理的）、まつり」 鬼塚、前田、藤田、山元

「食べ物、土、水、子供、コミュニケーション」

伊藤早、奥村、中原、永野、幅、馬場、森口

ワークショップ「グループ分け」毎田雄一氏

／ピアザ淡海 2001年2月3日

グループ分けで大切なことはコミュニケーションを十分に図り、各人の思いを共有化す

ること。このワークショップで「理想のまち」について自分の考えをカードに書いて見ま

した。毎田さんの実践的なワークショップのおかげで一つのものを違った角度から見るこ

とを体験を通して学びました。その後、「食」、「子供」、「夢の実現」、「まちづくり」を切り

口にするグループの新しい4つのグループが出来ました。

塾生会「グループ分け」と壮行会 2001年3月17日

前回のグループ分けで「もう心は決まった」という人、「少し迷っている」という人、「決

められない」という人……。気持が揺れ動いた時期でした。そこで各グループの代表者発

表を行いました。子供の松田さん、夢の実現の鬼塚さん、まちづくりの稲田さん、湖国食

の前田さん、各代表に熱い質疑応答の塾生会になりました。

「西田さんドミニカ共和国へ」

西田さんが青年海外協力隊の一員として 7月から中米ドミニカ共和国へ赴任。 ・ドミニ

カで2年間、水利開発普及員として水路管理や計画の仕事の予定。「日本の今日の発展は地

道な水路作り、住民の手作業による努力の成果であると伝えたい」と力強く語ってくれま

した。

講義「信楽のまちづくり」富増力章氏

／信楽 2001年3月24日

富増さんのことば ：商工会青年部「これは何をする

ところや」と聞かれるのが一番難しい。自分たちももう

つ判ってない。 ただし、前向きにいろんなことにチャレ

ンジして自分たち若いんで、どんどん信楽のことを真剣に

考えて、将来、自分たちが海いを残さないように。子供や孫にすばらしい信楽を残そうと

いう思いで、今、自分らで出来ることを一生懸命やろうやないかと、又、商工業者という

立場から、その活動を通して後継者として、将来の経営者として人材育成というか自己啓

発をやっていこうという思いで、これはもう思いしかなくて、みなさんと同じでこの活動

をして得をすることはない訳です。
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二年目を振り返って

合宿／憩いの里湖西（高島郡大溝）

《1日目》

2001年 5月 26日～5月 27日

“くいいじ（食のグループ）”、“ネットワーク夢創（夢実現グループ）”、“敬天愛人（町づ

くりグループ）”。“ふれあいヴィレッジ夢番地（子どもグループ）”以上の 4グループに

分かれて、 6月9日の目標発表会に向けて、具体的な計画づくりを熱心に議論した。その

夜は、宿泊の 1室に集っての酒の宴で、夜遅くまで賑やかに、ワイワイガヤガヤと他のお

客さんの迷惑を気にしつつの大盛り上がりだった。

《2日目》

前日に引き続き、各グループでミーティングを実

施したが、参加者が数名帰った為3つのグループで、

前日の続きを行った。

この県内研修を通じて各グループのまとまりが出

来、発表に向けてのチームワークが生まれた。

グループ別目標発表会／アヤハレークサイドホテル 2 a a 1 年 6 月 9 日
おうみ未来塾第 3期生の開講式に続き、第2期生が来年 3月の卒塾に向けての目標発表

を行った。

2 4人の2期生がそれぞれの思いを共有する部分で、子どもとのふれあいの場づくりを

通じて、子育てを考える『ふれあいヴィレッジ夢番地』、食にこだわって地域文化を見直し

たい『くいいじ』、ヴォーリズをキーワードに夢をかなえる町づくりの『ネットワーク夢創』、

k町に焦点をあて、まちづくりを考える『敬天愛人』の 4グループに分かれて、当日の発

表となった。

最後に、本日出席をいただいた財団理事長の国松

知事をはじめ、塾長の日高氏・運営委員長の北村教

授ならびに、各運営委員の方々から叱咤激励（？）

のコメントをいただいた。

その中で、グループ内のメンバー間の思いの共有化

は図れているものの、方向性や具体性等でかなりの

検討の余地は残されているとの講評だった。色々な

意味で、過去でない未来でない「いまここ」を実感

した 1日だった。

-14 -



プレゼンテーションセミナー：講師岸田員代氏／ピアザ淡海

I. 自分を知ろう、仲間を知ろう（自己表現と印象交換）。

• 5人ずつ 3グループに分かれる。

・握手をしながら、自己紹介をする（1人3分ずつ。約 1,200字の内容）

2001年 8月25日

・自己紹介をした人に、一言ずつ返す(1人30秒）。

→「自己表現とは、最も自分らしい所を効果的にアピールすること」であり、

「印象交換とは、その人の印象を的確に述べること」。

・ジョハリの窓

て
知
つ
い
る
知
ら
な
い

他
人
が

自分が

知っている 知らない

明るい な気いづいてい

随している 未知（暗い）

フィードパック
（印象交換）

II. コミュニケーションとは（コミュニケーションゲーム）、

送り手のイメージを表現力により記号化（言葉やボディーランゲージ等）し、受信した受

け手が理解力に応じたイメージを持つことで、成り立つ。

送り手の表現力や受け手の理解力は、各々の価値観に影響される。

より良いコミュニケーションを行なうためのポイントは、

①相手の立場に立つ、②積極的傾聴（相手の話しをしっかり聞く）、

③ボディーランゲージ（身体で表わす表情）。

Ill.提案書とそのポイント

企画か、提案か、を区別し、なぜこれをするのかという目的意識を明確にする。

企画の 3要素：論理性（目的に合っているか）、創造性（新しいか）、現実性（実現できるか）

企画の 3つの行動：思考（考える）、文書にする（形にする）、プレゼンする。

IV. プレゼンテーション実施

今日の講義の内容をうけて、グループ発表をする。

グループ研究の班に分かれて、提案シートの作成し、 1グループ7分間の発表をする。

→プレゼンテーションはコミュニケーションそのものである。聞き手の注意を引き興味

を起こさせる（導入段階）、話の輪郭をつかませ主要な内容説明をする（展開段階）、言い

換え繰り返しによるまとめ・質問（終結段階）というかたちで進める。
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グループ研究中間発表会／ピアザ淡海

おうみ市民活動屋台村(9. 2 9~9. 

2001年 9月30日

3 0開催）参加

くいいじ

テーマ“手前味噌がはぐくむ未来の旨みを求

めて”

敬天愛人

テーマ“「K町」にみる公共によせるこころ”

ふれあいビレッジ夢番地

テーマ‘‘地域で遊ぽう地域で子ともを育める

のか！”

ネットワーク夢創

テーマ“ヴォーリズは偉人か？”
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運営委員からの講評に対して、各グループで色々と思うところもあったが、

卒塾に向けて各グループがより具体的な活動を展開していった。

これを機に、

デザインセミナー：講師

デザインの原則

●近接……………関連する項目を近づけてグループ化すること。ひとつのまとまりとして

認識されることで、情報を構造化し、混乱を減らすことができる。

◆反復……………色、形、質感、位置関係、線の太さ 、サイズなどの視覚的要素を繰り返

すこと。要素の関連づけに役立つ。

◆整列••…………紙面上のあらゆる要素を意図的に配置し 、 視覚的な関係を持たせること 。

清潔、洗練、新鮮という印象を

与えることができる。・

◆コントラスト…視覚的要素（書体、色、サイズ、

線の太さなど）にはっきりした違

いをつけること。読者を紙面に

引きつけるのに大いに役立つ。

藤原孝子氏／つがやま荘（守山） 2001年 12月8日

実際に自分達で名剌やチラシのレイアウトをしなが

らの講義で、それぞれの個性がかなり出ている作品を見るのは面白かった。今回習ったレ

イアウトの手法が各グループの報告書でどのように生かされるのか楽しみである。講義後

の忘年会は事務局のみなさんが初めて勢揃いされて大変盛り上がった。
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いでたち

グループ研究報告会・出発の会／‘大津市生涯学習センター 2002年 3月16日

二年間あっという間の時間でした。一年目はいろんなところを回りながら素晴らしいまち

が県内にたくさんあることを知りました。二年目は、グループ研究で楽しい仲間と熱の入

った謙論をしたり、成果品としての資料提出が遅れていらいらしたこともありました。

でも、忘れない！このなんとも言えない仲間達。

みんなの地域のコーディネーターとしてのこれからの活躍、期待しながら負けないようが

んばりましょう。

喜
土

記 念 品

信楽の陶房「壷久郎」、すなわち未来塾二

期生富増力章さんの作品です。

昭和 62年から信楽で陶器の製作にかかわ

り、土と技術に没頭した 15年間。

最近少し自信のある作品が出てきたという

富増さん。今後は未来塾の経験を生かして地

域のコーディネーターとしても大きな力を

発揮されるだろう。
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塾長、運営委員長、運営委員の感想

ー一くいいじ―

◎味噌汁から楽しいまちづくりへ

新しい近江の味が提案できた。味噌汁の中で世代間の、地域間のネットワークがづくり

ができている。

重要な発見、未来塾らしい。

—ふれあいビレッジ夢番地—

◎地域のなかでの子ども達

情報ネットワークはどんなものが必要なのか明確にしないといけない。

今後の個々の活動について検討しているのが良かった。今後の活動が見えてきた。これ

からの活躍が楽しみ。

—敬天愛人—

◎いま自治会を考える

自治会研究として高いレベルになっている。おもしろく興味深い話題である。

「恥」を自覚することによって住民の総意づくりが自然な状態で行われてきた。

マイテーマを決めて取り組み自治会の総合的研究となった。

ーーネットワーク夢創ー一

◎ヴォ:....リズから学ぶ

大馬鹿小馬鹿のまちづくり、リーダー舟象とは？ ？ 

リーダーを育てる条件とは？

突出したリーダーより多数のリーダーがいることがいまは重要かも。

~
 

」

9

・

、
1
,
9J
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グループ研究の報告
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手前眺噌か育お

おうみ未来塾くいいじグループ研究報告

目次
（サイトマップ）

「手前味噌が育む未来の旨みを求めて」

～味噌汁でまちづくり！ ～ 

新メンバー募集中。問合わせは淡海ネットワークセンターへ

十一くいいじ紹介「くいいじ」とは・メンバーの思い
I ーなぜ味噌汁？なぜ志賀町？
I ーメデイアで紹介された「くいいじ」活動

I 
十一くいいじ歩みその1「堀越先生・嘉田先生のお話し」
I ―その2「志賀町味噌汁アンケート」
| ―その3「志賀中学ゲストティーチャー」
I ―その4「ルンルン味噌汁ミニコンテスト」
I ―その5「卒塾発表志賀町味噌汁試食」
I 
十一くいいじ明日「今後」「メンバーこれからの思い」

I 
十一味噌基礎知識

I 
十一味噌汁おわん「例会＆食べ物記録」

メンバー
奥村恵津子、金野弘子、永野麻也子（幹事）、馬場和一、前田壮一郎、幡郁枝（編集）

淡海ネットワークセンター事務局：天川隆男

※この報告書はWEBでも見ることができます。

http:/ /homepage2.nifty. com/itachi-suki/kuiiji/h-index. htm 

私たちは例会に欠席したメンバーのためにWEBでの例会報告をしていました。
それは情報の共有が目的でしたが、画像を交えての記録はそれだけで楽しいものでした。
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手前眺噌が自む未米の旨みを求めて
「くいいじ」とは？
「食い意地」が張ってるぼく達の「食維持」の活動、ってな意味をこめて。

奥村人は土から生まれ土にかえる。

環境・食文化を通して私の還る土、未来の生命をうむ士、
を考えてゆきたい。

金野昔から祭りの直会（なおらい）は
「食」に始まった。

一つの釜の飯を食べることによって
人と人との和、コミュニケーションが生まれる。

永野 私は前から、おもろいこととおいしいことには、
ものすごぉカンが働きます。

私のキーワードは『楽しくなくっちゃ！』です。

幡 自分は何に心を動かすか、かっこつけずに考えてみたら、

おいしいものならどこにでも行くことに気がつきました。
自分の心が動かないのに、
人の心を動かすことができるでしょうか？

私はおいしいものに心を動かします。

馬場 僕には育ち盛り、食い盛りの子供が3人います。
彼らの食生活と僕が彼らのときの食生活は
大きく異なっています。

確かに豊かになっていますが、
本当に昔より豊かと聞かれれば疑問が残ります。

前田 ー面に広がる田んぼを見てふと思いました。
あれれ、このお米誰が食べてるんだ？
そして現在、どういうめぐり合わせか、
彦根市の農業法人で米作りに携わっています。 だから、

ぼくはA（屋根）の下に「良」と書く「食」をテーマに選び、
一年滋賀の食を追及していきたいです。

なぜ味噌汁なのか？なぜ志賀町なのか？へ
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なせ味噌汁なのガ？ （テーマ）
うまい酒にはうまい肴がある。その周りには満面の笑みを浮かべたひとがいる。
その空間がとめどない会話を生み出す。

コミュニケーションの基本は「呑む、食う、しゃべる」である。

わたしたちはこの基本に立ち返った。まちとはそもそもひとの集合体である。
ひとの集うところ、食を中心とした新しい仲間づくりができるのではないだろうか。

「食」と一言にいっても様々 なバラエティがある。
普段の食卓を想像すると真っ白なごはん、季節の産物を使っ
た汁物・煮物・揚げ物・焼き物・和え物などがある。漬物や酒も
人によっては欠かせないものだろう。

普段の食卓とは劇場である。登場するさまざまな食材を生か
し、組み合わせ、劇を作り、楽しむ。この劇は地域や年令など
の壁を超えて楽しめるという特徴があり、より多くの人の話題と
なる。

毎日のように劇に登場するキャストに「味噌汁」がある。
豪華キャストとしてしばしば話題にあがる県下名産「ふな寿
司」とは対極をなす地味な存在とはいえ、「味噌汁」は伝統食のひとつであり、また共に発酵食である。

今日まで現役でしかも毎日のように活躍している「味噌汁」は比較的作るのが簡単で、季節の具を取り合わせ
ることができて栄養面にもすぐれている。

わたしたちはこの「味噌汁」に焦点を当てた。

なせ志賀町なのガ？
（フィールド）

.”
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わたしたちはだれもが話題にできる

「普段着の味噌汁」をコミュニケーションの
ツールとして
地域の歴史文化をひもとき、老若男女問わず会話を生み出す

活気ある「まちづくり」につなげていこうと
考えた。
西を比良山、東を琵琶湖に挟まれた志賀町には、山からのおいし
い水、漁業・農業の産物が豊富にある。
また京都・大阪の通勤圏であることから新しい住宅地が建てられ、
古くからの住民と新住民が一緒に住んでいることが、特徴としてあ
げられる。近年、県内各所で見られる状況と同じく両者の交流は
少ない。味噌汁の具には野・山・湖からの恵みが用いられる。その

勾這.,.区 : 8 5 1 q A) 
， 点から志賀町は申し分ない立地である。さらには水田の生産調整

• 9、 ・→ による大豆栽培に対応して、町内には味噌の醸造所も設けられて
, i いる。もちろん住民の中には代々伝えられてきた方法で味噌を作

”＼玉二3し|lぶ謬国賀町の風土を味噌汁一杯の
なかに反映させることができるのではないだろうかと考え、志賀町を
研究の対象地域に定めた。

↑志賀町地図（色分けの上から小松・木戸・和遁（わに）・小野の4学区）
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メディアで紹介された「くいいじ」活動

●毎日新聞

2001年12月18日掲載
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●京都新聞

2001年12月21日掲載

●エフエム滋賀

「LakeSide Morning 77」
「平和堂 MYDAILY LIFE」
2002年 1月29日（火）後半9:20~
【週テーマ：おいしい味噌は手前味噌！】
く味噌汁でまちづくり •おうみ未来塾「くいいじグループ」＞
【生ゲスト：永野麻也子・奥村恵津子】
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f“一

「くいいじ」の歩みその1

堀越先生のお話
2000年互月14日（月）滋賀大学教育学部講義室

・ニ

沖島の漁師の船の話、瀬田しじみの話
マキノ、湖西、今津には佃煮やさんが多い

(1)堀越先生と食文化研究の関わり
(2)滋賀の食事文化研究会の歴史
(3)今後の目標は若い人に伝統食を伝
える事

*、 (4)滋賀の伝統食の特色

｀~滋賀の食の歴史
琵琶湖の環境と水質
湖北の湖魚消費
地域別の淡水魚の食べ方
ハスの話
春から夏に魚をよく食べる
ニゴロプナは昭和60年から激滅
尾上漁港にて琵琶湖の異変を聞く

食べ方のいろいろ・ナレ寿司の薬効・淡水魚から海産魚の話・魚なら何でもナレ寿司にしていた・漬物文
化、豆文化、米粉文化

先生のお話の中で、滋賀の食に関する研究をして地域作りする私
達のグループのキーワード「発酵」が生まれた。

嘉田先生のお話
2001年5月19日（月）淡海ネットワークセンター

フィールドを持って研究するときの心得

(1)楽しみながら活動する。 t 
(2)話を聞いた方へはお礼に報告書をか
えす。またその報告書には協力してくださ
った方の個人名を入れる。
(3)キーワードは「自分化」

嘉田先牛．の関わっている2つの違うタイプのグル
ープの話
10年ぐらいのタイムスパンで考えている人
驚く好奇心 卜
地域で一緒に活動できることはじっくり出来る
教え合うというのではなくいろいろ教えられる
あえて不便を残す
ふだんの気取らない生活こそ大切

ポジティブパワーいっぱいのお話を伺って、キーワード「自分化」とと
もに私たちは元気をいただいた。
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アンケート総括 「くいいじ」の歩みその2
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① 目的
「味噌汁でまちづくり」に取り組むためには、地元の方の味噌汁との関わりを知ることが重要である。また、世代
間を越えた交流を視野に入れているので、世代による味噌汁に対する認識の相違も明らかにする必要があ
る。さらに、アンケート調査というアクションを起こすことで、我々と志賀町住民とのつながりも期待される。

②調査方法
アンケート用紙は次ページに掲載した。
志賀町立志賀中学校全校生徒(800人）と志賀町老人クラプ連合会会員(2000人、 65歳以上、以下「老人」
と表現）を対象に、 2001年7月上旬～8月にアンケート用紙を配布。志賀中学校は4つの小学校区から構成
されている。北部の小松・木戸学区は、昔からここで暮らしている住民が多い。一方、南部の和迩・小野学区
は、和迩学区に一部旧集落があるものの、大半が新興住宅の住民で占めている。この特性から味噌汁との関
わりや嗜好に差異が生じる事も考えられる。

また、中学生は、自ら味噌汁を調理する機会もあり、食べ物に対する嗜好も確立されていると考えた。従って
自分の考えをアンケートに反映できることが予想される。
一方、老人を対象にすることで、志賀町の伝統的な味噌、具材や調理方法の発見が期待される。また、味噌
汁にまつわる思い出を記入してもらい、今後直接聞き取り調査をする際に役立てる。
志賀町は多世代同居が多く、中学生と65歳以上を同時期に調査することで、味噌汁を話題にしてもらうことも
今回の狙いである。
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③調査結果
有効回収数：中学生688・老人691合計1379
中学生と老人に返したアンケートのまとめは、29ページに掲載
・中学生も老人もおおむね「味噌汁は好き」
・中学生は夕食時、老人は朝食時に食べることが多い。
•各項目で旧の集落と新興住宅での明らかな違いは認められなかった。
・具としては豆腐とワカメに人気が集まるが、中学生では豚肉など動物系、老人では野菜を好む傾向にあ
る。
・志賀町では、減反施策で地域に味噌小屋を作り、女性グループが手作り味噌を販売している。
多くの老人がそれらの味噌を利用している事がわかった。
・味噌汁を好む理由として、食べ慣れている、体にいい、ホッとする、等があった。
•一方、嫌いな理由では、食べ飽きた、夏は暑い、味噌の後口が悪い、など。
特に中学生では、自分で調理していないので「我慢して飲む」ために嫌いであることが推察できる。
・老人の味噌汁に対する思いでは多様であった。味噌汁が生活に深く根付いていることがうかがえる。
・中学生、老人に共通して表れる味噌汁のイメージは、懐かしい、家庭的、安らぐ、等が多い。

④考察とまとめ
アンケートを解析するにあたり、滋賀総合研究所の秦憲志氏にアドバイスをいただいた。ここに感謝の意を表
させていただく。地域間や年齢差のクロス集計を示唆していただいたが、顕著な差は認められなかった。これ
は
味噌汁が幅広い年齢層で日常の食事として浸透していることを意味する。しかし、味噌や具の好みは
同世代、同年齢であっても様々である。
味噌汁は誰もが経験している「食」であり、かつ、バラエティー豊かな食べ物であるといえる。
我々が目指す「食べ物からまちづくり」にはうってつけである。

しかし、アンケート結果からもわかるように、味噌汁のイメージは「懐古的」である。 21世紀のまちづくりには、味
噌汁に対して前向きのイメージを持ってもらう必要がある。志賀町は、オリジナルの味噌や、湧水、湖魚、こだ
わりの農産物を有し、「志賀町プランド」の味噌汁でまちおこしの可能性も秘めている。
今回のアンケート調査で出会った人たちとのつながりを次のステップに活かすために、中学生とのコミュニケ
ーションの方法を検討したい。

「くいいじ」歩みその3ヘ
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伝統食「味噌汁」アンケートのお願い 平成13年7月4日

おうみ未来塾2期生くいいじグループ

1私たちは、食を通して地域づくり・仲間づくりができないかを考えています。

！そこで、多くの人に親しまれる伝統食の「味噌汁」をとりあげることにしました

！ぉ手数ですが、アンケートにご協力をお願いします。

lなお、このアンケートは志賀中学校のみなさんにもお願いしています。
：どうぞ、よろしくお願いします。

l----'  
次に賃問に答えてください。回答は右の回答欄に記入ください。 問 答え

1．性別はどちらですか。 ①男 ②女 h」---」

問I答え

12 

2
7
 

2.年齢は、何歳ですか。 ・

①60~64歳 ②65~69歳 ③70歳～74歳 ④75歳～79歳 ⑤80歳以上

3.住んでいる学区はどこですか。 ①小松 ②木戸 ③和邁 ④小野

4.一緒に住んでいる家族は何人ですか。（答えの欄に人数を書いてください。）

5.一緒に住んでいる家族は何世代ですか。

① 1世代 ②2世代 ③3世代 ④4世代以上

6.朝食は主に何を食べますか。 ①ご飯 ②パン ③その他 ④食べない

l l l 
2 

l l I 

3 

I I I 
4 

I I I 

5 

12.味噌は、どんな味噌ですか。

①店で買ったもの ②手作りの味噌 ③わからない

13.だしは、主に何から作りますか。

①煮干し ②かつお節 ③コンプ④粉末だし ⑤ティーパッグのだし ⑥わからない I 13 

14.家の味噌汁の器は何ですか。

①木 ②プラスチック ③マグカップ④陶器 ⑤その他（

⑤わからない

15.あなたが13歳から 15歳の時の味噌汁と今の味噌汁でだしや具に違いはありますか

①違う ②同じ ③わからない

［違う場合は具体的にお書きください。 ］ 
16.家で味噌を作っていますか。

ロィ：誓、るこ；てばら言よ作っていた

17.味噌汁という言葉で何を思い浮かべますか。

14 

15 

16 

l
|
|
|
-

I I l 

6 

I 7.味噌汁は好きですか、きらいですか
①大好き ②好き ③嫌い ④大嫌い ⑤どちらでもない

［選んだ理由：

8. 1週間の内に、何回ぐらい味噌汁を飲みますか。

①1~2回 ②3~4回 ③ほとんど毎日 ④飲まない

9. 1日のうち、味噌汁はいつ飲みますか。

①朝食 ②昼食 ③夕食 ④飲まない

10.味噌汁の具でよく使うものを、次の内で 3つあげてください。

①ワカメ ②豆腐 ③油揚げ ④野菜類（大根、かぽちゃ、キャベツなど）

⑤肉類（豚肉、鶏肉など） ⑥貝類（アサリ、しじみなど） ⑦魚類

⑧その丁／具体的に

l1．家の味噌汁は、どんな味噌汁ですか。

①インスタントの味噌汁 ②だしと味噌から作る ③わからない

I I I 
7 

J
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I I I 
11 

ご協力ありがとうございました。

差し支えなければ、お名前、連絡先をおまきください。

名前

住所

霊話番号

"- - " '"'_,99  9ー，0•一'"→

iアンケートの問合せ先 l 
！ 淡海ネットワークセンター 天川 l 

077・524・8440 

i おうみ未来塾2期生くいいじグループ l 
： 代表 永野 077・5945616 i 
• "_, __ _, ""’ 



伝統食「味噌汁」アンケートのお願い 平成13年7月4日

おうみ未来塾2期生くいいじグループ

i 私たちは、食を通して地域づくり・仲間づくりができないかを考えています。一—-_-l
iそこで、多くの人に親しまれる伝統食の「味噌汁」をとりあげることにしました。

！志賀中学校のみなさんにとって、味噌汁をどのように思っているかを教えてください。 1 

lどうぞ、よろしくお願いします。
9.--"'” ~••り ・

15.味噌汁を家で作ったことがありますか。 ①はい ②いぃぇ

はいの人は作り方を書いてください。

［ 
次に質問に答えてください。回答は右の回答擢に記入ください。

1.性別はどちらですか。 ①男 ②女

2.学年は、何年生ですか。 ①1年 ②2年③3年

3.住んでいる学区はどこですか。 ①小松 ②木戸 ③和邁 ④小野

4.一緒に住んでいる家族は何人ですか。（答えの欄に人数を書いてください。）

5.一緒に住んでいる家族は、何世代ですか。

（例：本人と親は 2世代、本人と親と祖父母は 3世代）

① 2世代 ②3世代 ③4世代以上

6.朝食は主に何を食べますか。 ①ご飯 ②バン ③その他 ④食べない

X) 
~ 7.味噌汁は好きですか、きらいですか

①大好き ②好き ③嫌い ④大嫌い ⑤どちらでもない

［選んだ理由：

8. 1週間の内に、何回ぐらい味噌汁を飲みますか。給食は除きます。

①1~2回 ②3~4回 ③ほとんど毎日 ④飲まない

9. l日のうち、味噌汁はいつ飲みますか。給食は除きます。

①朝食 ②夕食 ③飲まない

問 I答え
I I l 
1 

I I I 

2 

l l I 

3 

I I I 

4 

14.味噌は、何から作りますか。 ①イモ ②麦 ③米 ④大豆 問 I答え

14 

15 

J
 

I I I 

5 

16.家の味噌汁と学校の味噌汁のどちらが好きですか。

①家 ②学校 ③どちらも好き ④どちらも嫌い

選んだ理由

[ J 
17.家の味噌汁の器は何ですか。

① 木 ②プラスチック ③マグカップ ④陶器 ⑤その他（

⑤ わからない

18.家の味噌汁は主に誰が作りますか。

①父 ②母 ③祖父 ④祖母 ⑤兄弟 ⑥自分 ⑦その他（

16 

17 

18 

I I I 

6 19.味噌汁という言葉で何を思い浮かべますか。下の襴に書いてください。

I I I 

7 

J
 

I I I 

8 

l l I ， ご協力ありがとうございました。

I I I 

10 

10.味噌汁の具で好きなものを、次の内で3つあげてください。

①ワカメ ②豆腐 ③油揚げ ④野菜類（大根、かぽちゃ、キャペツなど）

⑤肉類（豚肉、鶏肉など） ⑥貝類（アサリ、しじみなど） ⑦魚類

⑥その］体的に ］ 
11.家の味噌汁は、どんな味噌汁ですか。

①インスタントの味噌汁 ②だしと味噌から作る ③わからない

12.味咽は、どんな味噌ですか。

①店で買ったもの ②手作りの味噌 ③わからない

I I I 
11 

lァンケートの問合せ先 ， 
I 淡海ネットワークセンター 天川 ： 
f 077-524・8440 

！ おうみ未来塾2期生くいいじグループ i 
l 代表 永野 077-594・5616 i 
I • - --」

l l l 

12 

I I l 

13 
＂‘ ゼ 9 心・ 十 9ーにふ,.J,t," dc-;1--が



1,:). /こしほ、 コニしし1HIJこつleソる、> /J"。

①煮干し ②かつお節 ③コンプ④粉末だし ⑤ティーバッグタイプのだし⑥わからないし~

●味噌汁の作り方 （中学生のみ）

答えは全部で5通り。 (1)だし→味噌→具(2)

湯→具→味噌(3)だし、具、味噌(4)味噌を溶

いてぐつぐつ煮る(5)湯をいれる。（これはイン

スタントのこと？）さて、正解はどれでしょう。

「味噌汁大嫌い」
/7  .• 

「御飯にかけて食べるネコマンマ」 み

？ （（？ ＇ L 

; 

亨疇玉西‘ ! 
●家と学絞とちらの味嘩汁が好き？ （中学生のみ）

「甘い、辛い、薄い、濃い」評価はさまざま．

家のほうが好きな理由：自分の好み合わせてもらえるから。おじいちゃん•おばあちゃんの自家製味
噌だから。おねえちゃんの手作りが絶品だから。

学校の味噌汁が好きな理由：みんなで食べるからおいしい。学校ではゆっくり味わえるから好き。

どちらも好きの理自：どちらもがんばって作ってくれているから。

昧噌汁アンケート結果報告
●実施：2001年7月●対象：連合老人クラブと志賀中学全校生徒
●人数：老人クラブ1100人、中学生800人●回収：老人クラブ691人、中学生688人（回収率：73%)

2
9
 

●今と昔の昧噌汁は違ラ7
(65オ以上のみ）

変わったという意見：「味噌」手作りが市販の

ものに変わった。「だし」じゃこなどで取ってい

たが今は粉末や科学調味料を使う。「具」自分

のうちの野菜が中心で種類は少なかったが、

今は肉やワカメが中心で入れる種類も多い。

具の量は昔のほうが多いという意見も。「塩

分」今のほうが薄目。「量」一度に作る醤は昔

のほうが多かった。「バリエーション（種類）」

ドジョウ汁、しじみ汁、スイトンなど。

家庭ごとに違う味噌汁ですからそれぞれ変わ

ったり変わらなかったりありますね。
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門ハ仇晶 味噌汁に対するイメージ
6 5オ以上

「幼い頃のどじょう汁を

無理やり食べさせられた思い出」

●味噌汁という言葉で何を思い出しますか？

史：イメージ＝健康・栄養がある（効用的イメージ）・一家団らん・昔の食卓・ちゃぶだい・金色の

鍋・人の手が入っている料理が並ぶ食卓など。

日本の伝統食、和の心のイメージ、またコマーシャルのイメージも強いようです。 65オ以上のお答えと
共通するイメージも多いですね。

65オ以上：昔のイメージ＝おふくろ・昔からある伝統食・囲炉端のある故郷の家・大家族・大鍋・スイト

ン（大根を入れた団子汁）・川しじみ・軍隊当時の味・すり鉢でゴリゴリする・具はしじみや、黄しめじ、油

ぼんなどで、自分で川や山で取ってきた。毎日食べていたし｀自分で具をとってきたり、家で味噌を1年
分仕込んでいた。

●味噌汁は食事Iこ胚蓉？
空：味噌汁は食事に欠かせないという意識はないようで、朝食より夕食に食べることが多い。

65オ以上：毎回食べる人もいれば、一週間に1回くらいしか食べない人も。朝食に味噌汁を食べる人が
多い。

●まとめ

日常のありふれた情最を思い出させてくれる「味噌汁」は、ご飯との相性、いろいろな産物との相性がよく、

栄登面でも優れています。その伝統の味は世代に関係なく好まれていることが、アンケートよりわかりまし

た。今後は、志賀町ならではのおいしい味噌汁を探し｀みんなでその味噌汁を味わって楽しく交流ができ

たらいいなあと考えています。これからもご協力をよろしくお願いいたします。

おうみ未来塾くいいじグループ（代表永野 077-594-5616)

革務局：淡海ネットワークセンター天川 077-524-8440

味噌汁に関するアンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。
感謝をこめて、アンケート結果を簡単にまとめたものを、ご報告いたします。

●昧噌汁は好きですか？

2" .̀.... ●0̀ 100̀ 

゜
~

「好き」と「大好き」で6割

その理由は？

毎日よく飲んでいてなじみがある。

それぞれの家に独自の味がある。

暖かいし気持ちが和む。うちは

手作り味噌だから口の中に残る •••:···· 

；：盆芯富f好き。＜く｀

」でほぼ9

さん入って栄養が豊富。

羹 (:：；孟‘ぷ雰ばば゚一
よく食べるので飽きて嫌い。後味が悪い、具が嫌い、夏は暑

ロ大好き●好き口嫌い●大嫌い 0どちらでがよい

中学生

65オ
以上

1 1 | 1 1 1 1 ( が^ 貝と野菜が負けたのは予想外。
m a漏四四 '"'1四

1：品め：日； 討ば"flll類●肉類

●だしは、主に伺から作るか？

中学生

65オ

以上

90̀ 4叩

●煮千し ●かつお節

ロコンブ 霞粉末だし

ロティーパッグタイブのだし口わからない

・ロ〗
65オ以上粉末だし対自然だし

＝半々 。意外に粉末が人気。



ケストティーチゃ― 「くいいじ」の歩みその3

12月に志賀中学2年生の全クラスを対象に、味噌
汁の授業を我々くいいじのメンバーが講師となっ

て行った。

この授業は、夏に行った味噌汁アンケートの結果
を子どもたちに直接報告できたら良いなという思
いからだった。

最初は、志賀中学が受け入れてもらえるかどうか ．
不安だったが、校長先生、家庭科の行岡先生栄
養士の美濃部先生が快＜承諾していただき、実現

することになっfこ。

志賀中学の皆さんのご協力に
深く感謝したい。

日程

志賀中学で家庭科授業を実施したのは、次のとおり。
12/11（火）2・3限、 12（水）1限、 13（木）1・3限、 17（月）3限、20（木）3限

目的

子どもたちに
昧噌について驚いてもらう。
・家に帰って、味噌を家族に聞いてもらう。
・食べ物（味噌汁）に目を向けてもらう。

授業内容：時間は45分

ニー一董‘；的Kふ）そ
• よ

（通9`):J

、•皇;,·—-．．， ．J い●● 9 
'̂ ) :', r :,.̀-) i｛しじ・ヽ ，`）
それぞれの味を楽しむ。

①説明部分
くいいじグループの説明、なぜ志賀町なのか、
なぜ味噌汁なのか、
志賀町の歴史、味噌汁アンケートの報告

②利き味噌
米味噌、麦味噌、八丁味噌、志賀町の赤味噌・白味噌、
韓国のヤンニンジャンの6種類の味噌を用意し、
各自がお椀をもって、
出し汁に好みの味噌（プレンド有り）を溶いて、

より味噌の味に集中してもらうための一つのしかけとして、
志賀町内の小中学校の給食に使われている味噌はどれか？という
「クイズ」を問いかけた。よく当てたクラスでは10数名、当らないクラスは1名のみという結果だったっ
米味噌が「ひっかけ」になったようだ。ちなみに正解は、「比良I])赤味噌」。
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おうみ未来塾「くいいじ」グループ歩みその3

③終わり部分
後かたずけ、ふりかえりシート記入、
味噌汁コンテストの案内、 6種の利き味噌

授業のまとめ

生徒の振り返りシート結果 242人の生徒が協力。

好きな味噌は、米味噌、八丁味噌、ヤンニンジャン、比良の赤味噌、麦味噌、比良の白味噌の順。

生徒たちは、韓国の辛いヤンニンジャンに興味を持ったらしく、その辛さや焼肉の味がする、
韓国が寒いからと色々な意見があった。
また、味噌の種類の多さや、色や味の差についての意見も多かった。

大部分の生徒が、味噌の材料や作り方を知らず、米粒が味噌の中に残っているのを不思議に感じていた）
授業の目的である「味噌に驚く」ことは達成できたように感じた。
イベントに参加すると答えた生徒が4割近くあったのには、これからの活動を進めていく上で勇気づけられ
た。

なお、授業のようすは12/18毎日新聞と12/21京都新聞に掲載にされた。→「メディアでの紹介」へ

授業を行った感想

志賀中学の生徒は、まじめに授業を
受けてくれました。教壇に立つまでは、
非常に不安でしたが話をおとなしく聞いてくれ、
利き味噌の時は、皆、興味を持ってくれ、
楽しくワイワイと過ごせました。

授業の始めと終わりに黙祷の時間があることや
冬だというのに半そでのカッターシャツの子が
いるなどユニークな学校でした。

「くいいじ」の歩みその4ヘ
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, 4 

味 噌汁ミニコンテスト「くいいじ」の歩みその4

志賀町の小学校では、隔週で休みとなる土曜日の午前中を利用して、「ルンルン」という
活動を行っている。児童を集めて色々な催しを開き、楽しんでもらおうというものだ。わた
したちは2月23日、今回は小野小学校での「ルンルン」に参加させてもらうことにした。

小学生を相手に、いつも何気なく口にしてしまう味噌汁に少しでも興味を持ってもらい、ひ
いては「食」そのものに積極的に働きかけることのできるきっかけを与えたい。

そこで今回は「明:l曽汁七コンテスト」という方法を取ることにした。
方法は簡単。用意した3種類の味噌汁を味わってもらい、自分が一番おいしかったと思うものに投票してもら
う、というものである。

準備した三種類の味噌汁

1.ピーナッツ入り、復刻すいとんく混合削り節十合わせ味噌（赤l：白1)>
具：すいとん、ピーナッツ、にんじん、大根、油揚げ、 3種類のこんにゃく（豆板醤、青のり、白ごま）

2．琵琶湖産、鮎の味噌汁く混合削り節十赤味噌＞
具：素揚げした若鮎、ごぼう

3.冬の味覚、鴨の味噌汁＜鴨からのだし＋赤味噌＞
具：焼き鴨、鴨のつくね（鴨ミンチ＋ねぎ）、焼き太ねぎ

当日朝早くからの準備をすませ、作った味噌汁をこぼさぬよう
そろりそろりと会場に運んだ。 80人ほどの児童が体育館に集
まっていたのだが、「味噌汁コンテストしまーす。集れー！」の
声と同時に、皆が持参したお椀と箸を抱えて駆け寄ってくれ
た。楽しみにしていたらしく、嬉しい。

友だちと体育館のあちこちに車座になって味わっていた。暖か
い、おいしい、との声も聞こえた。不思議なもので、皆食べる時
にはお尻にフタをするかのようにちゃんと座っていた。

好きな味噌汁の箱に大豆1粒を投粟！

投票状況は前半は圧倒的リードで「鴨の味噌汁」だった。
肉が入っているものをおいしいと感じたのかもしれない。終盤、他の2種類が票を重ねたが、
結局逃げ切るような形で、「鴨の味噌汁」が一番人気となった。

1位「鴨の味噌汁」 45票
同率2位「すいとん」「鮎の味噌汁」 20粟

「すいとん」はピーナッツのコリコリ感と今では食べることの少ないすいとんのもちもちした食感が楽しく、「鮎の
味噌汁」はごぽうの旨味と鮎のほろ苦味が大人の味。大人気だった「鴨の味噌汁」は鴨肉の歯ごたえと少し油
のういた汁と焼いたねぎの風味が食欲をそそった。

結果はそれとして、食：べている時の子供の表情や「おいしかった」というとき

の笑顔はいいものである。また「ルンルン」主催者の大人側からもレ

シヒ゜を知りたいとの声があった。

「食」はやはり笑顔とコミュニケーションを生んだ。
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「卒塾発表会」「くいいじ」の歩みその5

●発表の内容
※グループ紹介画像：くいいじ団旗
※当日のレジュメ 終わりに配る

(4)「ルンルン味噌汁コンテスト」

説明担当：永野

(1)「味噌汁試食」
各自お盆に10人分以上の味噌汁を持って
急いで配り、 5分くらいで空いたおわん回収
回収と同時にレシピ を配る
※味噌汁l人前約100cc程度
準備は100人前
出す味噌汁は「ピーナッツ入りスイトン」

画像：小野小学校でのルンルンの味噌汁コンテスト
2~3枚

説明：小野小でコンテストに出した味噌汁のうちの一つで
す

(2)「なぜこの味噌汁ができたのか？経過」
画像：くいいじ活動フローチャート
説明：ざっと簡単に経過説明し、
ゲストティーチャー・ルンルン•これからを詳しく説明
(3)「ゲストティーチャー」
画像：6枚（前田教壇・女子試食・男子試食
•毎日新聞記者・味噌6種類•新聞記事）
説明：なぜ、ゲストティーチャーなのか
＝アンケートの返しのアクションとして

授業内容＝志賀町と味噌・アンケート結果
・味噌の作り方•利き味噌•新聞での紹介

画像：（食材の地図・準備しているメンバー・
味噌汁に群がる子どもたち・大豆投票）

説明：ルンルンのこと、食材のこと、老人クラプからの参加、反響の大きさ（「味噌汁のおばちゃんだ」）
親子での会話（「鴨の味噌汁がもう一度食べたいよー」「分かった」）、
投票結果（鴨が1位、スイトンと鮎が2位）、など

・ルンルン・老人クラプ・中学校など、
いろんな立場の人を

(5)「くいいじ今後の活動」
画像：（WEB報告書の表紙・くいいじ活動の広がり図）・
説明：WEBでの報告書は、
全国への情報発信を可能にする
くいいじの活動で新たなネットワークの芽が！
なぜ志賀町だったのか？＝メンバーが住民であり、
入っていきやすい、下手なことはできない、
そのメンバーの持つネットワークが利用できた、
などから。他人ごとではない活動をせざるをえない。
今回、ピーナッツスイトン（味噌汁）や
鴨の味噌汁のヒントは季楽里さんから頂いた。
豆腐屋さとちゃんで、作業所のコンニャクを売ること
になった。このように、生産者・子どもたち

「味噌汁」が結んで、志賀町の産業振興や特色あるまちづくりのつぼみがいつか花開＜ ！ 
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(6)「くいいじメンバーあいさつ」
全員が並んでグランドフィナーレ
（事務局天川さん、 3期の名田さん・山口さんも）
新メンバー募集中、例会はおいしいもん飲み食い、
（少なくとも）年1回の味噌汁イベント開催

(7)片付け
全員で、即座に洗い物を片付ける。

●運営委員会・塾長の感想

北村裕明委員長

■ • -

伍
おいしいまろやかな味噌汁をありがとう。近江の味という印象を強く受けた。
まちづくりは地域資源の発見と人の輪の広まりであることを
味噌汁の中で実践したわけである。
味噌や食材という新しい地域資源を再発見し、活用している。
昧噌汁から見えてくるものは非常に大きい。

藤井絢子委員

食べ物を通してというのは楽しいが、楽しさを越えてまちづくりの非常に広いネットワークを
この1年で作ったなあと思う。
志賀町発で全県的に広がったらすごく面白いことになるのではないか。

岸田員代委員

味噌汁の発表は非常にチームワークがとれていた。
ピーナッツ入りの味噌汁を生まれて初めて食べ、意外といけると感じた。おいしかった。
新聞社などに活動そのものを広げながらできたのはとてもよかった。
プレゼンテーションもはっきりしていてとても楽しかった。

木原勝彬委員

（全体的な感想として）
ヒューマンネットワークといった、温かいネットワークのコミュニケーションの重要性を
認識しているのではないか。そういう意味では本質的なものを突いているな．と思った。

岡崎昌之委員

（全体的な感想として）
滋賀県という地域の現場から何を学ぶか。ということが一番重要。
滋賀県内の様々なグループや地域の現場を丹念に見て、歩いたのが今日の成果だったと思う。

日高敏隆塾長 ， 

僕は戦争中に育った。味噌汁は「天井汁」というほど薄いもので、

’̀！謬靡翌芸雷品尉出雲芸：：：
..,日も一口飲んだだけで後は飲めなくて申し訳ない。

ただ、こういうことをよく調べたものだと感心した。
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「＜いいし」の明日

各メンハーの思い

地域プロデューサーとして勉強したことを
各自地域の活性化に役立てるとともに
ネットワークを広げること。
志賀町を本部として各メンバーの地城を支部とする。

くいいじオリジナルの味噌汁を完成するまで続けること
どんな味、どんなこだわりの具、
究極の味噌汁を求めてたゆまぬ努力をすること。

未来ある子供たちとともに

一緒に味噌汁を食べるイベントを

定期的に開催したい。

馬場 衣食住は生活する基本です。昔のような自給自足の社会は無理でも

食に関しては「地産地消」で生産者と消費者の

顔が見えたらいいな。

前田 ぅまいもんを食べれば自然に笑顔が広がります。

「食と農」の力を信じてまずは身近な食べ物に目を向けてもらうような仕掛けを。

永野 志賀町に蒔いた「まちづくり」のタネは少しずつですが育とうとしています。

出会ったいろんな人とのネットワークを基盤に

さらに大きな「志賀町・・・大好き」ネットを

作っていきたい。

幡 これからもおいしいものに出会った

感動を志賀町の人と分け合いたい。

子供たちの発想と経験あるお年寄りとの出会いにきっと新味噌汁の芽が・・・。

奥村 これから…頑張ります。

金野 ＜いいじのオリジナル味噌汁を「千人鍋」を使って子供たちと

イベント開催。その為にも「食」の勉強を続けよう。究極の味噌汁を作るために…
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眺噌基礎知識
1味噌の材料の来た道

日本では昔から米・麦•あわ・きび・豆の5種を五穀と呼び、大切にしてきた。狩猟・採取生活を基本としていた
縄文時代、大豆が当時の遺跡・鳥浜貝塚（福井県）で見つかっている。また紀元前4000年頃、中国長江の
下流で稲作が行われ、その米（ジャポニカ）が朝鮮半島を経て日本に伝来した。これが弥生時代の始まりで
ある。こうして東南アジア→中国→朝鮮半島→日本へと味噌の原料の穀物とその栽培法が伝えられた。

2 味噌の起源

古代中国で考えられた「醤（しょう）」は、もともと動物性タンパク質を細かくつぶして容器に保存し、発酵させて
料理のソースかディップとして使われていた。古代日本でも、発酵させた「味噌のようなもの」があったと推測さ
れている。文字として最も古いのは、大宝律令(701年）の「醤院」の制度の記録である。この「醤（ひしお）」とあ
るのが、味噌の原型ではないかといわれているのだ。大陸から伝来した「醤（しょう）」と日本古来の「味噌のよ
うな発酵食品」とが合体して大豆や雑穀を使った発酵食品「味噌」ができたのではないかという説もある。
現在のような形の味噌が定着したのは室町時代以降である。日本の食の基本、「米飯・味噌汁・漬物」がはっ
きりと形づくられたのもこの時代どされている。こうして味噌も醤油・酒と共に、日本の食文化に欠かせないも
のになっていったのである。

L

●
U
 

3.味噌の作り方

味噌は大豆、小麦、裸麦などの穀類・麹（こうじ）・塩・水とで作られる。蒸じ舵にした穀類に、麹菌（こうじきん）
を付けて発酵させ、麹（こうじ）を作る。次に蒸じ蕉にした穀類をつぶして麹（こうじ）・塩と混ぜ、容器にすき間
なく詰めて塩でフタをし、その上から封をする。この材料が発酵によって時間とともに熟成され味噌になって
ゆく。その土地の風土・水・気温・材料の違いなどで、微妙に味が異なるのも発酵食品のおもしろさであろう。
「味噌は生きもの」といわれるゆえんである。

4.味噌の種類と分布

麹（こうじ）による分類
米味噌…••日本の味噌の8割を占める（白味噌）
豆味噌…••大豆が主原料（八丁味噌）
麦味噌……「田舎味噌」とも呼ばれる（九州味噌）

味や色による分類
廿味噌…••白・赤
廿口味噌…・淡色・赤
辛口味噌•…・・淡色・赤

※使用する麹や味、色調で大別。
各地方ごとにそれぞれ特徴がある。

I i 

芦
為
薯
グ
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例台＆段へ物記録

●第1回食グループ例会 2001年4/7（土） 場所：居酒屋魚民（草津市）
食事：生ビール中ジョッキで乾杯 2000円コース

●第2回食グループ例会 2001年5/20（土） 場所：前田下宿
食事：手前味噌、自家製鮒寿司、スナックエンドウ、
志賀町「さとちゃん」の寄せ豆腐（黒豆＆普通）
豆腐ちくわ、飲物
自社米ご飯（ヒノヒカリ）、朝摘みイチゴ
ヨーグルトケーキベリージャム添え、イカせんべい
1期生吉田作「近江吉田」プランドこだわり赤かぶ漬
手作り漬物三種（水菜、ラッキョウ、キュウリ）
手羽元煮物、浪漫鶏オープン焼きイタリア風、
ガメ煮（筑前煮）

●宿泊研修会 2001年5/26~27
場所：いこいの里湖西（高島町）
夕食：アユ寿司、うなぎ、小魚の佃煮など湖の幸

●第3回例会 2001年6/18（月） 場所：淡海ネットワークセンター
持寄：お手製サンドイッチ、ミスドアップルパイ、
みたらし団子、ミルクプリン、ミルフィーユ
コロッケ、かりんとう、おかきとうま茶、ダージリン紅茶

●志賀町関係あいさつ回り 2001年7/4（水） 場所：志賀町内
昼食：HolidayAfternoon 
カッサンドとベーグルのツナサンドセットカップスープ付 850円
（天然酵母使用の手作りパン）
お茶：ギャラリー＆ハンドメイド・喫茶大きな木
ケーキセット（ケーキ＆アイスクリーム＆ホットコーヒー）850円

●例会と食事会 2001年7/15（日） 場所：木波屋雑穀堂（草津市）
食事：日本酒：自家製日本酒（辛口）、若戎山廃真秀、郷
乃誉、菊秀、酒呑童子香田
肴：枝豆まったり豆腐（竹入り）、地鶏のささみタタキ、大根の
ぜいたく煮（滋賀）、にろぎのあぶりもの（高知）、長芋のステー
キ（秋田産無漂白長芋とステーキソース）鶏肝煮、あゆのうる
かと高知カツオの酒盗、卵焼き（長芋入り）、にしんの燻製、と
ってもおいしいお好み焼き、とろろと雑穀のごはん、豚の味噌
汁

●「くいいじ」アンケート第一回集約報告
2001年8/12（日）
場所：淡海ネットワークセンター

昼食：ピアザの1F「灰不タント」お昼のバイキング1700円

●例会 2001年8/31（水）場所：守山市民ホール
夕食：コロッケ、おにぎり、守山銘菓（俵とつがやま）、はとサプレ、みたらしだんご、お茶、冷コー

●例会 2001年9/9（水） 場所：守山市小津公民館
昼食：ゴーヤチャンプルー、鶏からあげ、おいなりさん2色、麦茶、
モダン焼き、松茸おにぎり、揚げナスと石垣の油味噌
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●中間発表会用OHP作成例会 2001年9/11（水）場所：淡海ネットワークセンター
おやつ：レーズンサンド、元気飴、緑茶

●中間発表会の打合せ 2001年9/23（日）
場所：淡海ネットワークセンター
おやっ：クッキー、チョコレート、お茶

●滋賀総研秦さんとアンケート検討例会 2001年10/2（火）
場所：淡海ネットワークセンター
夕食：中華おこわ、ししとう煮びたし、キャベツかぼ酢のもの、
あけびと豚肉の炒め物、黒豆の味噌汁、きゅうりの糠漬け

●例会 2001年10/7（日）場所：ネットワークセンター
食事：鯖鮨、クルミ鰻頭、アケビ肉詰め、鳥飯、キムチ、チャンジャ
いなり、おにぎり、彦根梨、お茶

●アンケートまとめ打合せ 2001年10/18（日）
場所：守山サイゼリア
お茶：コーヒードリンクバー、フォカチオ、カントッチョ、ジェラートミルク

●アンケート報告書作成 2001年11/1（木） おやっ：おたべ（抹茶とプレーン）

●志賀町うまいもん探訪（まち歩き） 2001年11/11（日）
場所：JR和遁駅～志賀中学～味噌作り小屋～JR近江舞子駅（踏破）
夕食：百合根と山芋のタイノコ包み、竹とうふ（ゆで卵の白身入り、シ
ョウガじょうゆ）にぎり3種（松茸、鯛、ウニ）、どびん蒸し（松茸、ハモ、エ
ビ、すだち）、鯛お造り（コンニャクの家、キュウリとベニショウガのゲタ、キ
ュウリの松、カプで作った花）、鯛あらだきゴボウ（サービス）、ハモ（空
揚げ、湯引き、おろしポン酢しょうゆ）、温いソバ（エビ天と松茸天） ※ 
志賀町たからや梅5000円のコースでボリュームもたっぷり。

●例会 2001年11/30（金）
場所：淡海ネットワークセンター
夕食：いしる味付けのイカメシ、手作りソーセージ3色、即席ヒ°クル
ス、
石垣島の麦味噌の味噌汁、熱々出来たてゆで卵いしる味、お茶
販売：民宿のいしる（イカでできている！）

●例会＆新年会 2002年1/12日（土） 場所：（第一部）守山つがやま荘喫茶、
（第二部・新年会）西の村（守山市西村邸） 新年会：おでん、サンドイッチ、大根菊花漬け
日本酒（久保田、御代栄、波乃音しぼりたてささにごり、金亀一滴、 立山）

●志賀町オリジナル味噌汁試作品 2002年2/10（日）場所：永野家
味噌汁4種、日本酒（舟来屋、オーガニック日本酒雪の茅舎、金盛、十四代、琵琶乃長寿、
太田七右衛門）、アンキモ、白焼きウナギサラダ

●くいいじ卒塾後について例会 2002年2/14（木）場所：守山市小津公民館
おやっ：コロッケ、おむすび、ハヤの廿露煮、おまんじゅう、チョコレート

●「ルンルン」ミニ味噌汁コンテスト 2/23（土）場所：志賀町小野小学校
味噌汁：若鮎素揚げ（赤）、ピーナッツ入りスイトン（赤白合わせ）、吉野鴨と焼きネギ（赤）

●卒塾発表打ち合せ例会 2002年3/8（金） 場所：淡海ネットワークセンター
おやっ：ケーキ2種（モンブランとイチゴショート）、クロワッサン、タンカン

●卒塾発表準備 2002年3/16（土）場所：大津市生涯学習センター調理室
昼食：いなり寿司、鳥からあげ、サラダ、おにぎり、さし入れタルト

-38-



地域で遊ぼう

地域で子ともを育めるのか！

高野吉隆中原由香里松田由枝宮本敏彦山元宏和
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●活動の目的

◎研究動機
私たちは「子供に関する何かがしたい」というメンバーが集まり、子どもと一緒に伺か

できないかということで活動を始めた。子どもを取り巻く環境には、地域・家庭・学校の

三分野からの関わりがあると考え、自分たちがいつでも参加できるものとして特に地域と

子どもの関わりについて研究をしていくことにした。地元に愛着を持ち、地元のために何

かしたいという気持ちが芽生えるには、子ども時代の地域での体験が非常に大切である。

従ってそうしだ体験を通して、子どもたちが、また私たち自身が楽しみながら琵琶湖の豊

かな自然の恩恵を意識できるような、自分たちの地域を見つめ直すきっかけになるような

活動をしたいと考えた。

◎研究課題

• いまの地域・家庭・学校の関係を知る。
現在、地域で活動されているグループの実清を知る。

地域で私たちのできる活動を探る。

・継続的に活動できる方法を探る。

◎研究方法

・活動中のグループにアプローチ……ヒャリング、アンケート、資料収集

・フォーラム…．．複数のグループの代表者による対談（活動の現状、問題点、今後につ

いて）

・提案…．．地域の活動の方向性について

私たちで出来る活動の模索

【子どもを取り巻く環境について】

子ども達の事を考えていく上で、また私達の活動を始めるために、ます今の子ども達が

どのような状況にあるのかを確認しあうために、以下ような相関図を作ることから始めた。

子どもを取り巻く環境（家庭・学校・地域）について考え、子ども達との関わり方や問題点に

ついてまとめた。

地
ー・…ふ如、エ如·—←mr，．-..．=•"'··
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●活動内容

1市民団体の取り組み

私達が関わるとすれば、「地域の団体・個人」としてということになるので、ますそのよ

うな活動をされている人達のお話しを聞くことから始める事にしだ。

【カワセミ自然の会】

(l)概要：

2001.5.20 

•小学校教諭の橋詰幸樹さんと奥さんの純子さんが、 1 0年前に「自然観察会」として始める。

•最初は、学校の生徒達と身近な自然に親しむための集まりだったが、ロコミで参加者が次

第に増えた。

・2ヶ月に1回の観察会を開催。

・幼稚園児から高齢者まで幅広い参加者。

(2)活動内容：

・スタッフは30名余り。（博物館の学芸員等の

専門家、学校の先生、森林アドバイザーや学

生、主婦など個性豊かな人達）

・大津市北部の堅田や仰木の里山や川を拠点に活動。

・真野川（大津市）の河川改修工事が始まるため、川の自然が破壊される前にその自然な姿

を地域の子ども達と共に見届けておこうと、真野川の河□から源流までさかのぽる観
察会を半年間かけて6回実施し(94年）、冊子にまとめ県内の小中学校に配布。

(3)感想：

•浜口式自然観察ビンゴゲーム（クイズに正解なら0をつけビンゴになるようにする）を

通して、子どもも楽しみながら自然の不思議さや面白さに目を向けさせるような工夫

がされていた。

・自然と触れ合う時間が持てる事、スタッフの専門的なアドバイスで、普段は見過ごし

ている自然のすごさやすばらしさに気づかされる事が、観察会へ参加する魅力かもし

れない。

・有り余る好奇心でスタッフ自身が、夢中で観察する姿が印象的だった。スタッフも楽

しみながら続けていく事が、観察会が続いた秘訣ではと思った。

【大津フリースクール】

(1)概要：

2001.6.24 

・中学校の美術教師だった永谷彰朗さんが、大津市内の民家を借りて98年に小中学生の

不登校生を対象に設立
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・ボランティアのスタッフ（学生、主婦、僧侶他）で運営

•生徒数は現在数名、多い時で 1 0数名

・スクールヘの参加は、出席扱い（学校・教育委員会と連携、卒業認定会議にかける）

・会費制

.“関西冒険塾”（一般の人を対象）を併設

・スクールに来るキッカケは、

①公共施設に置かれたチラシを見て、②学校からの紹介、③カウンセラーの紹介

(2)活動内容：

•水曜日は料理の日。野菜を手作りして、食事に使う。

→ 「完結させる」＝身体にしみつく、大切にする。

・探検する

・不登校の子どもたちは、特にカヌー・ボート（水の上に静かに浮いているもの）を好む

→ 情緒に良い

また、水の上から見る風景がいつもと違う（非日常であることを好む）

・フリーマーケット：①知らない人との出会いがある（人との触れ合い）、②お金の価

i直を実感（手づくり品の販売を通して）

・カロム大会：指先での遊び（安静1本育）・・・病弱な子、体育が不得意な子が多いので

→ 夢中になるが、ファミコンをする時の表清とは全く違う。

・公開講座（カヌ一体験）のスタッフ活動：スクール生が、教える側になる。

(3)永谷さんの事：

• 88年から自転車で7年かけて世界一周をし、世界各地の文化や子どもたちに触れる。

帰国後、東京の塾に通う子供たちを夜遅く電車の中で見て、へんだと思った。

さらに、自転車による日本一周を2回、各地で講演しながら実行した。

・子供たちが自然に触れ合う事で元気になるような冒険学校を作ろうと思ったが、他に

もある。学校の価値も知っているので、“フリースクール”という形で始める。

• 2000年秋より、地元町議を務める。

(4)感想：

・7年かけて“自転車’＇で世界一周をしたことはすごい行動力だと思う。想像を超えた

日勺だったのでは！スライドで見た世界各地の子ども達の様子がとても印象的だった。

・フリースクールのいろいろな体験を通して、子ども達が自分らしさを取り戻し自信を

持てるようになると、元の学校に戻っていくそうだが、こういう居場所が子ども達に

は必要なのかもしれない。
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【図書館ボランティア・やぎゆげよ】

(1)概要：

・メンバー2名：ピアノ講師の弓削さん、元教師のハ木さん

• 99年に図書館が開設され、ボランティア活動として始める

・毎月第3土曜日午後に開催。参加者は1、2~5組。（町人口約7,000人）

・幼児・赤ちゃんがお母さんと一緒に参加。小学生は少ない。

・内容：絵本の読み書かせ、パネルシアター、工作、ピアノ演奏

（子どもの興味を引くような進行に工夫する、子どもの目線で）

2001.7.20 

•長浜おやこ劇場に 1 5年程かかわっていだ。（おやこ劇場も全国的に転換期にある）

(2)話しの内容：

＊子どもの虐待について：

・結婚・出産を経験しても自分の考えを変えない人がいる。→親に成れていない。

「子どものために」ということができない親が確実に増えている。

・親の、社会的な結びつきの無さ・社会性の無さがあるのでは。

＊子どもを取り巻く環境について：

・大人だちが関わりを持たなくなった。

•最近、親が忙しい→子どもに関わる時間が減った。

（親が1動きに行く事を、自分たちをほって出て行

くと、子供たちは見ている？）

．伺気ない日常の中で、どれだけ気持ちを共有できているか。

・地域・家庭に子どもの居場所があるようにしたい。

•いろんな形で、関心を持って接するようにすればいいのでは。

【りゅうとプラザの文化ホール活動】

・文化ホールは、 99年に開設。

・文化ホール活動は、芸術振興というより地域振興をめざす。

2001.7;20 

・「りゅうとプラザサポーター制度」により、市民と町職員がホールの運営に関わる。

プロジェクトチーム（企画・広報） 市民6名＋職員

スタッフチーム （当日の手伝い） 市民約10名

サポーターはボランティア・企画はホールの予算を使用

・「友の会制度（広報配布、チケット先行発売）」 7、800人余り（町外の人多い）

・人の輪の広がりをめざす。

＊企画は、地域の人が参加できるものを目指す。

・地域発掘シリーズ（地域のプロに頼む）／ピアノ教室をタイアップした企画（年 6回開催）

・びわこロックフェスティバル（野外）／裏方体験講座の開催

•富田人形浄瑠璃の鑑賞会を開催 （年 1回小学5、6年生を対象）
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【音のワークショップ】（協力 CASN) 2001.11.25 

(1)音のワークショップとは
・子どもたちとむかし子ともであったおとなたちが、音を切り口にした森と

の交流を、多彩なゲストとプログラムで楽しみます。

・日常のよろいを脱いで、森のいぶきを五感で感じ、ゲストやスタッフのそ

そのかしで表現することをみんなで共有する。

0やりとげたいこと
パラダイムシフト 《問い直す》

ネットワーキング 《つながる》

l)・クリエーション《元気になる》

0大切にしたいこと
多様性 《いろいろな人とのあ

つまり》

体験 《とにかく、いろいろ

ゃってみて・・・》

気づき 《主体的に学びとる》

わかちあい《皆で考え、感じ、語り合う》

(2)内容

◆オープニングコンサート

◆音造形をつかった音遊び

◆5つの選択ワークショップ

土笛で森を吹く （土笛をとおして伝えることの面白さを知る）

手作り炭で森の記憶を描く （出来映えを気にせす、感じたまま描く）

ボイスパフォーマンス （自分の声で自由に表現する）

木•音・木霊とあそぶ (1本の木切れがどんな音をかもしだすのか）

音で伝える （声を使わなくてもこんなに表現できる）

◆ナイトハイク

◆ジョイントコンサート

◆その他

宿泊参加および 1日参加を合わせて約40名の人達が、朝日の森朽木・自然研修所に

集まった。雑木の木立の中に建てられた当施設は、周りの景色に溶け込んだように自然

で、中に入ってビックリ。ゆったりとした室内に、音造形作家滝英夫さんの作品（原木

から造られた人や動物などをイメージした非常にユニークな手造り楽器。持ち運べるも

のから見上げるような大きさのものまで、様閃な大きさ。）がわれわれを迎えてくれた。

滝さんの作品が発する音色には独特のものがあって、参加者が勝手気ままに扱う音を聞

いていると、何か異次元にタイムスリップしだような、日常ではあじわえない不思議な

気分になった。このワークショップの最後に、滝さんの作品などを使ってミニコンサー

トの予定があっだが、時間の都合で聞かれすチョット残念だった。

そのほか、選択ワークショップでは『ボイスパフォーマンス』『木•音・木霊とあそぶ』
に分かれて参加した。全体を通しての参加ができなかったが、感想として誰かに指示や

強要されることもない、個閃の体で感じて体で表現することを大切にされた、スタッフ

の方の想いが伝わるワークショップであった。
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［彦根YMCA（斎藤さん）】 2001.7.10 

YMCAとは、世界最大の国際的組織を持つ青少年団体で、世界123ヶ所、日本

全国に185ヶ所のネットワークを持ち、精神・知性・身体の調和のとれた全人格的
な成長を願い活動している。その中で、滋賀YMCAは1950年創立、国際協カ・
地域奉仕活動を始め、社会教育など幅広い活動を展開し、社会教育法第10条により、

民間社会教育団体として県教育委員会の傘下にある。

活動

・滋賀YMCA教育（共育・響育）プログラム

地域の人閃に必要に応じて指導者を派遣している。

・YYSC「やまぼうし」（青少年支援センター）
学校に行けない・行かない、誰かとお話したい、ちょっと動いてみたい、

勉強したい、仲間がほしいなど、そんな人たちを対象に活動している。

・「フリースペース」（未就園児託児）子育て支援プログラム

幼稚園に入る前の子どもたちの戸惑いやお母さんの不安を少しでも取り去

る為の様閃な遊びを通して、感動行動・創造性を豊かにする。

•野外活動クラブ（ぼくらは自然の仲間）

毎月 1回、自然の中で1呵問と遊び、ふれあう体験で「生きる力」を育てる
例 キャンプハイキング野外料理自然観察ナイトハイク等

その他に、サッカークラブ・音楽倶楽部・気功太極拳•こどもアートスク

ールなどが有る。

・春休みプログラム

春の日帰りデイキャンプ・尾鷲／海の体験キャンプ・色閃なキャンプ

会員・プログラム参加の募集

• YMCAのOB達にダイレクトメールを発送する。

野外活動等のボランティア募集

・ 県内外の大学への呼びかけやちらしの配布。

• YMCAのOB達に呼びかける。
両方共、リーダーとして参加してくる人達は多い。

指導者の想い

NGO・NPOの団体であり、企業では有りません。民間の社会事業団体として、

子どもたちが色々の体験を通して、健全に育っていくサポートをしていく事を

信条としているとの事。現代の子どもは変わったとの意見が多いが、子ども達は

伺も変わっていない。本質的な子どもらしさ・すなおさを伸ばしていき、色勺な

環境に反応出来る様な人づくりをしていきたい。

今回2度指導者の方にお話を伺ったが、残念ながら子ともたちと一緒に野外活動に

参加出来なかった。今後是非一度参加したい。 2年前に山で彦根YMCAの子どもた

ちと出合った時の、子ども達の生き生きとした明るい笑顔を思い出される。

最後に1点、親達にとってはかなりの費用負担にならないかと思うと、 YMCAの

活動を本来、地域とか町の人閃で出来ないかと思った。
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| | 

2フォーラム・アンケート
【屋台村への参加】

子どもたちを地域に

『ようこそとんぽとみぞっこのフォーラムヘ』

◎日時 平成13年9月30日（日）

AM10 : 00~ 
◎場所 ピアザ淡海305会議室

◎フォーラムの趣旨

H14からの週5日制によって、子どもたちの余暇利用についてどう者えていくかが

今後の大きな問題です。この余暇をうまく活用できるよう、地域と共に将来を担う子

どもたちの教育を者えていかなければなりません。

こうしたなかで、現在県内で活躍している市民グループの者え方を聞きながら、私た

ちー人ひとりが何が出来るか考えてみました。

◎パネラー

＊こんぜ桃源郷

栗東市で里山を生かした自然体験学校の創造をめざして発足された。荒れた雑木

林や減反の田んぽを子どもたちの自然体験の場に改良、様閃な自然との付き合いを

楽しみながら里山保全を行っている。

＊蒲生野者現倶楽部

小学生や住民達でみぞやため池を調査・分析する環境学習事業を展開。 H12に

環境省水環境賞を受賞。 H13の8月「たんけん、はつけん、ほっとけん一子ども
と歩いた琵琶湖、水の里のくらしと文化」を出版されている。

女草津市生涯学習課

◎質疑

H14から1」1中学校が週5日制になることから、これからの時代を担う子どもを
育てるため、地域・家庭・学校の連携を図るべく様閃な活動を展開している。

Q ：蒲生野考現倶楽部では地域の人や子ども達がどの程度参加されているのか？

A:全体で43人で、実働部隊は20人程度
・会員募集の際、役場の担当と連携する。

・子どもの参加で親もついてくる。

•まとめる作業や活動発表の練習など身につけられる。

概要 調査研究部環境プロデュース部門。目の前の調査研究をする。

文化交流部 環境文化セミナーは、語り手が地域の人で聞き手が専門家。

あたらしや学問所現在整理中。

マックス探検隊男女40名の子ども達
Q:資金面での運営はどうしているのか？

A:当初はトヨタ財団からの補助金。現在は町の社会教育事業の一環として補助金をいた
だいている。県のNPO育成に関する助成金の申請をしている。
会費、参加費はとっていない。
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Q:学社融合に向けて自治会が柔軟に者えても学校側が保守的で抵抗がある。具体的な対

策は？

A ：教師のなかでも理解のある人はいる。先方の話を聞きながらどんどん対話をし、積極
的に動いていくことが大切。

Q:学校の先生や地域の皆さんに期待することは？

A ：地域の人をゲストティーチャーに来てもらうなど工夫が必要。また学校と地区が合同
で運動会をするなど地域の人たちがもっと積極的に学校に関わってほしい。

週5日制になり塾通いなとがますます増え、地域活動が隅っこに追いやられてしまう
恐れがある。

A：学校の部活なども先生がボランティア感覚のところもあるようにみえる。地域の人に指
導を求められるような感覚が学校にほしい。 ― 
Q:NPOや市民活動など大人や学校から

の働きかけで、子供たちは本当に望んで

いるのか？いっしょにやりたいと思って

いるのか？

A：子供たちに切実感や大変さを実感させ

るおもしろい接点をみつけてあげる。

子供たちとじっくり話し合うと興味を

示してくれる。 Il•巳
A ：子どもの意見を聞ける大人が増えると子供たちも大人と話しやすくなり、自発的な動

きがでてくる。しかし、学校の事務局である教師や行政が仕事としての頭を抜け切れな

いでいる活動は動員をかけても人は集まらない。

A ：子供たちも大人の姿をよく見ているので、日頃から1可気ない会話が必要。
Q:学校と地域を繋ぐ時に、とっかかりでこんな苦労をしたとか、学校が門戸を開放して

くれなくて苦労した等の経験がありましたら聞かせてください

Q:親たちは地縁組織や地域コミュニティは壊れていて何も期待してない一方で、上から

の言葉は素直に聞き入れる。

その子供たちは自主的に地域の活動等に参加して、体験して感動したりしている。

この子供たちの貴重な体験を親たちは関知していない。その姿を見ていると先はなが

いなぁといった感じがする。

このギャップをどのようにして埋めたらいいのか？

A: お上から言われると信頼•安心するといつた国民性があるのかも。地域協働合校も教

育委員会の旗振りのもとに地域、家庭、学校がうまく動き、担任に繋がっている保護者

が動き子どもの参加があった。

民閻の活動をうまくやっていこうとすると周りの信頼を受けるよう努力する必要があ

る。ネットワークやノウハウを活かしていけばどうか。

A:上から下ヘトンと降ろすのは楽でもある。 NPOもその辺をうまく使っていく必要が

ある。

まとめ：個閃一人一人が意識を持って、周りの人間関係を築き、さらに団体においてもネ

ットワークを広げていく努力が必要であり、行政はちゃんとバックアップしてあ

げる関係が必要である。
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【市民グループアンケート）

子どもを取り巻く環境には、地域・家庭・学校の3つの分野からの関わり方があり、子ども時

代に体験や経験を通じて受けた様皮な出来事が非常に大切である。そして、子ども達がそれぞれ

の関わりの中から受けた刺激は、どの関係1つとってみてもその後の成長過程を経て成人して後
すっと、何らかの形で考え方や行動に影響を与えるであろう、と私たちは考えた。

その中で、私たちは今後ますます必要とされるであろう地域の中でのつながりに善目し、今現

在県内各地で活動中の団体から、実清・問題点やアドバイスをいただく事で、今後のグループ活

動を身のある物にしたいと思った。そこで、 8月中旬に県内で子どもとの関わりから活動してい

るグループにアンケートの回答を依頼し、その結果を下記の様に整理した。

協力依頼した団体 (42団体）

じゃりんこ文庫・滋賀唄子とも文庫連絡会•おもちゃライブラリーびょんびょん

滋賀子育てネットワーク•おもちゃライブラリー「ばれっと」•石部みとりの少年団

栗東町l」9中学生を持つ親のためのネットワーク会議・石部おもちゃライブラリー赤とんぼ
おもちゃ病院・日本ボーイスカウト滋賀連盟・かぶらの会・人形劇サークルコロボックル

草津おはなし研究会•おもちゃ図書館ミッキィー・活動グループクレア・自然と遊びの会

長浜子どもの本研究会・長浜市水生生物少年少女調査隊みすすまし・志賀町文庫連絡会

人形劇グループ“ともだち”・甲西おもちゃ図書館とまと・人形劇サークルおにぎり村

おはなしサークルトトロ・サンデー林業クラプ愛林会・マキノ地区BBS会・遊林会

びわこバレイ自然塾・びわこネイチャーゲームの会・大津おやこ劇場・長浜おやこ劇場

草津栗束おやこ劇場・ NPO子ともネットワークセンター天気村・ CASN・大津里親会

びわこシェル探検隊（おおつ21世紀塾）・大津フリースクール（関西冒険倶楽部）

BI WAKO ANGEL（ボテジャコクラプ）・マキノ自然観察倶楽部・カワセミ自然の会

こんぜ桃源郷・蒲生野考現倶楽部・滋賀県おやこ劇場協議会

以上順不同

回答のあった団体数

そのうち21団体から回答をいただきましだ。
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子ともに関する活動をしている市民グループヘのアンケート

参加対象年齢

無制限

一般

高校生

中学生

小学生

幼児

. -

゜
2 4 6 8 10 

グループ数

年数 活動を始めた時期

31年以上

26~30年

21~25年

16~20年

11~15年

6~10年

1~5年

゜
2 3 4 5 6 7 8 

グループ数

スタッフの人数

不明

36以上

31~35人

26~30人

21~25人

16~20人

11~15人

6~10人

0~5人.. 

゜

- ^--、I

2
 
3
 

4 5 

グループ数
6
 
7
 
8
 

活動間隔

未定
9 9 

不定

年に3~4回

2ヶ月に1回

月に1回

月に2回

月に4回

゜
2 3 4 5 6 7 

グループ数
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アンケート結果
Q:今後の活動でのネットワークづくりの必要性について

20件中16件が必要、と回答

主な回答：市民活動をする上で、ネットワークづくりは欠かせない

情報の共有化 ネットワークづくりの必要性

情報交換のため必要 など

Q ：現在の活動を通じて他の団体と連携されていますか？

21件中11件がしている、と回答

主な回答：他団体から協力依頼がある

情報交換 など

Q:地域に望むこと、行政に望むこと

回必要
霞不要

口その他

主な回答：地域で問題意識を持つ人に参加してほしい

広報、金銭面での支援を望む

他団体との連携について

自由に使える場所がほしい など

Q ：活動の問題点

主な回答：財政基盤がなく不安定

資金不足

広報が行き届かない

スタッフが仕事を持っているので、時間調整が難しい など

Q:活動を始めたきっかけ

主な回答：野外活動を通じて、いろいろな方と知り合い、交流の場を広げたい

残り少なくなった河辺林を保全するため

□している

日したいが現在は
まだ
□していない

「どの子にもよい本を、よい読書環境を」を目的とし、文庫相互の協力と経験の

交流を深める など

Q:活動の趣旨・めざすこと

主な回答：緑に親しみ、緑を愛し、これを育て、健全な精神を養い、互いに力を合わせて

社会に役立つ自主的な活動をすること

川の中のいきものを調べることによって川の実態を知り、環境を見る目を養い、

環境保全への関心を高める

子どもたちが生き生きとしかものびのびと子ども時代を過ごすことを願う

子どもたちの好奇心や探求心に廊え、様閃な活動のもと、各年代にあった育成を

行い、心と身体のバランスのとれた人格形成をめざす
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3行政の取り組み

(1)文部省（文部科学省）の方針

近年、子ともの生活体験・自然体験の不足が懸念されており、平成 11年6月に生涯学

習審議会答申「生活体験・自然体験が日本の子どもの心をはぐくむ」が取りまとめらた。

その中で、‘‘長期の自然体験活動など子ども達に豊かで多彩な体験活動の機会を与えるこ

どの重要性が指摘されている。文部省では、同方針も踏まえつつ、平成 14年度からの完

全週 5日制の実施に向けて、地域で子どもを育てる環境を整備し、親と子どもたちの活動
を振興する体制を整備するため「全国子どもプラン（緊急3ヶ年戦略）」を策定し、関係省庁
とも連携した子どもの多彩な体験活動機会と場の充実などを始めとする施策を、緊急かつ

計画的に推進することになった。

「全国子どもプラン」では、地域における子ともの体験活動の情報提供などの体制整備

として、①親や子どもたちの様勾な活動やボランティアに関する情報提供を地域ことに行

なう「子どもセンター」の全国展開、②通信衛星を利用して、子どもたちの夢と希望をは

ぐくむ番組を全国に放送する「子ども放送局」の運営等を、また、家庭教育への支援とし

ても種閃の取り組みなと、各般にわたる施策を進めています。

(2)滋賀県及び草津市では

滋賀県でも、「教育行政の重点施策」に中で、「社会全体で子どもを育てる環境づくり」

のために、「全国子どもプラン」とも連動しながら、地域社会や家庭の教育機能の充実を支

援するとともに、家族や地域の絆の大切さについて啓発すること、としています。具体的

には、「地域子ども体験キャンパス推進事業」の拡大、「子ともセンター」「子ども放送局」

等の設置推進を進め、地域で子どもを育てる体制の充実を図っています。

草津市では、「青少年の健全育成」「地域の『こころ』を育む地域学習社会」を目指して、

「地域協働合校推進事業」を展開しています。近年の青少年の問題行動多発等からその対

策として、学校任せにしていた教育観を見直し、①開かれた学校を目指す、②地域の教育

力をつける、③家庭の教育力を復活させることを重視以たものです。家庭・学校・地域そ

れぞれがもつ教育機能を生かすシステムづくりのために次のことを基本理念・基本方針と

し百当事業を推進している。

基本理念：・子どもと大人が協慟する

・人や社会のために「自分は何ができるか」を強く意識する。

基本方針：①子どもと大人のかかわりあい ②共に学び合うよろこび

Rボランティアのネットワーク化 ④生きがいのあるまちづくり

(3)学社連携・学社融合とは

平成8年度の「地域における生涯学習機会の充実方策について」の中で述べられている。

学社連携とは、「学校教育と社会教育がそれぞれ独自の機能を発揮し、相互に足りない部分

を補完しながら連携・協力し、教育効果を相乗的に高めようという理念、方策や事業」。

学社融合とは、「学校教育と社会教育がそれぞれの役割分担を前提としながら、そこから＝

歩進んで学習の場や活動なとの両者の要素を部分的に重ねあわせながら、一体となって子

どもたちの教育に取り組んでいこうとする者え方」であり、学社連携の最も進んだ携帯と

見ることもできる。

学社融合が進むことによって、「学校教育の充実・活性化」「学校のスリム化（コンパクト

で中身の濃い学校へ）」、また「社会教育施設・社会教育事業・生涯学習の充実・活性化」を

目指しています。
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【学社連携・融合を考えるつとい】 2001.11.28 

“学社連携・融合を考えるつどい’'が『学校が変わる！地域が生きる！一学びの創造一、

「地域と学校」から「地域の学校」へ』をテーマに、ハーティーセンター秦荘において開かれ

ました。
一部は、「地域の学校へ、その一歩をふみ出すには」というテーマで、 PTA・小学校・

青年団の各内の立場からの報告が行なわれました。

二部は、「地域で子ともを育てる新たな動き」として、「通学合宿」等の実践事例が報告

されました。

三部は、「学校再生！こうすれば学校が変わる 子どもが輝く一学校と家庭と地域の関係

ー」と題して、寺脇研氏（文部科学省大臣官房審議官）の講演がありましだ。

休憩時間は、情報屋台村として、学校の教育活動と協カ・連携している施設や団体など

の紹介のコーナーを設けてあり、情報提供されていました。

〈感想〉

栗東市立葉山東l」I学校では、「eタイム（総合的な学習）」の中で、公民館で活動されてい
るサークル活動を一緒に体験したことから発展して、「他にも公民館活動と学校教育活動

で同じようなねらいのものを一緒に取り組むことで、お互いに利点があるのではないか」

という者えのもとに「公民館との融合した活動」を進めておられた。公民館長の同意を得

て、地域の人勾が授業やクラブ活動・委員会活動の講師として参加されている。子どもた

ちにとっては「行動や心が落ちついている」「地域の人とのコミュニケーションが増えた」

「正しい規範意識が高まる」等の影響があり、また地域に人勾にとっても「人のため、地

域のために活動する楽しさ、喜びを味わう」「得意なことを伸ばす」「自分の良さを再発見」

という体験ができだという。また、子どもたちと地域の人勾が交流することで、お互いに

顔を覚えて、登下校時や休日に子どもたちを見守ってもらえる、長い目で成長を見守って

もらえるというメリットが出てきたそうです。
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4 NPO法人の取り組み
既存の団体の話を聞いたりアンケートを取っていく中で、今こうした子ともに関わる活動

をしている団体に必要なことは幅広いネットワークを創っていくことであるという考えに

思い至った。そこで私たちがこれから地域の子どもに関わっていく一つの手段として、今

ある団体問の橋渡しが出来るようなネットワークを創っていくという一つの目標が生まれ

た。しかし、どのようなネットワークをどのように創っていくかという方向性が定まらな

かったため、現在ネットワークを広げつつあるNPO法人を訪ねることにした。

【NPO子どもネットワークセンター天気村】 2001.12.24 

子どもセンターの活動

・99年4月「全国子どもプラン（文部省における全国 1000ヶ所の「子どもセンター」
の開設の方針）に呼応

•ほとんどの所は生涯学習課に1井設、 NPO がしているのは天気村のみ？

・公的事業を受けることで、行政の後押しがある（チラシを幼・ l」¥•中へ配布してもらえ
る、他）

・情報誌を出すことが委託事業の主

現在職員2人…山田貴子（代表）辻充子（事務
局）

事務（パート） 1人

保育（パート） 4人

ボランティア 30人（登録）
活動内容

保育園…月～金、 A~9:30~PM3:oo

定員25名 (90年頃から始める）

経緯

子どもサポートシステム「あそび隊エココインプロジェクト」「こんぺいとうクラブ」

ファミリーサポートシステム「ベビープレイグループ」「こんぺいとうハウス」

ボランティア育成

障害児サマー事業

「子育てネットワーク」「保育ルーム」「マーブルチョコ

の会」「保育サポーターネットワーク」

1987年設立（山田さんが中学教師を退職後、 1人で始める）

父親から譲り受けた土地に2000万余の｛昔金をして、教養棟、ギャラリーレ

ツスン室、喫茶店、 etcを備えた施設として始まる
90年頃保育園活動を始める

99年4月 NPO法人格取得
内容

・屋外保育（営業活動）をしていた“有i賞”ボランティアの活動をしていたため、外

からの理解を得にくかった。

→NPOを取ることで・活動が見えやすくなる、活動しやすい
・継続していく→後継者をつくる

・対外的に認められる（行政の委託も得やすくなる）

.“ネットワークセンター”の名前は、法人化の時につけた

．既存の団体は入って来た子を囲んでしまう所が多い（行事への参加は拒まないが、

-53 -



.~ 

自らは他団体への参加は嫌がる）
天気村だけの活動に囲い込むのではなく、色勺な団体の活動に関わって欲しい

“子ども”を中心に考えると、色皮な体験をさせてやりたい（＝ネットワーク）

→子ども自身を取り巻く環境のネットワークを組む

31 の団体 •NPO· 企業が黄助団体として登録
・活動当初、‘‘ネットワーク”づくりのために、あちこちの団体に出かけていったが

疲れる（会議の出席etc)その後は“融和”をめざす

【感想】

ネットワーク

エネルギーが要る

知り合うのみ

会議（例会・運営委員会）への参加が大変

璧
自分達の活動の中で

一緒に動いて行く

代表の山田さんの決意ひとつからすべてが始まった、ということになる。譲り受けた土

地と1昔金という個人的な負担でスタートしだというのは大変な事だったと思う。現在は、
施設も活動も充実し、事業としても成り立っているようだ。

教師時代の1本験から、子どもを中心に者えた環境づくりを実現されている事がすばらし
いと思っだ。

【CASN（谷口さん）】 2001.1.21 

昨年2月に設立し、 5月末にNPO法人としての認証を受けられた、 CASN代表
の谷口久美子さんにお話を同った。キッズフェスティバルや子育てサポート育成講座、

そして今注目を浴びて全国的な拡がりをみせているチャイルドラインの開設を5月に
控えてと、谷□さんや他のメンバーの方閃が慌ただしい日閃を送っておられる中での
お願いとなった。

(1) 活動の経緯

・代表の谷□さんが、 25年閻おやこ劇場（専従職員としても1動く）で活動して
いた。しかし会員制での運営であったが徐閃に会員が減少、それと対外的に認

知されるように法人格の取得を目指したが、そのような状況ではなかった。

•これからは子どもの時代で、活動の持っていき方次第でうまく展開するだろう。

・25年間で培ったネットワークを使って、事前の準備活動としての学習会をサ
ロン的に続けてきた。

• 2001年の2月に、「子どもをトータルでとらえられる場」づくりを目指して、
NPO法人 CASNを設立する。

(2) 活動内容

・理事は各自が所属団体を持ち、そちらの活動も同時に行っている。

・情報交換の場、情報提供としての広報誌（季刊誌）の発行。

・催しの企画や運営

・チャイルドラインの開設（現在準備中）

(3) 運営形態

・会員からの会費 (30~40名）

・委託事業（例 21世紀記念事業）
・補助金 （行政・企業）
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・企画の提供 （人形劇•音楽・コミニュケーションプログラム等）
《活動自体はボランティア》

(3) 問題点

・経済的に自立できない 専従の事務局を確保したい。

・活動の拠点を設けたい。

(4) 今後について

・場づくり

子どもをトータルで捉えられる場

地域や学校で無くなった感動を共有できる場

地域の人の生き方を長い目で見続けられる場

・チャイルドラインの開設

〇 「子どもの様閃な問題は、大人社会を写し出す鏡である。」とよく言われますが、谷口

さんの口をついて出てくるのは、子どもに対する想いと一方では、大人たちに対する多

くの注文でありましだ。その事は当法人の目標でもある、 ＂「指導者」から「援助者」

へ 「先導者」から「伴走者」へ子どもに向き合う大人たちによる組織＂を、地域社会

で実現していきたい気持ちの現れと感じましだ。
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●これから

(1)グループとしての今後の者え方

●定期的に集まり、情報交換・スキルアップを諮るとともに、県内の活動しているグル

ープに対してコミュニティ情報誌を発行する。

＊コミュニティ情報誌の発行

・年二回程度、定期的にコミュニティ情報誌を発行する。

・県内団体の情報を収集し、コミュニティ情報誌をだす。

・淡海ネットワークセンターに情報箱を設置し、情報を得る。

・流れ

情報収集 ⇒ 編集会議 ⇒ 発行 ⇒ 情報収集 ⇒ 編集会議 ⇒ 発行
4~8 9 10 11~2 3 4 

・淡海ネットワークセンターの情報誌『おうみネット』と同時に配布させてもらう。

＊定例会

・コミュニティ情報誌を年二回発行するため、編集会議として年二回、発行作業のため年

二回の合計で年四回の定例会を開催する。

(2)個人としての今後の者え方

＊各人が各閃の地域で活動を展開する。

•宮本： CASNのチャイルドライン

今の子どもたちには、地域・学校・家庭で自分の話をうんうんと同も言わすに聞いても

らえる機会があるだろうか？同事についても否定される子どもにとって、他人を傷つけた

V)・自分を｛纂つけたりする事でしか自分の存在を確認できない、あるいは引きこもる事で

自分の存在を守ろうとする、そのような状況にまで追い詰められている現実があるように

思う。その意味で、子どもの存在をそのまま受け入れてあげる事が、子どもたちにとって

最も必要な気がする。チャイルドラインは、子どもの声に耳を傾け、大人の価値観を押し

つけないし、子どもの意志を展も尊重する電話だからこそ意味があると思う。

そしてもう1つチャイルドラインは、身近な事として考える機会の少ない大人達に対し
て、多くの子ども達が抱えている貴重な生の声として、プライバジーに配慮しつつ発信し

ていく事が出来る手段であると思う。

•高野：「きらりびわ」活動

3年目の今年は、 ．びわ町の宝島の竹生島を町づくりのキーワードとして、近くて遠い竹

生島に町民がもっと気軽に行ける様にして、鳥（カワウ）によって緑が失われていく事を

啓発しつつ、「竹生島学」のフォーラム・サミットを開催する。 3回目となる竹生島クルー

ズを来年の正月に行う。

？ （｛反）姉川ホットライングループの立ち上げ
子ども達と一緒に姉川で、遊びやキャンプをし、歴史や自然を学び、環境や水を考

える。

町村合併をも考え、湖北地方の一帯感を川を通じて考えたい。

びわ町湖北町虎姫町長浜市伊吹町高月町木之本町余呉町山東町

？ 茶房「鬼｛弗庵」応援団
ハンディキャップがある人もない人も、ともに働ける喫茶に参加する。 伊吹町
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•松田：カワセミ自然の会

県下で活動されているグループの“ネットワークづくり”ができればいいな、という思

いで進んできたが、現時点では力不足ということになった。これからも試行錯誤を続けな

がら、 1可らかの形に出来ればと考えている。
この一年をかけて、地域で活動されているグループを本当にたくさん見る事ができた。

心引かれる活動をされている所が多数あり、共に活動できればという思いになったが、や

はり‘‘地元”にそんな活動が広がっていったらいいなと考えるようになった。幸い地元で

活動されている‘‘カワセミ自然の会”の観察会に毎回参加させてもらい、子ども達と楽し

い一日を過ごす機会をもつことができるようになった。

また、カワセミ自然の会がフィールドワークにされている真野川が河川改修されること

になり、工事にむけて「真野川川づくり会議」が開かれている。洪水を防ぐためとはいえ、

“カワセミ”のいる真野川（観察会で見る事ができたのはラッキーだった）の自然がむやみに

破壊される事のないように、子ども達にとって魅力ある川であるように、より良い知恵が

出し合えたらと思い、参加することにした。

未来塾で学んだ事をきっかけに、今後も地元で、少しづつでも活動を広げていきたいと

思っている。

•山元： PTA、青少年など地縁団体での活動

最近のコミュニティには地域コミュニティ（地縁を主にしだ団体で町内会、社会福祉協議

会などをいう）とテーマコミュニティ (NPO、市民活動団体をいう）のふたつに分類さ

れるが、これからのまちづくりはこのふたつがうまくリンクして動きをだしていくことが

重要視される。

こうしたなかで、わたしは私の住む地域の活動を思い切り力強く進めていきたいと者えて

いる。

◎青少年活動

H13はPTAの活動を展開できたが、この活動のおかげで青少年学区民会議や社会福祉
協議会の当て職をいただいたことから、 H14は何らかの活動に入っていきたい。
◎わくわくプラザ

すでに地元公民館で実施されており、夏にはキャンプファイヤーをしたり、秋には自然の

中での散策を行い、自立できる青少年の活動である「わくわくプラザ」に子供たちととも

に行動できる人として参加要請をいただいている。
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夢番地活動の足跡
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k町にみる公共によせるこころ（報告書版）

おうみ未来塾敬天愛人班

はじめに

地域にお伺いした際の「名刺代わり」の一部(~2まで）をもって「はじめに」のはじめとします。

k町のみなさん こんにちは！おじゃまします！
私たちは、滋賀県が設立、知事が理事長の淡海ネットワークセンター（財団法人淡海文

化振興財団）が行っている人材育成事業「おうみ未来塾」の第2期塾生（平成 12年度から

平成 13年度までの 2ヵ年）です。

今年、私たちのグループ研究として、みなさんの暮らし（地域社会）に焦点を当て、学ば

せて欲しいと思い、やって参りました。これから度々お邪魔しますので、受け入れて下さ

る様どうかよろしくお願い申し上げます。

1. 敬天愛人とは（宗教や宗教団体とは関係ありません。）

西郷隆盛公がよくお使いになられた言葉らしいです。

「天」とはおてんとさま（自然、神さん、人知を越えたもの）

のこと。「敬天」とはおてんとさまに謙虚になり、敬う。

「愛人」とは家族や地域の人々を大切にして、楽しく暮らす

というように解釈しました。 日本人の伝統的な心の持ち様

に立ち戻って、人々の日常の暮らしにおける家族や地域

との関わり方を見直すことから今の時代を考えていきたい

との思いでグループ名としたものです。

2. メンバーの紹介

名 別‘’ 住所、

稲田秀明 近江八幡市 草津市職員

伊藤正則 大津市 大津市職員

松井義光 坂田郡伊吹町 薬草加工販売

青木伸子 草津市 琵琶湖博物館勤務

所属等

西田幸次 甲賀郡土山町 途中から青年海外協力隊員従事 在ドミニカ共和国

上坂紗絵子 滋賀郡志賀町 同志社大学院生、福祉施設勤務

＊ 淡海ネットワークセンター敬天愛人班担当川勝六四

3. 研究動機： このテーマに取組んだ理由

前列左

後列左

後列右

前列中

前列右

私たちはこれまでの経験から、「市民活動をする人々が地域での活動への意識が薄いのではないか」

「市民活動が地元、地域に根付いていないのではないか」という問題意識を持っていました。

テーマを持つ「市民活動」と、地域に根ざした、身近な生活そのものである自治会や婦人、老人、

子供会などの「地域活動」が両輪（協働）で機能することがめざす地域社会に必要なことではないか

と思われます。

そこで、私たちは居住地域の自治的組織諸活動など地域の人々の日常的なつながりの様子をみつめ、

それを素材に市民活動と結ぶ回路を探り、「地域の問題発見力、政策形成力と実践力を兼ね備えた人」
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に迫ってみたいのです。

4. 研究課題： この研究によってなにを明らかにしようとするのか

一人の人間にとって社会はまず家族、次に地域社会。自分の利己心 (7°うイヘ‘‘ート）を抑えて家族

や社会を考慮し、行動したとき公共性（］＼ 7゚‘‘りク）が生まれる。今回のこの研究では「公共」とい

う言葉をこのように幅広くとらえます。

昔ながらの「地元」「地域」「在所」「村」であるK町という地域は「昔ながら」が残っているよ

うです。「昔ながら」は閉鎖的なイメージですが、そういう面だけではないようです。また、自営

者等が多いためなのか、あるいは職住が近いためか、「助け合い精神」「顔の見える町」「日頃の交

流でコミュニケーションのとれている町」など私たちの日常生活で消えつつある大切なものが見

えるように思います。

これらを幅広く 「公共によせるこころ」ととらえて、 K町において人々の公共によせるこ

ころの在り様はどうなのか？いままではどうであったのか？何に苦労されているのか？これ

からはどのようにされようとしているのか？探ります。

• そして、テーマをもつ市民活動と地域自治活動をつな ぐ 「ことば」を見出すよう努力しま
す。また、自分は、市民活動で、あるいは我が居住地域でこれからどう振舞いたいのか？実

践につなげる道筋を模索します。

5. 研究方法とまとめかた：

K への 鯰コ ー一 ‘ ‘ lのブ―ーマ マ―ーマ 合Ju

っ‘こここ‘‘‘っ in t ゞ K の々の 吋せ い

の 牛奪—に ー｝のこ，や人 き、に‘白 翠＾

二 ／―いtゞ 云 か に‘白 ＝ 戸パiこ ‘の ノ^ の甲い‘ハベ

す（終わりにあたって）n

（目次）

第 1章 k町に見る公共によせるこころ・・•それぞれのマイテーマから
I.地域の自治力 —---------------- -----------------------------------60 
II.後継者 —------------- ---------------------------------- - - - ----- 64 
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V.町内会長さん —---------------------—-----------------------------68 
第2章 自治会にみる公共によせるこころ·・・・座談会記録—------------------------------71

第3章 これからの地域社会は自治会と NPO の協働から—----------------------- --------77

終わりにあたって—------------------------------------------------------------------80

第1章 k町にみる公共によせるこころ・・・それぞれのマイテーマから

I.マイテーマ 地域の自治力 青木 伸子

1 -1.調査の対象と方法

自治会総務担当のTさん (K町出身、在住に話を聞きました。あらかじめ、以下のような質問をお渡し

ておきました。

①住民総会について・出席率・話し合われる内容・意見が分かれたときの折り合いのつけ方②町の管
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理している場所について・公的機関が所有で町が管理の管理方法と管理者・土地所有者（公的機関）へ

の提案の有無 例：多目的広場，駐車場③自治会費について・「高い」という意見はあるか④漁業と農業

について• K町では、漁業と農業の両方の職業の方がおられる。両者のコミュニケーションの有無 例

「農薬」が湖に流れることについて、両者の話し合い、協力の有無など⑤福祉協力委員の活動について・

活動内容⑥住民の要望について・要望の内容・要望の取り上げ方・自治会で実現困難か実現可能かの判

断は誰が、どんな碁準で行うか

1 -2.聞き取り調査と考察

①住民総会について

まず、「住民総会」とは、 K町地区全戸集ま って行なう「住民総会J=「総会」と呼んでいます。 1

月3日午前中に、年一回行なわれています。参加率は 37 0軒中 70軒程で、 20％位です。「住民総会J

を運営する「役員」は、 7名の頭役と各町 2名づつ選ばれる 16名の町役、合計 23名で構成されてい

ます。役員は選挙制ですが、町の役員選出はその町によ って違い、町に任されています。

次に、「住民総会」後、年一回行われるものに「各町総会」があります。K町は 8つの町に分かれ、

それを町（ちょう）と呼んでいます。町ごとに 100％参加で行われるのが「各町総会」で、各町は最少

16軒から 80軒の家で構成されています。そこでは、町内の人が町への要望を上げていきます。

※キーワード 町役会 100％参加

②町管理の場所について

k町内に県の所有地や公有地があります。どのような管理をしていますか、という問いに、「特に管理

ゆうても ・・ 」という返事でした。例えば、 K町漁港前に多目的広場があります。ここは、県の所有地

ですが、管理者は町、管理作業者は県と自治会、管理にかかる費用負担は県となっています。その広場

の草刈などは町が行なっていますが、県からの補助等は受け取っていないそうです。その代わり、町民

が優先的に使えるようにしています。また、河川堤防左岸に桜並木があります。そこは公有地で、町で

管理しています。 Hl3年度は、 7月1日に下草刈を町会、老人会、子供会、婦人会、エルダー、ボランティ

アで行ないました。K町「平成 13年度事業報告書並びに収支決算報告所」（中間報告）によると、同

じ桜並木の枝が道路にはみ出ていた為、枝打ちを市へ要望しています。幹線道路にはみだした枝を切る

のは危険と判断された結果だと思いますが、自分たちでできることは自分たちで、できないことは市へ

相談、要望をするという 一つの色分けの方法ではないでしょうか。

※キーワード 行政と自治会の協働

③町内会費

16000円（年会費）は妥当か、という質問に、「高いとおっしゃる家がないようにしています」とのこ

とでした。減免措置を設けていて、 一人暮らしの家は 8000円になります。 K町では当たり前のことか

もしれませんが、「一人暮らし世帯」を把握しています。Tさんが、「減免措置を受けている家は 20軒＜

らい」と説明された時、「00さんちはおじいさん、なくなら って（亡くなり）今、おばあさんが一人」
という風に一人暮らしの背景も言われました。

S40年代初めは固定資産的な集め方だったそうですが、基準が明確でないために 10数年前から一律

16000円据え置きだそうです。減免措置を設け、 I負担が大きいと思われる家にはできるだけ無理がない
ように、自治会の方から配慮している」そうです。

※キーワード 配慮

④漁業と農業について

例えば、農薬についてなど、 2者の連携、協力などがあれば聞きたかったのですが、特にないようでし

た。現状として、農業はビニールハウスでの野菜つくりが全国でも有名ですが、漁業は Y漁港において、

漁獲量、漁獲高共に減少傾向です。（水産まつり 20 0 1実施要綱資料参考）

k町の職業的な面から、町民の傾向として、 Tさんは「農業では「専業農家」が多いので、落ち着い

てる者が多いし、住む、働くが同じということで地元に関心が高くなる」ことを指摘されました。また、

地理的なことから「よそから人が入って来なかったので、信頼関係もあり、都会に近くて田舎が残って
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いるので人々はおおらかな性格だと思うJとも。この「よそ者Jという 言葉、 しばしば、地縁団体批判に

使われています。しかし、 Tさんは、「K町では養子さんでも自治会長になれます」と言われていまし

た。つまり、「よそ者」でも気持ちと信頼があれば、町の重要な役職につけるのです。

※キーワード よそ者信頼関係

⑤福祉協力委員の活動について 話を聞けませんでした。

⑥町民の要望について

⑥-l．要望の内容

Tさんは、「要望の量はほかと比べてないが、年間、結構あり、 K町は「自治レベル」がしっかりしてい

ると感じる」と言われました。その理由として、「（生活上、困ったことが起こると）直接、市役所へ電

話する人もいると思うが、ほとんどは、自治会で住民の総意をまとめて、行政へ言っているから」と。

H 1 3年度の事業報告書によると、町民の要望として上がっている事業は 33件でした。内容は、道路、

排水路、街灯、消火栓の設置など「生活に密着」したものがはとんどでした。その中で「今年度に要望

又ぱ必要が生じ実施した事業」が一番多く、13件です。その内訳をみると、自治会で実施した事業 8件、

町と市で実施 2件、市が実施 2件、国土交通省実施 1件となっています。自治会で実施した事業が大半

でした。その中に、 8/16~22に実施された自警団による「Y小学校夜警」があります。これは、以前に

何者かによって学校の窓ガラスが割られる、という事件が起こったため、町民が安心、安全に住むため、

再犯を起こさせないため、事件後、速やかに要望、実施されました。身近な生活の中に自警団があること

は大変心強いことです。詳しくは、伊藤さんの「自警団」で言及しています。

⑥-2.要望の実例

以前、聞き取りをしたK町に生まれ、育ち、嫁いだYさんが、「助け合いバス案」について教えてくれ

ました。 K町では、メイ ン道路を走る路線バスの本数が減少したそうです。早速、協議の結果、バス会

社に本数を増やしてもらうため、市へ補助金の要望を出されたそうです。高齢社会を迎え、若い者は外

へ働きに出る時代に「引きこもり老人」をできるだけ生まないためにも何とか、市の協力が欲しかった

そうです。しかし、この要望は市で取り上げられませんでした。そこで、 Yさんは、「手の空いてるも

んが病院や買い物など希望の所まで、車を出せないか考えています」とおっしゃっていました。実際に

隣の町に「車の送り迎えサークル」があることを知っておられ、「うちの町でもできたら」と考えてお

られます。自分たちが自分たちの町で「蓉らしやすくする工夫と努力」をされている気がします。

施設の改善、整備とともに、町民みんなが安全、安心、快適、便利に生活ができる ように「生活空間

の改善、整備」も含んでいるといえます。このような生活空間の改善、整備は物やお金だけでは解決

せず、地域の人々の間に「近所づきあいがうまくいってる関係Jで成り立つものと考えます。

※キーワード 生活空間の改善・整備

2.地域の自治力について

地域というエリアの自治力について考えようとしてきましたが、地域の自治力とは、その地域を構成

する、そこに住む「住民の自治力」であることに気がつきました。なぜなら、地域の自治は自然発生的

に生まれるものではなく、これまで見てきたように、住民が個々の発見、気づきを出し合って、総意に

まとめ上げていく過程と長年に渡ってその過程が培われた土壌の存在が必要だからです。

「住民の自治」については言葉の定義をした多くの研究書があります。そのうちの一冊に『「住民自

治」とは、文字どおり「住民が自ら治めること」「住民が地域社会を自主的に運営することJである。

住民や自然から遊離した行政にかわって、住民自らが自然共生社会を作り上げることである』 (*l)続い

て、「理想としては、住民自治組織が、大きくなり、力を持つこと、行政は機能を縮小することである」

とあります。住民自治組織にも行政にも各々最大限に力を発揮できる得手があり、また不得手もあるは

ずです。単なる組織や力の拡大、縮小ではなく、得手不得手を明確にして、得意とする分野で地域を治

めていけるシステムを作っていけばいいのではないでしょうか。それには、住民自治組織は自治のプロ

集団である行政と有志参加塑(*2)の市民活動との 3者の協働が「住民自治」の鍵になると考えます。こ

のような考えを持つき っかけとなった「まちづくり懇話会推進委員会」と「CS神戸J(*3)の「くる＜
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るコミュニティ」 (*4)ついて紹介します。

まず「推進委員会」は、事務局の0さん（行政マン）によると、小学校区 (Y学区 2500戸、 7~8

千人）の 15の自治会の自治会長、会長指名の住民 1~2名、市会議員、事務局で構成されています。も

ともと、この学区にはY自治連合会がありますが、自治会長も連合会長も任期は基本的には 1年。推進

委員は継続性が必要ということで任期は 3年になっています。 Y地区の圃場整備というハードだけでは

なくまちづくりというソフトを考えたい、いうのがはじまりです。学区民に情報の発信を心がけ、ホー

ムページで活動を公開中。甲良町へ「グランドワーク」 (*5)の視察、現場を歩こう会（町内を実際歩く）

などを行っています。「理想としては、これらの活動を各自治会で行えたらと考えています。」とのこと。

次に、「CS神戸」では、循環型の地域づくり「くるくるプロジェクト」に取り組んでいます。理事

長の中村さんは「高齢杜会の特徴は、それまで職住が離れていたが、 60歳からあと 20年近く、地域に

住まうことになる。人それぞれ、興味、関心が違うが安心、安全に住める町づくりをしたい、 2 万人位で一•

つのコミュニティをつくりたい、そのうち 1％の200人が真剣に取り組む必要がある」と。「大切なのは、

NPO、ボランタリー団体と地縁団体（自治会、老人会など）とのネットワークで、行政（役所）がフナー

ラムの開催などコーデイネートをしてくれたら理想形。行政が主体となって NPO、地縁団体のネットワー

キングを進めていく必要がある」と言われました。

また、 K町の自治会の方と対話する中で、長年にわたる自治の経験に感心せずにいられませんでした。

きっと、他の自治会も経験に基づく自治のノウハウやまた、悩みなどもあるはずです。それらを自由に

出し合える交流の場として、「自治会ネットワーク」のようなものを作れないかと考えています。

(*l)住民自治シンボジウム実行委員会「住民自治の拡大をめざして」『住民自治で未来をひらく』緑

風出版、 1995、Pl6

(*2)山崎丈夫「地縁組織論J自治体研究会、 1999、Pl46

(*3) NPO法人。阪神大震災をきっかけに生まれ、自立と共生にもとづく新しいコミュニティづくりを

支援する中間支援団体。

(*4)地域にある多くの財産（人、建物、芸術、自然、アイデアなど）を利用し、安心で安全で楽しい町づ

くりを目指している。その一つ「くるくるエネルギー」は神戸製鋼の太陽電池パネルでコンポス

トを稼動させ、地域の生ごみを堆肥化し、土に返そうとするもの。

(*5)住民、行政、企業が連携して身近な地域の改善・整備を行う英国生まれの町づくりの手法。滋賀県

甲良町では、水に着目して「せせらぎ遊園のまちづくり」をすすめている。

3.研究を終えて

k町というある特定の地域にある自治会を題材に「公共心」という普遍的なものを探そうと試みまし

た。まず、「公共心Jという言葉の定義を試みたのですが、文化人類学辞典にもなく、ある杜会学者に

よると「社会学的には「公共心」という概念は改めて規定されていない、まして、自治会と「公共心」を

直接結びつけるのは苦しい」とのことでした。しかし、実際、 K町の方に出会って自治会の話を聞くと

驚きの連続で、新鮮でした。噂で聞いていた自治会への負のイメージだけでは、決してないことを知り

ました。ここで知ったことを残し、これからのまちづくりに生かすため、一石を投じたかったのです。

この研究は敬天班という「未来塾Jで結成された市民活動グループとしてのものであったと位置付けて

います。市民活動は風の人、自治会活動は土の人とすると、風の人は土の人と対話を持って、相手を知

ることができました。風の人と土の人が何かできるとするならば、このプロセスなくしてはあり得ない

と思います。 K町のTさんに失礼ながら、「もし、風の人がこんなことやってみたい、と提案があった

ら、自治会はどうしますか」と尋ねると、きっと、 K町にはそんなもの必要ない、という答えを予想し

たのですが、「その時々に必要であれば、話し合って、やっていきますよ」と答えられました。社会変革

の求められるこれからは、ますます、風の人、土の人、「人と人の交流」が必要になってきます。この研

究が風、土の両輪を目指す私にとって貴重な経験になりました。

4. 参考になった本の紹介
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この研究で出会った本のいくつかを紹介します。地域や社会で活動をしようとすれば、必ず、先人の

経験知や専門家の理論に学ぶ必要があると感じました。「わからないという状況を克服するには、関心

をも って学習することが大事。形骸化した参加者をつくるなら、（町づくりは）しない方がまし、学習

しない人が来るくらいなら、しゃべらせないはうがいい」 (*l) と少々辛口ですが、その理由を明確に

しています。

①農文協編「こんなまち、こんなむらなら、行ってみたい」農山漁村文化協会、 2001

②梅沢昌太郎「村組織の事業戦略 新潟県黒川村の戦略マーケティング戦略」白桃書房、 2000

③吉本哲郎「わたしの地元学」 NECクリエイティブ、 1995

④岩崎信彦他著「町内会の研究」御茶ノ水書房、 1989

⑤ノルウエ一環境省編「女性のための草の根まちづくり」かもがわ出版、 1999

(*l)渡邊俊一「中心市街地を活性化するための市民参加のまちづくり」『街をよみがえらせた知恵と手

法』ぎょうせい、 1999、P27

II.マイテーマ後継者 松井義光

1. 「続けること」は古くて新しい課題

「オヤジ苦労し、子楽をし、孫貧する」と古来より伝え聞きます。また「継続は力なり」とも言われ

ています。事業を順調に発展させること、事業継承の難題は、古来より現代に至っても、なお模索に価

する課題だと思います。

多様な個性を尊重しあう現代（なぜか自由と平等が大手を振って、義務と責任が弱々しくあとからつ

いていっている場面によくであうように感じる私ですが ・・・。）においては、地域づくりに対する担

い手と受け手（本来は住民全体の幸せのために行う地域づくりが目的であるため担い手と受け手という

述べ方はおかしいのですが、リーダーが大多数の住民を先導しているのが実情だと思います）の思いも

多様であり、組織の継続 ・継承はより慎重な配慮が要求されると思います。

2.後継者クラプは地域の宝もの

地域資源のことを、私は地域の宝ものと言っています。安心して誇りを持って暮らせる質の高い地域

づくりを目指して、宝もの探しや宝ものづくりが試行錯誤を積み重ねながら展開されています。

今回のK町でもすばらしい宝ものをたくさん発見しました。その一つが「後継者クラブ」です。 K町

は近畿最大の都市近郊型野菜産地です。個々の農家では困難なことを共同化することで解消してきたそ

の中核組織が園芸組合です。「後継者クラプ」はこの組合の 1つの部会です。「共同組織化で実現した後

継者がのびのびと育つ野菜産地」として全固でもトップレベルの評価を得て組合員の方々は自信と誇り

を持っておられます。

3.後継者クラブの若者からの聞き取り調査の要旨

(1) 気軽に話し合える相手が身の回りにたくさんいる。家庭でも職楊（農地）でも、よく似た希望

や悩みを抱えていることが多いため、理解しあえ、本音で語り合える。

(2) 若者は年輩者を尊敬し、指導を素直に受け人れている。農業は能力と経験及び工夫の積み重ね

が収益率に反映するため具現者の実績を素直に受け人れている。

(3) 組合のリーダー達（指導者）は実績に加え海外視察や全国的な情報交換などにより、農業環境

を取り巻く社会情勢の変化を分析し、若者を含む組合員に必要の都度指樽している。若者も全

国的な交流会に自信と誇りを持って、かつ目的意識をもって参加している。

(4) 後継者クラブが中心となり積極的に取り絹んだメロンは魅力ある高収益品目として売上も着実

に伸び、 1億円を超える主要品目のひとつに成長した。経営意欲を促し、自信と満足感を得て

いる。

(5) 農休日の設置（農休日は組合員全体での食事 ・懇親会や研修等に活用）や健康相談事業などに

より労働条件の改善に意欲的である。

(6) 後継者クラプのメンバーの多くは自警団等の地域の諸活動に梢極的に参加している。地域への

愛着が感じられる。
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4. 聞き取りから感じたこと

この地に生きる私たちが自然に生かされているという自覚を持ち、自分たちの地域は自分たちが責任

を持って守り、発展させるという気概を自信を持って語るその姿に感動しました。「おじいさんも親も

代々そうしてきました。家族や親戚に恥をかかせられません」との語りから「恥を自覚する文化」を先

人から日常生活の中で受け継いできたことが「自由と平等」の時流にあっても「義務と責任」が強烈に

感じられるのだと思います。

5.後継者の学びから気付いたもの

k町における「後継者」の学びから、「地域愛・人間愛Jから酸成された「情愛」と「理念」との適

正な調和が「組織の継続」のキーワードであることに気付きました。

今後の実践活動には常に「情愛と理念の調和」を考えながら取り組みを進めていきたいと思います。

III. マイテーマ 自警団

伊藤正則

〇 活動

地区の青壮年 20数名の方々が自警団を結成され、町内で日常的に活動しています。周辺の他地区で

も存在するそうですが、この地区では年齢層が格段に若く、また、農・憔業従事者が多いことから昼間

でも体制が整っているところが大きな特徴です。

今、 一般的には初期防災は地元消防団、常設消防の責務であるとの意識が常となっており、市民は納

税者であることをも って、公共の安全は行政の責任としてきていますが、 当地では「初期消火は地元の

責任」を合言葉に独自の制服を清用し、町内を定期的に見回り、防災防火訓練や器具点検、 一般家庭の

防災防火意識の啓発等をきめ細かく実施されています。

特に年末や春祭、 夏まつり、運動会等、他地区に比べて比較的多い地区行事では主要な役割を担って

おられます。

〇 この組織があることによっての効果

① 公共・住民財産の損失を最小限に留める経済的な初期警備装置

② その活動で団員が連帯感を百襄成し、規律を通して長幼の序や社会の一員としての誇りと自覚を持

ち続けることで農・漁業若年従事者への格好の社会教育の場

③ 日常、町内で若者が住民と一体となって活動している姿は、特にお年寄りや子供たちにとって安

心して生活できていることから地区の活性化、コミュニテ ィの円滑化に大いに寄与

④ その活動は子供たちにと って身近な事象であり、その姿は憧れとなって印象に残り、 家庭での話題

となっていることから家庭教育の絶好の教材として、健全育成にも大きく寄与

等々の側面が見られます。

〇 運営

この活動は団員にと ってはごく自然な日常生活の一部であり、未だ途中退団した例はないそうです。

そのためには運営に関し、役員は正副団長、会計、指導員（消防団経験者）と自治会長（顧問）の計 5

名が集団指導体制を取られています。

先輩は現在の若者気質•世代間の違いを理解する中で厳しい中にも連倍感の醸成に努めておられ、団

OB数十名も積極的な応援体制を取られております。

現代社会において、 一般的に地域コ ミュニティが希薄にな ってきていますが、こころ豊かな生活・人

生を得るために地域の連帯感がこれまで以上に求められており、その意味において自警団に対して地区

住民の安心感を伴った信頼は厚く 、団員の励みの一つとなっています。

〇環境

この環境を作り出している一つには全員ではありませんが、団員の多くが農・漁業若年従事者であり

ます。特に農業従事者は自治体が誘導した藉菜の園芸農業をいち早く地区に導入し、近隣都市への一大

玩菜供給地として全国的にも高い評価を得ています。
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農家が安定した収入を確保していることから継続的に従事する意欲が存在し、団への安定した人的供

給が可能となっていることだと思います。

二つ目 には自治会の支援があります。当地には数多くの社会活動団体がありますが、全てに云えるこ

とは、集団指導体制と組織員の十分な討議で運営されていることであります。その原形が町会の運営で

あり、組織運営の知恵を各団体が当然のこととして実施している結果だと思います。

N．マイテーマ 生活改善

l 北早． 目忠

上坂紗絵子

今と昔を比べたとき、明らかに今のほうが多種多様で広い範囲（距離的に）に仕事以外の楽しみをみ

いだすことができる。移動時間の短縮化や情報網の発達、さまざまなサービス形態ができてきたことな

どの社会的な大きな変化によるものといえる。そしてこのことはどの地域でも起こっていることだとい

える。

k町では冠婚葬祭におけるおつきあいに大きなエネルギーを使っていた。時間的にだけでなく金銭的

にもである。しかしおつきあいにお金がかかるということは他の生活（余暇、教育、地域以外との交際

など）を圧迫することから、地域でのおつきあいに対して「負担がおもすぎる」という意識が大きくな

ってきた。

その中でK町において、暮らしやすさを保障するために、特に「葬」に関するおつきあいについての

簡素化を中心とした「生活改善」が自治会をあげておこなわれた。理念は暮らしやすい、住みやすいま

ちづくりである。自治会長さんはその理念を「つきあいが大変だからお嫁さんがこない町ではいけない」

と表現された。

2.実施状況

葬儀関係について 12項目、年忌法要について 4項目、報恩講について 4項目、お見舞いについて 3

項目の決定事項（禁止や制限）を守らなければならない（罰則規定は設けない）という生活改善である。

喜んでいる人が多いのではあるが、ほんの少数の守らない人、守ったとしても我慢している人もいる。

町内で生まれ育った女性である Yさんは「涙をのむ人がいる」と言われた。つまりがんばること（派手

にすること）が供養になるという価値観があるからだ。この価値観はそもそも1.の背景で述べた生活

改善の理念、目的の価値観と相反しているといえる。 K町の一人一人が二つの価値観をはかりにかけて、

しかし今後のK町のために「我慢」をしているのだ。 2つの価値観が町の人の心を揺さぶる中、それで

も新しい生活改善の碁準を守ろうとされるのはどうしてだろうか。それには決定段階のプロセスが重要

な意味を持つのではないかと私は思う。

3.行われた生活改善

特徴① 決定の手続きが民主的で参加型といえる。

葬儀関係、年忌法要、報恩講、お見舞いについての詳しい項目があるアンケートが最初に行われ、ア

ンケート結果をもとにして話し合いをかさねられた。中心的に行ったのは生活改善推進委員（婦人会よ

り選出）と自治会役員の方である。

～アンケートと実際に決定して行っている生活改善～のはんの一部の例

隣儀当日の食事についてI
アンケート

l手作り料理の廃止、 2000円以内の弁当のみとする・・ • 70% 

2自由にすればよい・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10%

3手作り精進料理 一汁三菜と香物とする・・・・・..8% 

4お茶とお菓子のみとする．．．．．．．．．．．．．． 10% (5その他）

実際の生活改善の決定・・・食事： 3000円以内の弁当のみ（茶碗蒸し、付き出し禁止）

飲物：果物・白ご飯・汁：自由

着典返しについてI
アンケート
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1香典の 1割程度の額を定めて実施 ．．．．．．．．．． 47%

2廃止すればよ V、..................27%
3できるだけ質素にして実施すればよい・・・・・・・・ 22% (4その他）

実際の生活改善の決定・・・廃止

これによるとアンケートの結果を多数決としてそのまま採用していないことがわかる。話し合いのと

きに「『守れるかどうか』ということを基準にしてほしい」と自治会の役貝は要請された。「守れる生活

改善」「守れるかどうか」をものさしとして決められた結果、お金のみを介在するおつきあい（粗供養、

香典返し）はほとんどが「廃止」である。そしてコミュニケーションの場ともなる食事は「廃止」では

なく金額や料理の種類の制限をするという「簡素化」となった。

また最初にアンケートを行ったこと以外に反対意見や質問の言える説明会を、全ての家の方が参加で

きるよう何度も設けた。それに参加してもらったことが「守らなければならない」という意識を強めて

いるのではないだろうか。みんなで決めたから守ろうという意識がつくりだされたのではないだろうか。

アンケートや説明会によって「みんなのもの」という意識が生まれ、このことは他のことに関する決定

でも同じではないか。機会の保障だけでなく本当に参加をしてもらうことによ って「他人事ではないJ

という気持ちになるのだ。その積み重ねがK町の自治会への帰属意識を強める要素になっているように

私は思う 。

特徴② 生活改善によって町内でおこるマイナス事項は、町内の商店の利用が減ることである。したが

って生活改善で改善項目に挙げられた（つまり簡素化された）食事の際の買い物は町内の商店を利用す

ることを義務付けた。このことによ ってこの生活改善によって生活に困ることになる人をなくした。こ

れは経済学で言われるパレート最適ではないだろうか。新しいことをするとき、ものごとを良くしよう

と改革するとき出てくる困る人にまで配慮ができていることも、この生活改善という改革のポイントで

はないだろうか。

4.公共によせる心への第一歩

私はK町の生活改善を通して、真剣に町について話し合えることに感心した。それはこの生活改善に

よって簡素化はされたが今後もおこなわれていく「あつまり」の存在が大きいのではないだろうか。飲

んで集まったり、台所でのおしゃべりは一見とりとめのないこと、世間話が多いかもしれない。しかし

人と人との関係性というのは突然できるものではなく築きあげられていくものである。つまり目をあわ

せて話すことの積み重ねが関係性を築くのである。これは飲んで集まるときのことだけではない、盆踊

り、運動会、敬老会などの行事、そして普段道で出会うときも関係性を築く最高のチャンスなのである。

つまり 地域の人とふれあい、関心を持ち合うようになるということで地域全体に関心がもてるようにな

るのではないだろうか。地域全体の暮らしやすさに関心をもつことはつまり 公共によせる心のあ らわれ

だと私は思う 。だから集まりでおしゃべりをしたり道で出会ってあいさつをするということは公共によ

せる心を育む第一歩 といえるのではないだろうか。

5. K町から具体的に学べると私が感じたこと「総会」

k町では毎年 1月3日に総会が行われる。午前中は各町ごとに行われ、午後からK町全体のものが行

われる。そこでは会計報告だけでなく地域の課題を出し合う場となっている。午前中の各町の集まりの

方が出席率は高く（役員のTさん「ほぽ 100％の出席率」）一人一人の要望が出される。暮らしている中

で感じるような困ったことを、仕方ないとあきらめたり、一人だけの課題とせず、みんなで解決しよう

とする姿勢がうかがえる。

多くの地域は総会をもっているであろう。しかし他の地域もみな、本当に活きた総会、参加してよか

ったと思える総会を開けているのだろうか。またK町ではどうしてこのように参加率が高いのであろう 。

それは自治会、そしてその総会に問題解決能力があるからではないだろうか。ではどうして問題解決能

力が高いのか。その要素は「参加」にあると私は思う 。協力するこ とによ って解決することのでできる

問題はたくさんあるのではないだろうか。

ひとりひとりがプライベートな場でぐちを言うということにとどまらず、公式の総会という場で生活

のしにくさを言う 。このことによ ってその問題はみんなのものとなり、協力して解決しようと動き出す。
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生活改善はその一つの例だろう。 K町において総会は課題発見の第一歩となっているように感じる。そ

のような総会を開くように努めること（具体的には場所、時間の決め方、召集方法、発言しやすい雰囲

気など）、そしてそこで決められたことを解決しようと話し合いを繰り返すことは、住みやすいまちづ

くりのためにとても大切なことだと感じるようになった。

6.さいごに

一人一人の生活は決して整理、画ー化などできるものではない。つまり社会保障制度というシステム

が一人一人の生活すべてを快適にするには限界があるのだ。しかし人間にはよりよい暮らしをしたいと

願う欲求がある。

戦後社会保障の制度が整備されていく中で病院、施設が増えていくことは地域から排除される人がで

てきたという面ももつ。それら制度ができるまでは家族が犠牲になっていたという事実があり、また地

域に葬らすとは言えない部屋から一歩も出ないような暮らしをしていた方もおられた。決して制度の整

備はマイナス面ばかりではない。しかし結果として多くの地域は様々な人が暮らすことを許す許容力を

衰えさせてしまったのではないかと私は思う。実は暮らしやすそうで蓉らしにくい、いざというときに

も頼りのない地域になってしまったところが多いのではないだろうか。 ・

私は社会福祉を勉強する中で制度化することの大切さ、重要性を知った。しかしその一方で制度化自

体が大切ではなくそのシステムからつくりだされるものの大切さがあることをK町を通して知るよう

になった。自治会というのはシステムである。そのシステムが昔から大切にしようとする地域の人と人

とのつながりは、一人一人の暮らしを支えてくれるとても大きな力を持っていることを再認識した。

具体的に私は何をしていこうか。私の住んでいる地域には 23歳、独身で女性である私が参加できる

自治会関連組織（老人会、婦人会など）はない。今後そのような組織に関わる立場になれば積極的に関

わってみたい。 (K町をみてそう思うようになった。）

それまでに今日からできることとは？私の住んでいる地域で一人でも多くの方が私のことを知って、

困ったときにも嬉しいときにも話し掛けてくださるようなそんな関係をひとつずつ作っていければい

いなあ、と今私は思う。

V.マイテーマ 町内会長さん 稲田秀明

自治会長さんとは 4月21日に私たちの受け入れをお願いして以来何度かお話をさせていただいたと

ころですが、主に時間的制約から、詳細に記録し、他と比較するなど「研究としての手法」をきちんと

踏まえることはできませんでした。

(1) 自治会長さんにお会いし、お話を伺った概要は次のとおりです。

1. 現自治会長の Nさんは 59歳、数年前に大手の会社を一旦退職の後、関連会社で受託業務を行なって

おられる。

2. 現職へは平成 11年からで、前町会長が任期 8年と長かったので、周囲の推薦により、立候補、当選

し、その後 1年ごとに再選されている。

3. 大体、夕方にバイクで町内を巡回し、その際に町民から質問や相談を受けたり、必要な連絡、調整

をされることも多い。

4. 民生委員でもある。 60歳定年であり、その後については、公的年金に加え、会社独自の年金制度が

あって、経済的に困るようなこともないと思われるので、地域に奉仕する活動を続けていきたいと考え

ておられる。（専業農家では代替わりはあっても、定年はなく、その時点の体力に合った仕事をするこ

とで家族内の役割分担を果たそうとされるので、長期継続して奉仕活動に従事することはむつかしいと

思われる。）
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5. 土・日は、たいてい行事で埋まってしまう。役員会は週一回で、 20時から 22時まで、会計さんか

ら一週間の出納報告がある。

6. 趣味は詩吟で、各種大会の審査員として出かけたり、週一回は詩吟のグループに出張教授されてい
る。

7. 最近の自治会運営の自己評価として以下のように語られた。

①合議に十分手間ひまかけており、協力的に自治会運営ができている。各頭役も精力的に活動さ

れている。

②生活改善、自治会規約の大幅改正、町内の不法駐車追放、消火栓器具の充実等新たな改革改善

も進んでいる。

③定例の祭りや親睦の各種行事もしっかり出来ている。

④生活改善のとりきめでば法事の際の仕出しは町内の店からとることになっており、副次効果で、

仕出し店が繁盛し、魚等の新鮮度が増したと聞いている。

8. 現自治会長になってから自治会活動の再活性化が進められた。

役員を増やし、分担を細分化されたこと、役員の選出方法、任期の制限等合理化が図られたこ

と、婦人グループから始まった生活改善の取り組みを指導し、ある段階から、町内の関係団体そ

れぞれで討議をしてもらい、また、各町でも議論し、と、議論の網の目を組織し、取りまとめ、

決定、実行を行なわれた。

(2) お話をお聞きして… 「理想に近いと考えられる民主主義がここに在る」

k町は自治会活動のいわゆる先進地として紹介されたことは殆どないと思われます。しかし、お話

を聞くに従って、ここでは私や班の皆さんの居住地と比べ人と人のつながりが広く深いと感じられまし

た。それだからでしょうか議論も激しくとことんされている様子が伺えます。そのうえで、決まったこ

とには無条件に従わなければなりません。この例は役員選挙で選ばれたら辞退はありえない（出来ない

ような個人的事情がないことは皆知って投票されていることもあります。）こととか、生活改善の取り

組みと実行の過程や不法駐車追放の取り組みなどにもみられます。これは「老人クラブ」の活動につい

てお聞きしたときにも同様に感銘を受けたことです。

人と人のつながりが広く深いのは、

①職住近接である 70戸あまりの専業農家の存在が、濃い人間関係網を築いていることが大きそうです。

②それでも全戸の1/5程度ですが、農家以外にも人間関係における伝統的な地域の風土、気風があま

り形骸化せず生き生きと受け継がれているようです。

外からみると、こういうところにはムラ社会の弊害ということもありがちではないかと思われますが、

交通の不便な山間部の寒村などではないK町には、利益や信条を直接の動機とする近代主義的な考えも、

もちろんたっぷり入ってきているはずで、両方のバランスの現状が今の自治会のありようだと思われま

す。

k町は専業農家が多いことの点では特異な例ですが自治会の様子が近隣の他と大きく違うという話

はどこからも聞くことはありません。ですから、この地域の自治会を中心とした運営が「濃い」のは事

実としても「特殊事例であって他の参考にならない」というのは言い過ぎになってしまいます。実際の

ところ、多くの自治会は十分に民主的運営がなされているといってもいいのではないでしょうか。ちな

みに、私たちは地元で輪番での役員が回ってきたとき近隣の皆さんの意向を最大限配慮した運営に一所

懸命努めようとするのではないでしょうか。

(3) 自治会長とは？他の何に似ているか？

私なりにごく簡単に実感による定義を考えてみました。

「ある範囲の地域に居住する各戸が、組織的に行なわないとできないレベルの近所付き合いがあります。
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これを円滑に行うための伝統的な生活様式としてのムラ秩序の長」

とすれば、この地域の長老が頂点に立つのが昔からの物事の順序というものですが、世の中、新し物

好きが多いためか、近頃、長老の権威は、さつばりです。

そこで、まだ現役、ないし、現役を終えたくらいの、体力がまだあり、気力の充実している方で、家

族生活に不安のない実力者の登場となります。

これが、今のK町の自治会長さんではないかと思います。

自治会長は、町内の皆さんの多様な考え方を考慮して、普通は特定の思想的立場に立たず和を大切に、

現状に寄り添って町民の利益を図っています。地域の利益を代表してくれる議員を議会に送り込もうと

しますが、その議員の党派はあまり問わないのが普通です。

一定の地域の代表者として責任ある立場という点では市長と我が自治会の長とは似ています。しかし、

末端の行政機関として国の委託事務や、公共サービスに従事する市長に対して、自治会長は行政とば法

的には無縁であって、任意に結成されたものなので、機能を停止してもたちまち住民の生活に大きな障

害が出るようなことはありません。まあ、親睦会の世話役みたいなものでしょうか。

自治会が任意の住民の活動だという点ではいわゆる市民活動と同じように見えますから、特に市民活

動家は同一視したがる傾向があるようですが、全く違うことは、自治会はいわゆるコミュニティですが、

市民活動はアソシエーションです。

コミュニティである自治会は町内の共同生活に関わるすべてのことを扱いますが、アソシエーション

は、特定の人が特定の目的を扱います。多くの市民活動家が自治会を敬遠するのは自治会にはみずから

のイデオロギーを持ち込める素地があまりにも少ないからかもしれません。(p7 9第3章3.自治会の

特徴と可能性⑤・・・参照）

(4) 自治会長にみる公共によせるこころ

私は昨年と一昨年自治会の本部役員を務めました。その経験や、過去に仕事上付き合いのあった色ん

な自治会長さんのつぶやきからまとめますと。

自治会長には誰でもなれるというものではありません。自治会長は「小ながらも一国一城の主」とい

うとちょっとおおげさかも知れないが、名誉ある立場であることは間違いありません。

一方、苦労も多い。役員会にも話せないような隣同士のもめごとも持ち込まれる。苦情はしょっちゅ

う聞かなければならないし、責任も追及され放題で、「忍」の一字。 7゚ ライI¥‘ートの時間が極めて少なくな

るのは市長さん並、その分家族に負担をかけます。

市長だと名誉もあるし、金銭の報酬もあります。しかし自治会長にも名誉はあるが金銭の報酬はあり

ません。仕事のレベルが違うし、自治会長は親睦会の世話役と考えればあたりまえといえますが、自治

会長の責任を全うする過程で「公共によせるこころ」が他の誰にもない高度なレベルで発揮されている

のではないでしょうか。ふだん、ふつうの人は自分の住んでいる地域で自治会長さんがこんな風に奮闘

されていることに気付くことは殆どないかもしれませんが。

第2章 自治会にみる公共によせるこころ・・・座談会記録

出席者：稲田秀明、伊藤正則、松井義光、青木伸子、上坂紗絵子

1. K町で触れた公共によせるこころ

稲田：台風や降雪で一部のハウスがつぶれる被害が出た翌Hに被害にあってない農家も出て、解体撤去
と組み立てをされる。誰が号令するということがなくて、当然に集まる。火事の時とかもそうだが、な

にかもう習性というか本能のようになっている。いざと言う時に当たり前のように行なわれる互助精神
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の発揮は一つの「公共によせるこころ」の表れではないか。

また、現自治会長さんはある企業を定年退職後関連会社で比較的時間的余裕のある勤務や年金制度な

ど、地域の皆さんに役立てる条件ができてきたところを周辺の皆さんも観ておられて、推薦された。そ

こで、頑張ろうかということで無償のボランティアである自治会長への立候補を決意されたのはご本人

の公共によせる心の発露ではないか。

青木：自治会費の額についてお聞きしたとき、一万六千円だということでしたが、一人暮らしの家は自

治会で把握されていて、経済事情を考慮して半額の八千円に減額されています。ふつう世間では、手を

挙げて初めて特典が許される風ですが、ここではあらかじめ思いやられて、申し出制ではない。そこに

は自治会としての配慮のこころがある。このような自治会の根底は一人一人が住みよく、心地よく、無

理なく、自然体に暮らしていけるように努力されているのではないか。そこのところに大変感動しまし

たし、このことが一つの「公共によせるこころ」ではないでしょうか。

2． 公共によせるこころの背景には帰属意識がある

上坂：配慮できるためには、話したりしてお互いの顔が見える環境が必要で、昔からの濃い、一緒に飲

んだり食べたりする機会が多いのが「公共によせるこころ」を育てるきっかけの一つになっているので

はないかなと感じました。

生活改善を行うなかで何回もアンケート、説明会がされていて皆がこのことに参加してるんやなーと

感じました。何回かK町の方と接していてK町の住民であるという帰属意識がすごく強いなあと感じま

す。その帰属意識があるということが皆さんの公共によせるこころを作り出しているのではないか。自

分の町だから大事にしようということで生活改善をみんなで行われたところに公共によせるこころを

感じます。

稲田：帰属意識といえば、老人クラプの役員さんの話で、「わしは役員なんかしたくない。農家だから

年寄りなりの仕事があっで忙しい。頑張って世帯主の息子らを助けたい。しかし、選挙で選ばれたらこ

れはしようがないから任期の間の責任は精一杯果たす。そうでなければ、近所の人にもご先祖様にもう

ちの家族にも顔向けできなくなる。家族もその分は家の仕事が出来なくなることは理解してくれてい

る。」とおっしゃった。同じ地域に住んでやっていけば必ずこういう意識は出てくる。個人的な気持ち

の話だが地域で皆が共同でやっていくうえでの基礎になっているのではないかと思う。

青木：ある学区でまちづくり構想に取り組んでいる事務局の〇さんにお話を伺ったら、自分はここで生

まれ、息子も生まれ、孫、ひ孫とこの地域に世話になる。今、事務局やらせてもらっているのは大変だ

けれど、これは恥ずかしいことはできないということもあるが、郷土愛という言葉でもあらわせるとい

っておられた。

稲田：町内会って役員さんも次々とおもしろく楽しいことをやっているわけでない。じゃやめたらいい

のかというとそうではなくて、こういう行事を重ねていることが地域の一体感を、言い換えれば帰属意

識を持続させている。いざというときに相互扶助できる態勢がそこで保障されている。

伊藤： K町の農業者は収益力が高く経済的に豊かであることが万事に良い回転をもたらしていると思う。

松井： K町の場合、職住近接の仲間が多いことが帰属意識の強さになっているのではないか。また家族

労働であることから家族の絆と共に地域人達の絆も深く、お互いに支えあう意識がよそと比べよく育っ

ているのではないか。

自営業者として自分が儲ければいいのだから個人は個人として海外に出かけてまで勉強されている

が共同への努力にも頑張られているところに公共によせるこころを持っておられる。

また、この地域の皆さんの帰属意識、絆が強いのには同家（親戚の範囲を越えて同姓の家々でグルー

プがあり、年一回会食されている。同家で区画される墓地がある。）での付き合いがあることもある。
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稲田：「帰属意識が強い」というのは言い換えれば「自分の位置、居場所」がはっきりしているという

ことだ。いままで会ったK町の方はたいていどっしりと安定した印象がある。

余談だが実は農家同士は競争されていて、共同は美しいとか道徳的だからではなく、共同した方が市

場に対して有利だということであって、今でも共同で扱わなければならない種目は限定されていて、あ

とは自由だから技術力の高い農家は、共同外の種目に力が入っていると聞く。

3. 地域における協働の強さ

松井：農家間の競争は激しいのだろうけど、後継者育成ではしっかりと育つよう共同で配慮されている。

メロンの新品種試験、商品開発は後継者クラブの役割で、産地として成長しつづけているが、彼らはこ

の地域農業者全体のために役割を果たしている。地域で一斉に農休日を設けることへの合意自体が大変

なことだったらしいが、粘り強く議論を積み重ね、それを実現したところには競争原理では説明できな

いものがあると思う。

稲田：園芸組合は個人事業者の集合体のようなものでK町農家全体の今後の盛衰に影響するのだから指

導者の方々は個人の都合、損得をひとまず差し置いて全体のために努力されているのかもしれない。

4． 懐の深さ

伊藤：自警団は若い人が町内の防火、防犯に努めていただいているのであり、老人や女性のみならず、

昼間留守にするサラリーマンには大変心強く、「公共によせるこころ」そのものの顕われだ。

町内に小学校があり、窓ガラスが沢山割られたことがあって、そのあとK町の自警団が巡視され、校

長から感謝状を頂いた。この学校に通うのは 15の町内会区域からだが、学校の所在地はK町だからと

自治会長からの相談にしつかり応えられた。懐の深さを感じる。

稲田： 自警団の役員さんの話では、彼らはあまり旅行に行かない。なぜかというと留守の間にK町に

火事があったら困るからだ。現場には絶対に消防署員より早く着いていて、できるだけ消し終えておく

ことに、とても充実感を感じておられるのではないだろうか。

伊藤：それと農業者の多いこの地域では自警団の役割は防火や警備以上に子供達への社会教育になって

いるという面も大きい。子供達の眼から見れば頼もしい限りであこがれるのではないか。

5. 地域での安心感

松井：婦人会の役員さんの話だが、町内では色んな組織が沢山あって、いわゆる仲よしグループも色々

で、それぞれの人がいろんな組織に顔を出している。自分の身内には心配をかけてしまうから言えない

悩みも話せる場がある。そこでは自分の本音で物が言える、相談にのりあえる。そういう中でお互い同

士がわかりあえる。例えば年寄りの介護の悩みが目を見ただけで、口を見ただけで分かる。どんな苦し

い時でも分かってもらえる、皆が知ってくれている。そういう安心感があるとおっしゃっていた。ただ、

若いお嫁さんとかはまだそこまではいかないらしい。

稲田：生活のすべての分野が居住地にあり、イコール居場所であるということではないか。農業者の人

達は職住がごく近接していて、そのうえ、新興団地がなく、前出の「同家」もあるし「帰属意識」の強

い条件がそろっているといえるだろう。

しかし．、一方ではK町でも京阪神に通勤のサラリーマン家庭が多い。野菜農家はざっと 2割を超える
くらいでしかない。サラリーマンはどうしても意識は職場に向かう。日常的にはテレビ、新聞などの大

量の情報の海に浮かんでいるという点ではいずこも同じではなかろうか。

6． 自分のまちではどうするか？

川勝：帰属意識が強い、居場所がはっきりしているとはどういうことだろうか。郷土愛とは少し違う。

郷土愛はそこに住んでなくても、よそからきた人でも持つことができる。

k町にはどうして帰属意識があるのか、また学んだことをどのようにしたら他の地域に活かせるので
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しょうか。

伊藤：松井さんのところは同じように古い、新住民もいない環境でありながら人々のあり様はK町とは
全然違うといつも言っておられるが。

松井：ここにはしっかりとした仕掛け人、リーダーだけでなくその周りに支える人がおられる。うちで

はリーダーを支える人がなくて足の引張りあいをしてしまう。いいことだから皆で協力しようという意

識と、めんどくさい、やってもいっしょ、誰かがしてくれるという風な意識の違いだろうか。風土か？

私たちはK町と出会って帰属心、居場所が大切という意識の大切さを自覚した。それを自分の町の人に

どうやって自覚してもらったらいいのか。誰がどう伝えたらいいのか。

7. 昔ながらのもの～どこに目を向けるべきか？

稲田：「昔ながらのもの」には歴史の試練を受けて、取捨選択、切磋琢磨してなおかつ残ってきたもの

なのだから学べることはたくさんあると私は考えるのだが。

松井：県主催の湖北ー市十二町の諮問会議の委員になっているがそのなかでできるだけ多くの住民が恩

恵を受けるような事業を進めるよう提案しているが市民主役課とかはキラキラと輝くようなアピール

性の高い、シンボル的な事業に目が向いているように私は思う。

稲田：いわゆる「起爆剤的役割の可能性」への期待だろう。自治会で何が課題なのか目を向けて議論す

ることは今あまり考えられていないのではないだろうか。運動会や盆踊りで親睦を深めるようなことも

大切なのかもしれない。

松井：私自身がここで学んだことはなかなか我が町では受け入れられない。どうすればいいのか。

8. 我が地域を振り返る～支えあえる土壌

上坂：今回の私たちの取り組みの意義について、前にここで話し合った。この報告書を読んでもらった

方、報告を聞いてもらった方がふっと自分の住んでいる地域をふりかえって、帰属意識を考えてもらう

きっかけとなったらいいな。 K町の良さに触れたことで自分の価値観が変化して近所でもいい関係を作

っていこうという意識ができたように思う。家からでがけに近所の方に会ったとき今までよりもっと元

気に挨拶しようとかの積み重ねを大事にしたい。

昔の人は生活の必要上共同しなければ解決できない課題が多かったが今はその必要が少なくなった。

そういうなかで無理に危機感のようなものを作り出す必要もないのかもしれないが。

稲田：これほど便利快適な社会になると人と人がくっつき合う必要性も薄れ、地域の課題もさし迫った

ものはなくて、近所付き合いがなくても OKと多くの人は思っているのが実体だ。そいうなかでK町は

次々と地域課題に取り組んでいる。

伊藤：高齢者を家庭で介護してきたが状態が重くなって、四六時中気の抜けない女房にこれ以上負担が

かけられず、施設にお願いしている。ほんの片時でも近所の世話になれたら引き続き家で介護を続けら

れたかもしれない。そういう意味でK町の方が大変うらやましいと思う。あそこでは多少なら近所に甘

えられるお互いの関係を築いておられる。

松井：介護保険の適用までいかないが、近所で気配りが簡単にできること、介護の家族にちょっとした

支援のできるシステムが必要だ。

話は変わるが、うちの近所では表面的な波風を立てない接し方をして、そのくせ裏では他人にあけす

けな批判をしたりする。この点k町は率直であけすけだ。こういう気風を是非うちに取り入れたいが難

しそうだ。
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稲田、伊藤：こういうところもあるということでK町での経験を話して一人でも理解者を増やしていく

ことしかない。 3人できれば動く。自分自身の総合的な力が問われるところだ。

9. 地域における公共心について

青木：社会学などの世界には「公共心（公共によせるこころ）」という言葉の定義はないそうだ。しか

し、 K町では現実に生き生きとおこなわれていると確かに感じた。私たちなりの捉え方でこれを表現す

ることは価値のあることではないか。間違ってるという人が沢山あってもいい。議論のきっかけにした

い。自治会論は社会学でも埋もれているようだ。 NPO活動が活発だが、実際のところ NPOだけで何もか

もやっていけるとは思えないし、あるいは自治会だけでやっていけるとも思えない。ある社会学者は「自

治会は解体されるぺきもの」と考えてこられたが、環境問題に迫ろうとした時、自治会抜きには無理だ

とわかったそうだ。

稲田：自治会が法制化されたのは昭和 15年からで、昭和 22年GHQ指令で廃止された。この時期は敗戦

まで国家社会主義が日本を動かした時代で、これをいつまでも続けている。

10. 自治会のマイナス面とつながりの願望

青木：例えば学区の運動会の中学校の部のリレーで誰も行きたくなかって、じゃんけんしたらある女の

子に当たった。泣いて、ご飯も食べられないので断りに行ったが、「連合会に顔向けできない。当たっ

たので仕方ない。血が出ても、吐いても出てもらう」と言われ恐ろしさを感じたと聞いた。また町内会

組織を通じた赤い羽根募金などいろいろな負担とか動員をかける。いやな束縛を受ける。

稲田：組織的に何かをやろうとすれば、必ず個人を束縛する面があるはずなんやけど。

伊藤：昨年我が学区にボランティア準備会ができた。ある日躍日に小雨の中 100人位集まった。この時

ある自治会長さんは「この取り組みは自治会ではできん」と言った。それはまず強制でないということ。

またうちでは 20％が自治会に入っていない。広報配布をその分郵送すると経費も高い。「われわれの町

内会だ」という意識が育つような運営が必要だ。地域のつながりは皆願望として持っているのではない

か。また職場生活中心でやってきた私と違い、女房は地域での絆ができている。こういう思いの人達が

連携していけば面白いものができるのではないかと思う。

稲田:20％の人はそれで別に困っていないということらしい。しかし、ある昭和 40年代終り頃できた

マンションの住人で、自治会には加入せずにこられた方から最近になって公民館に「敬老会の案内が届

かない」と苦情があったらしい。さすがにリタイヤして外の仕事の関わりがなくなると地域に眼を向け

ざるを得ない。

11. 自治会の悩みと可能性

稲田：自治会では大した事業はしていない。大したことをやるとしたら高い共通目標を共有しないとで

きない。高い目標を強引にやれば目標意識のない人には不本意であり、強制となる。「それほど負担に

ならない最低限の活動でしかないのになかなか協力が得られない」というのが一般的な町内会役員の悩

みではないのか。

伊藤：連合会からは割り当てが来るし、地域の人は動かない。役員はストレスがたまり、早く任期が過

ぎてほしいと願う。一般にはこんな状況が多いのではないか。参画意識の高い事業目的や運営に組みな

おす必要がある。

青木：昭和 22年に GHQが禁止しても大抵の町内会は水面下で復活した。生活上の必要性があったから

であろうが、そこには「戦時中の隣組の記憶」にだけ求められない日本人の作る組織運営のスタイルが

ある。そのなかに、強制と受け止められかねないやりかたが含まれていて、そこに多くの学者が町内会

を肯定的に見ない根拠があると思う。自治会が何をしなければならないかではなくて、地域で「何がし
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たいのかなあ」という住民意識の確認からもう一度立ち返って始めたら共有化できる自治会になるので

はないか。

12． 自治会活動からの学びあい
青木：自治会同士の経験交流とか自治会運営指導などはないのか？成功事例を学ぶような機会がないか

ら、運動会の例のように稚拙な動きを繰り返している。自治会運営のやりかたについて自治会と行政が、

あるいは連合会が、シンポジウムするとか、侮年自治会役員が集まって研修会をするとかでないと変わ

っていかないのではないか。問題に気付いた者が行動することが大事だ。例えば地域の絆を醜成するた

めの新聞発行とか、自治会長さんの経験交流会をしていくべきだ。

稲田：運動会の強制の話なんかは自治能力が弱いというか、人と人の関係の築き方が練れていないとい

うことだろう。「自分とこの悩み」は自分とこだけのことでよその人には関係ないということかも知れ

ない。

松井：役貝自身に問題があると思う。役員には沢山の情報が入って運営に努力しているけどその他大勢

にば情報が届かない。

稲田：日々忙しいし、そんなに色んな情報なんか輿味ないし面倒くさい。役員さんに任せてあるのだか

ら、私にば情報は要らない、というのがむしろ一般庶民の感覚ではないか。

うちの周辺は外れの方にあるので、主要な役員就任はあまりまわってこない。一方うちのすぐ隣の大

字は 45戸しかないが 1町内会として運営されている。うちの周辺の 50戸と隣の 45戸で農村下水道を

設け、維持管理組合を構成しているが、自治会や婦人会、 PTAなど誰もに役員が回ってくる隣町の人の

方が組合の運営能力がかなり高いことは関係者の認めるところだ。自治能力が鍛えられていることで、

人格形成に役立っているように見える。学区の運動会でも参加率が高く、よく優勝する。うちの場合は

成長の機会が少ないとも言える。「情報が少なくて不満だ」などと聞いたことがない、逆に役員が大変

苦労して地域に役立つ働きがあってもその他の皆さんには通じていず、感謝の念は感じられない。

松井：先ほどの話で、「気付いた人が行動する」ことが必要と言われたが、気付いた人の行動をどう

いう風にサポートするのかが課題だ。ここをもっと深めたい。

13． 地域の運動会を考える
稲田：オリンピックはいわば国際レベルの運動会（日本国が一つの自治会に擬せられる。）で、結構日

本中熱が入ってます。金メダル取れたら大騒ぎです。地域の運動会は時々顔をあわせる隣近所の人が活

躍するのだからもっと熱が入ってもおかしくない。オリンピックの場合はいやでもどんどん情報が入っ

てくるし、日本人としての帰属意識を呼び覚まされるが地域の運動会は参加していないと分からない。

伊藤：うちでも連合会で運動会はあるが、選手・役員は別として、すすんで応援に行こうと思う人は少

ない。無理にやってるのならやめた方が良いのではないか。

そういえば、 K町では運動会の前日に地区対抗に出るリレー選手が練習していると聞いた。所属地区の

名誉を背負って頑張るのだ。そして、町内の各戸が空っぽになるので、自警団が巡同警備しておられる。

k町ではすごい盛り上がりらしいけどうちの町には結びつかない。うちの町で盛り上げる何かをやって

いくとしたらまた違う形式になるのかもしれない。

14. 地域での相互扶助ははたして可能か？

稲田：日本人はずっと地域の互助的な関係を町内会レベルの組織で支えてきたのだろう。明治の学校制

度が始まった時は土地も建物も先生も地域で用意したらしい。それだけの力が地域にあった。というの

に今は行政が何でもしてくれるから自助努力とか相互扶助精神は風前の灯火だ。神戸の長田区真野地区

は震災当日に自治会で炊き出しされたと聞くが稀なケースであって、あとは大抵支援を受けるだけだっ

たらしい。だから、いざという時、真野地区のように出来る某盤を普段に作っておくことが今の自治会
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の大きな役割かもしれない。

青木・.「白はしろ赤はあか」と皆が言ったらだめみたいな、「みんな違っていい」とか、同じ方向に皆が

向くことが今は否定されている。何もない時にいざという時の準備は難しい、関わりたくないというこ

とになる。何かあったときすぐ行政に駆け込めばなんとかなるという感覚でなく、どうしたらいいかと

いうことを地域のみんなで考える意識になることが必要だ。

稲田：「みんながばらばらになっていく」方向に対してブレーキをかける動きが今の世間にない。学校

でもそういう時間をとってもらいたい。

松井：このことに関連して思うのは、「個人を大切にする」ということが安直で楽な生き方につながっ

ている。本来権利と義務はワンセットでないと世の中は立ち行かないはずなのに近頃の自由、平等第一

の教育では、義務の観念はでてこない。強制に反発するのは当然だけど、なぜそういうことが出てきた

のか考えた時、ケースによっては「自分はここに住んでいるのだから、これくらいの義務は果たしまし

ょう」と考えるべきこともあるかも知れない。

伊藤： K町では義務の観念がきちんとあって、権利とのバランスが取れていると思う。

拉――市民活動と自治会の相互補完について

青木：今まで行政と自治会の補完の関係があると云われてきたが、住みよいまちづくりを進めるために

は、市民活動と自治会の相互補完を目指すのが良いのではないか。自治会は市民活動をする人材の供給

基地になれる面もある。

伊藤：自治会は地域に責任を持つし、行政からの情報も豊富だから NPOが唯我独尊にならず、社会の一
角をきちんと占めていくうえで、理解し合い、情報を共有化していくことが大切だろう。

稲田：自治会は実態的には国・県・市・自治会と並べられるように一定範囲の地域を代表するミニ政府

だ。その地域の問題は自治会で意見集約して自治会が実行する。特定目的の市民団体はその地域の意見

を代表することはできない。その団体の意見に賛成する人もあれば反対する人もあるだろうから。

青木：周りをよく見れば河川、道路、公園など様々に事業が行なわれており、何らかの形で生活に影響

があるとすれば自治会でよく議論して地域の意見集約結果を行政と突き合わせることは大変重要なこ

とだろうから個々の住民がそういうことをしていける心、力を持つことが必要ではないか。

第3章 これからの地域社会は自治会と NPOの協働から

1 ．市民活動 •NPO への期待

市民活動 •NPO （以下「NPO」)の基本的な特性は、その活動が誰かに強制されたものではなく、「自

主性 ・自発性」であり、この特性を発揮することによって大きな力を出すことができる。はたしてこの

特性は充分発揮されてきたのだろうか。

平成 10年に特定非営利活動促進法が施行されて以来NPOへの期待はすさまじい。いわく、「公共サー

ビスの権限機能の多くを NPOに移すことで住民自治を広げ、行財政改革を進めると共に質の高い公共サ

ービスの提供をめざす」。「行政と市民は対等平等で誰もが自由に主体的自律的に参画していけば完全
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な行政の責任領域はわずかで、あとは大なり小なり市民がかかわれば理想の地域社会が実現できる」と。

ところが、滋賀総研報告（滋賀県委託調査 パートナーシッ7゚ に基づく協働の推進に係る調査報告書 「NPOと行

政等とのパートナーシップのあり方」 平成 13年3月 財団法人 滋賀総合研究所）では、「滋賀での協働

活動も、これからスタート地点に着こうとしている段階であるといえよう」(p26)としている。その一

方ではこのことがなかなか進まないことに業を煮やしてか、同報告書で「滋賀県の施策のすべてについ

て、パートナーシップ型とすることを義務付ける。協働できない事務事業はないという観点から、協働

を前提とし、それができない場合には説明責任を果たすこととする。」と提案している(p38)。強権的

に県職員に民との協働を義務付けしようとしているのであれば、対等•平等、自主的、自律（立）的の理

念はどこへいってしまったのか。急ぎすぎていないだろうか？

冒頭にあげた市民活動の基本的な特性は、現実に充分発揮されているのだろうか。自主性、自発性の

発揮が大きな力を生み出すことは疑いない。とすれば、地域住民の自治活動と上手く連携できないか考

えてみたい。

2.なぜ自治会なのか

日本では意識するしないにかかわらず殆んどの人が居住地自治会の構成員である。確かに、いわゆる

市民活動の動きと関わりなく一般的に地域の自治はごく平凡、地味に、あるいはしょうがなく行なわれ

ているようにも見える。決していつも楽しく円滑に、とはいかないだろう。輪番でやむなく・・・。自

治会を自分が役員の時につぶすということもなかなかできない。春祭り、敬老会、盆踊り、運動会、行

政への陳情、総会、次の役員を何とか受けてもらって肩の荷を下ろす。こんな感じが一般的だろう。し

かし目には見えにくいが、地域の一体感はこうした地味な活動に えられているのではないだろうか。

近代民主主義こそ草の根の民主主義を大事に、自治会がどんなに問題を含んでいようと我慢強く見捨

てず、改善すべきは主張し、大方の合意を得て進める姿勢をとるべきだ。K町ではかなり徹底した民主

主義的運営のもと、具体的な町内の課題解決に取り組み、成果をあげておられる。

地域喋題への り組みはここ（自治会）にも見られるのではないだろうか。という仮説が私たちの研

究の出発点だったのである。

3. 自治会の特徴と可能性…

自治会と NPOがお互いの立場、特徴を認識していることが協働の前提として大切であることから、参

考として以下に「町内会」 （中川剛著 中公新書 p75~76) を引用する。なお、ここでは、三ミ三一

三は自治会と、アソシエーションは広い意味のNPOと解する。
「コミュニティは、社会生活の、つまり社会的存在の共同生活の焦点であるが、アソシエーションは、ある

共同の関心または諸関心の追及のために明確に設立された社会生活の組織体である。アソシエーションは部

分的であり、コミュニティは統合的である。1つのアソシェーションの成員は、多くの他の違ったアソシエ

ーションの成員になることができる。コミュニティ内には、幾多のアソシェーションが存在しうるばかりで

なく、敵対的なアソシエーションでさえ存在できる。人はその重要性が最低の目的にも、また最高の目的に

も結合できるものである。アソシエーションは、当事者にとって多大の意義あるものであることも、大して

意義がないものであることもある。またそれは、単に月例の晩餐会の口実のつもりのものか、あるいは貴重

で最大の利益を保護するものであるかもしれない。しかし、コミュニティはどの最大のアソシェーションよ

りも広く自由なものである。それは、アソシェーションがそこから出現し、アソシェーションがそこに整序

されるとしても、アソシエーションでは完全に充足されないもっと璽大な共同生活なのである。」 (R・Mマッ

キーヴァー、「コミュニティ」）

定義しなおすなら、コミュニティは、一般生活目標のための統合集団で、その性質上、中立的かつ生活の

普遍的基礎となる土地の上に成立しやすいが、それが絶対的でなくて、ユダヤ人のように地縁を越えたコミ

ュニティを成立させている場合も認められる。アソシェーションはこれにたいして、特殊生活目標のための

統合集団で、コミュニティによっては満たされない、もしくは不十分な目標追求のために存在するものであ

るから、コミュニティ生活の上にアソシェーション生活が上積みされることになる。

NPO、自治会を冷静に位置づけている人もいる…

次の表は大阪ボランティア協会理事・事務局長の早瀬昇氏が去る 1月31日近江八幡市で市町村職

-77 -



員向けの講演をされた際に配布された資料の一部である。（時間の制約か、説明はされていない。）

やや乱暴かもしれないが大阪の方らしく率直で端的に整理されていると思われる。市民活動団体に

関してはいい面しか書かないのが普通なのだが・・・。

市民活動、コミュニティ活動、行政（自治体）の比較

市民活動団体（有志型） コミュニティ組織 行政（自治体）

①活動領 特定テーマに特化（地域の 居住地に関わる課題全般 少数者の課題も含め、社

域 課題から離れる場合もあ （大半の居住者に共通の 会問題全般が対象（基本

る） 課題が重視されやすい） 的に自治体内の課題）

②構成員 有志（少数）が参加（入退 全住民参加が建前（域内住 主権者は全住民（他の自

会は自由。特定地域住民で 民のみ。退会は可能。組織 治体への配慮は副次的）

なくても参加可能） 率が低い場合も）

③活動者 役員等の責任は重いが、比 役員等に集中しがち 有給の専従者（一部ボラ

較的会員の関与は多い ンティアも参加）

④参加姿 自発的（嫌になったら、辞 自発的。「つきあい」など 法的規制と議会の合意で

勢 めてしまう） 消極的参加もありうる。 行動（個々の職員が意欲

を持つ場合は多い）

⑤意思決 責任を負う人が強い影響 可能な限り「全員一致」 過半数以上（議会が決定）

定 力を持つ場合が多い

⑥役員の 自律的（時に反対派を除 半自律的（構成員の意向 本来は他律的（議会の意

自律性 名。支援者の意向は配慮） を、かなり配慮） 向重視）

⑦資金（財 会費＋寄付金＋事業収入 自治会費など住民の寄付 税金、社会保険料など

源） ＋行政補助？ ＋行政補助

⑧行動原 自由 公平・調和 公平•平等
則

これを参考に項目ごとに検討してみたい。コミュニティ組織（自治会と言ってもいいだろう）の

列を上から順番に、市民活動団体（有志型）の列を横目にご覧いただきたい。

① 自治会の活動領域は広い。ふだんは親睦的活動が多いが、具体的な課題に取り組むときのベース

となる。とりわけ相互扶助、極端なケースは阪神大震災のような時にはふだん親睦的活動がよく出来

ているかが問われるのではないか。

各種行政施策が特定の地域で行なわれる場合はもちろん受け入れ側の窓口となり自治組織としての

合意形成を経て住民の利益を追求する。

活動領域が広いだけに深くやり出したら大変な時間と人手が要る。人々は自分の仕事や勉学に忙し

い、家族の団槃も大切にしたいし、文化的なことも楽しみたい、観たいテレビ番組も多い、というわ

けで自治会活動も最低限はするとしても余計なことまでは困るというのが一般的なところだろう。

ここで 共通の活動領域を持つ NPOと連携できる条件が開けているのではないか。 NPOは専門性があ

る。自治会は専門的なことに手間ひまかけられないが環境、教育、福祉など趣旨が良くて地域で無理な

く取り組めることならできる。つまり、お互いが活動領域を提供しあえる。（愛東町の廃油回収が一例

だ。） NPOの活動が広くみえるので、住民のなかから NPOに参画したい人が現われるかもしれない。さし

ずめ、自治会がNPOの人材供給基地だ。

② 自治会の構座旦は全住民なので、意欲的な人もそうでない人もみんな一緒に進む。だから輪番制で

あったりして、余計なこととみられるようなことはできにくい。特定の政治的あるいは思想的立場は自

治会としてはとりづらい。通常、行政の意向は原則として尊重される。このあたりも市民活動家にはお

もしろくなかろう。

しかし、地域ぐるみで取り組まないとできない課題は多い。これが出来るのが自治会だ。ここではNPO
はとても太刀打ちできない分、自治会と連携できればよい。 ・

③ 自治会の酋動査は役貝等に集中しがちとしても輪番制では例えば十数年に一回はその役員がまわ
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ってくるのでその意味では皆が平等に関与していることになる。臨機応変で、継続性は抜群だ。旦那が

だめなら奥さんが、あるいはおばあちゃんが。世代が代わっても次代に引き継がれる。

④ 自治会への参加姿勢では、役員さんの顔はつぶせないなど消極的なことがあったりするが反面社会

生活の共同性を考慮し、大人の態度で協調しているのが普通ではないか。これができるから地域ぐるみ

の課題解決に取り組めるのだ。嫌になってやめるわけにいかない。引き続きここに住み、活動の恩恵も

受ける。恥ずかしいことはできない。 NPOは自主性と行動力で自治会に優れた企画を持ち込むことがで

きる。

⑤ 自治会の意思決定は可能な限り全員一致だが逆にいえば誰もが納得する範囲でしか動かないとも

いえる。意見の大きく分かれることに結論は出せないし、特定の政治的あるいは思想的立場はとれない。

面白くないかもしれないが民主主義的であることには違いない。

⑥自治会役員の自律性が半自律的なのはやはりたまたま同じ地域に居住するだけで全戸が加入する組

織であることから上記のように全員一致、特定の立場をとれないことから当然のことだろう。ワンマン

の会長も現れるがおおかたの住民の意思に反して動けばいずれはひきずりおろされる。ここでも自治会

は民主主義的だと言える。

⑦自治会の資金（財源）はふつう会費が主で、事業収入などはあてにしない。自らが必要な経費は自

らが賄うというあたりまえの自立精神で、税金の二重払いだなどとごねる人はまずいない。全戸加入の

建前だけに、 K町に見られるように弱者への配慮を行なう自治会も滋賀県には多い。

⑧自治会の行動原則は全戸対象であることから公平性を欠けば即トラプルとなる。NPOをパートナーと

する場合このことを配慮できるものでなければならないが、行政ほどは厳格に考えないでも良いと思わ

れる。

こうしてみていくと市民活動のように自由なテーマで自主性を発挿して好きなだけやれる可能性は

自治会にはないが、地域の自治組織として必要な場合は地域ぐるみで取り組むことができる幅広い可

能性を持っていると言えよう。

4.小・中学校区での地域課題への取り組みと自治会

しかし、地域課題の内容によっては自治会の規模では少なすぎてできないことが多い。自治会は日常、

顔の見える範囲での活動ということで、ざっと五十戸から五百戸ぐらいが一般的である。ポランティア

など市民活動の舞台は通常県域、市域、少なくとも小中学校区くらいである。そこで、小・中学校区を

舞台に自治会活動を基盤にしたその連合体と市民活動を結んだ取り組みが行なわれている。ここでの自

治会の課題は自治会が特定地域の範囲で構成されるが故の閉鎖性だ。

自治会と学区レベルでの自治会の区域を越える連合体とは同じ地域コミュニティといえども性格が

違うことをわきまえなければならない。しかし、閉鎖性を有する自治会ではあるが、自治会員としての

意識を学区レベルまで広げて地域課題を考えることは不可能ではないだろう。実際のところ、文化祭、

運動会、敬老会などの行事が行なわれ、それなりの一体感を醸成している。

k町の属する Y学区での取組は各自治会で活動する課題別あるいは世代階層別各種団体をが集まっ

た活動が主体で、自治会長会（自治連合会）は学区のあらゆる問題についての総合調整機関である。

滋賀県市町村振興課では平成 12年度から学区単位のまちづくりの研究がすすめられており、知事が

提唱される自治の五重奏（自治会、小中学校区、市町村、県、 NPO)はこれをふまえている。平成 14年3

月には最終報告書が出るらしいので自治会活動と学区の取り組みの関係をどう組み立てられているの

かに注目したい。

終わりにあたって

当たり前の存在として人々の生活に組み込まれ、日常殆んど省みられることのない町内会ですが、地

域の自治組織である以上、地方分権、住民自治、市民と行政とのハ゜ートナーシッ7゚ を考えるなら飛ばすことの

できない存在のはずなのに不思議に取り上げられることが少ないようです。タプーなのかもしれない町
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内会、自治会に私たちは敢えて挑戦してみました。結果は、「部分にとらわれて大局的な見方ができて

いない、独断と偏見」に終わったかもしれません。

私たち敬天愛人班の研究に際し、 K町の多くの方に貴重な時間を割いていただき、貴重なお話しをお

伺いさせてもらいました。何度も煩わせた自治会長さんを始めとする頭役の皆さん、老人会、婦人会、

子供会、 PTA役員の皆さん、後継者クラブ、自警団、園芸組合役員の皆さん、篤農家の皆さん、家族ぐ

るみで水産祭りのイベンドを盛りあげておられた漁業者の皆さん、地元で生まれ育ち、地元に嫁がれたY

さん大変ありがとうございました。 一方的にお世話になるばかりで、私たちの取り組みの結果が皆さ

んにとって直接には意義あるものにならなかったことについてお詫び申し上げます。

しかし、私たちにとっては大変インパクトのある出会いであったことは、この報告にあるとおりです。

「高いレベルでの民主的な自治がここにある」ことが少しは紹介させていただけたのではないでしょう

か。 K町の自治の姿がこの報告書を読んでいただいた方に自らの自治会を見直し、地域の自治の力を高

めたり、 NPOとの連携へのきっかけとなれば幸いです。

最後にそれぞれの今後についての思いを述べて終わります。

稲田．・日本と世界の動きはテレビ、新聞で否応なく分かるのに近所のことが分からない。地域の課題を

見出し解決していくには地域の一体感を醸成するのが良いと思うので、もっとお互いを知るための町内

情報誌の発行を進めたい。また、自治会の持つ可能性と活動の活性化法、 NPOとの協働の可能性を何ら

かの実践を通じて探求していきたい。

伊藤：「K町の皆さんの実践」は、姿形の違う我が地域でも貴菫な先進事例だ。住民の願いや、程度の

差はあろうが地域への愛着を持っていることに変わりはない。一番感じたことは指導者の方々の姿勢。

町民の信頼を得ながら、平衡感覚を持って献身的な活動をされている。研修で感じた感動を初心として

これを忘れないよう心掛ける。

松井：宝もの探しや宝もの作りに奮闘しておられる多くの人々との出会いから「理念と情愛の調和」の

大切さを学びました。

今後は宝ものをわかり易い姿で地域の内外の人々に示す努力に加え、自治・市民活動・ボランティア

等に誰もが円滑に携われるサポートシステム作りにも挑戦したいと思います。

青木：ライフワークとしての「交流」をこれからも続けて行きたい。

上坂：母に頼まれた近所へのお使いを妹に任せてばかりにせず、一緒に行く。地域の回覧版や火の用心

の拍子木を持っていくときポストに入れず玄関まで持っていって手渡しをする。最近行ってなかった地

域の神社にお祭りのときと初詣の時は行く。

-80 -



ネットワーク 夢倉Ij

・ 鬼塚百台

I 
..い

／｀入 . } 
l ¥[ ¥ /r 

野田博子

- r▼ 9 
！ り］グ〗ー、 ／ぷ
ぃ皇

x.-' 

＼ ／  

＼ 
藤田躙属

夏 ，：／』に ／ ＼

＼ヽ ／ 
富増力亘
、”、

-81 -

伊藤孝子



住民の蓼をかなえるまちづくり

地域で“大バカ・小バカのネットワーグ’をプロデュースするには・・・・

成功しているまちづくりはおもしろい？

私たちのグループは、グループ分けの時に“個人の夢の実現”というテーマで集まりま

した。個人の夢の実現では、「おうみ未来塾」の地域プロデューサー養成というテーマにそ

ぐわないので、「個人の夢をかなえるまちづくり」までテーマを広げ、“個人の夢をかなえ

るまちづくりとは、いったいどのようなまちづくりだろうか”というワークショップを行

いました。

その結果、「自分の想いが形になり、夢が実現していく・・・。そこには、必ずおもしろ

さがあり、‘‘おもしろいが連鎖していく”しくみが存在するであろう」という仮説が浮かび

上がってきました。この仮説を元に作成したのが、以下の“おもしろいの連鎖図':です。

連鎖のしくみ

発信元

おもしろいの

連鎖

動かすキーワード

サポートのしくみ

この‘‘おもしろいの連鎖図”の発見によって、私たちのグループ研究は、「おもしろいの

連鎖の仕組み」を見つけだし、自分たちの活動に活かすことに決まりました。

「住民（個人）の夢をかなえるまちづくり」の根底に流れているものを探る……

次に私たちは、“おもしろいの連鎖図”の仮説をもとに、今までに、まちづくりに関して

活躍した人をピックアップして、その活躍の根底にあるであろう「おもしろいの連鎖のし

平、「発信元J、そして、その連鎖をつなげていく（動かす）「キーワードJ、そして連鎖

が広がっていくことの「サポートのしくみ」を探ってみることにしました。

“おもしろいの連鎖図”と、その仕組みの中に、まちづくり活動で言われる“大バカ・

小バカのネットワーク”というものが見えてくるだろうと盛り上がりました。

まずはメンバーおのおのが着目する人をピックアップしました。その中には、静岡での

大道芸ワールドカップを始めた人や、環境活動の写真家、江戸時代の儒教家など幅広い人
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が上がりました。この中から、近江八幡で活躍し、近江兄弟社・近江兄弟社学園の創始者

である「W・M・ヴォーリズ」に関して調べ、“おもしろいの連鎖図”の仮説が実証できる

かを探ってみることにしました。

ひとつのまちをつくった W•M ・ヴォーリズ

アメリカから来た一人の青年であるヴォーリズが、なぜ 10 0年前

に近江八幡で活躍できたのか、近江八幡図書館での書籍調査やインタ

ーネットなどから詳しく探ってみると、私たちが注目した“大バカ・

小バカのネットワーク’'が機能していたことが、浮かび上がってきま

した。

そこでヴォーリズを取り巻く、吉田悦蔵、村田幸一郎、ヴォーりズ

の妻・満喜子などに注目し、吉田悦蔵の書いた「近江の兄弟」を謂ベ

たり、吉田悦蔵の息子・稀夫の妻「ゑひ」さんに聞き取り

調査を行ないました。ヴォーリズ記念館館長の福井さんに C)ねねふはご：，認」でえ闘言悶げ。

は、ヴォーリズ夫人の満喜子さんのことをくわしくヒアリングしました。そのほか、近江

兄弟社学園の事務長の池田さんや、ハートランド推進財団の前田典夫（みちお）さんに、

ヴオーリズの人となりに関する聞き取り調査をおこないました。

西暦 年齢 ヴォーリズの年譜

明治 13年 10月28日、米国カンザス州レブンワースで、父ジョン、母ジュリアの長男として生

-1880 0歳 まれる

カナダのトロントで開かれた学生宣教義勇軍の大会に出席。テイラー女史の講演

-1902 21歳 に感動し、外国伝道への献身を決意する

-1905 25歳 2月2日近江八幡に到着。滋賀県立商業学校（現滋賀県立八幡商業高校）英語科教師となる。

-1907 26歳 2月8日、ヴォーリズ宅にて最初のバイブルクラスを開く

-1908 28歳 京都三条YMCAの一室で、建築設計監督事務所開業（後のヴォーリズ建築事務所）

-1910 30歳 建築家のレスター・チェーピン、吉田悦蔵と3人でヴォーリズ合名会社設立

-1918 37歳 結核療養所「近江療養院」（近江サナトリアム、現ヴォーリズ記念病院）を開設

-1919 38歳 子爵・一柳末徳（ひとつやなぎすえのり）の三女、満喜子と結婚

ヴォーリズ合名会社を解散し、W・M・ヴォーリズ建築事務所と近江セールズ株式

ー192039歳 会社を設立。メンソレータム（現・メンターム）の輸入販売を開始
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11旧大同生命ビル (1925)

設計期間中に関東大震災が起こり、より慎重

な耐震的配慮を加えられてこのビルは完成し

た。華麗なデザインだけでなく、エレベータ

ー、空調などの近代設備を備え、当時屈指の

オフィスビルと言われた。

『A Mustard-Seed in Japan』を出版

昭和 2年

-1927|46歳 軽井沢会の副会長に選出される

53歳 近江ミッションを近江兄弟社と改称

-19341 出版事業部を独立させ湖畔プレス社を設立

日本国籍取得、一柳米来留（ひとつやなぎめれる）と改名。ヴォーリズ建築事務所

-1941160歳 1を一柳建築事務所と改称

-1947170歳 I自伝『失敗者の自叙伝』の草稿を起筆、昭和 32年まで『湖畔の声』に連載

］：：］：： ご：：二：：；；：；：口t江ハ幡の自宅に帰り、療養生活に入る

5月7日、 7年間の無言の病床生活を終えて昇天。 5月 16日、近江ハ幡市民葬

-1964l83歳 に、近江ハ幡兄弟社葬との合同葬となり、遺骨は恒春園に眠る
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上記・ヴォーリズの年譜で確認できるように、

彼の業績はまさにひとつのまちを造ったといえ

るものでした。資料・聞取り調査で明らかになっ

たのは、ヴォーリズの業績を可能にしたのは、彼

を取り巻く人とそのつながり、時系列をおった展

開とひろがりによって、少

しづつ積み上げられてきた

ものといえます。

私たちが着目した“大バ

カ・小バカのネットワーク’'に照らしてみれば、実務面での責任者は

吉田悦蔵で、彼の母は強力なスポンサーであったことから、吉田悦蔵

が‘‘大バカ”と“小バカ”の間に位置する“中パカ”の役割を担って

いたこともわかりました。

吉田悦蔵氏

ヴォーリズは夢を語る人

彼は来日から 20年足らずの間に、 10 0名以上の信奉者（近江ミッションの会員数）を

a 
• 
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得て、企業・病院・図書館・学校など多彩な足場を築きました。しかし、この業績は、ヴ

オーリズひとりによってなされたものではなく、彼の語る夢実現のために実務をこなした

多数の人々のネットワークによるものでした。

近江八幡で始めた布教活動が広がりを見せ始めた矢先、仏教関係者の反発にあい、わず

か2年で教師の職を追われました。しかし、この不遇の時代を乗りこえて活動が少しずつ

広がり大きく花開いていったのは、ヴォーリズの人柄によるところが大きいと思われます。

カリスマ的偉大さではなく、広い視野に基づくあつい信仰心、積極的に仲間を求める人

なつこさ、楽天的な明るさ、徹底的に人を許すやさしさ、大きな包容力、といった彼の人

柄こそ、大きな業績を生んだキーワードでしょう。

その人柄と夢があって、まわりにそれを支える人のネットワークができ、そこに何事に

も必要な「もの」と「かね」の要素が備わることによって、初めて近江八幡での広範囲に

わたるまちづくりが可能になったのではないでしょうか。

望ましい身近なまちづくりりーダーヘのインタピュー・・・・・

ヴォーリズの調査・研究を踏まえて、グループの各メンバーが羞目し現存する望ましい

身近なリーダーにヒアリング調査を行いました。

基本的なヒアリング項目としては、

● 何をしている人か？

● どんなリーダーシップを発揮しているか？

● なぜ自分がいいと思うか？

● 人が寄ってくる理由は？

という内容にしぼり、各メンバーで聞き書きしたことをまとめてみました。

その詳しい内容は、“理想のリーダー”として、この報告書の中にレポートがあります。

夢を形にする‘‘まちづくりリーダー”の条件とは？

望ましいリーダー像の聞き書きを行い、提出されたレポートを元に話し合った結果、以

下のような共通点が見えてきました。

● 自分の目指すものへの明確なイメージがある-
● 話すことが好き（社交性）

● めげない ⇒根気 ⇒継続
● 人への愛、やさしさ

● 人を生かす術（やる気にさせ

る）を知っている

● 組織感覚（実務能力のある人

間を見出す能力）

● 任せきる器量がある
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未来を創り出すヴィジョンが、“おもしろいの連鎖図’'を創りだす！ ！ 

ここまでの活動で調べてきた望ましいリーダー像をもとに話し合った結果、ヒアリング

調査したどんなリーダーも自分が実現したい明確なビジョンを持っている。そして、その

リーダーが“ビジョンと共に発するメッセージ＝情報”を中心に、そのビジョンを実現し

たい人が集まる。リーダーの元に人が寄ってくるのは、そのリーダーが必ず明確なビジョ

ンを持っているためではないか。・・・ということが、おぼろげながら見えてきました。

そこで、私たちネットワーク夢想グループが当初仮説をたてた“おもしろいの連鎖図”

に、‘‘望ましいリーダー像”を当てはめるワークショップを行うことになりました。

生態系に見立てた“おもしろいの連鎖図”の作成

各自の聞き書きレポートを通じて見えてきたものを明らかにするために、ご自身もまち

づくりで活躍されている京都工芸繊維大学の谷口知弘先生を講師にまねいてワークショッ

プを行いました。

まず、‘‘おもしろいの連鎖•発信元・しくみ・サポートのしくみ・動かすキーワード”に

関して、ヴォーリズについて考えてみると、

ヴォーリズ自身が発信元、ヴォーリズを支える信者と八幡商業の卒業生も発信元、自

費で建物（学校・図書館など）を建てる、サポートの連鎖、キリスト教の生活的実践、

神の国の実現、キリスト布教、信仰心、信者、人柄、よりよい明日を目指す、仲間づ

くり、情報誌「湖畔の声」、次の時代の先取り、新しい情報、まちづくりのビジョン

＝夢、人・物・金・情報、人と人柄、サポートの仕組みがお金

などの項目が出てきました。

ここから、こういった項目をわかりやすく並び替えてみると、“発信元と動かすキーワー

ドは近い”つまり、“発信元＝リーダー（人）”、“キーワード＝ピジョン”であることが浮

かび上がってきました。

●ヴォーリズの調査や個人の聞き書きから見えてきたもの

ヴォーリズの事例に見る「サポートするしくみ」とは、ヴォーリズが周りに夢を語って

いったから実現できた、人のネットワークではないだろうか。ネットワークの中心にいた

吉田悦蔵は実務運営のノウハウや資金などの具体的活動をサポートしている。ヴォーリズ

は、リーダーとしてオールマイティでなかったが、周りの人を彼のためならという気にさ

せた。最近のリーダーはカリスマ的というよりコーディネートカが問われるとよく言われ

るように、リーダーは周りの人をその気にさせる未来を創り出すヴィジョンを持っている

こと、人に対する優しさ、任せたら失敗しても受け入れる度量があることが、キーマンと

して一番大事なことのではないだろうか。

-86-



●ヴォーリズの事例に見る“おもしろいの連鎖図”をわかりやすく自然に例える。

ここまでの調査で分かったことを、下記のように対比させて図にして見ました。

太陽（ヴォーリス）……雲←→雨←→木・竹←→大地（土の中、地下茎でつながっている）

（種＝まちづくりに関わる可能性のある人、雨＝情報、芽＝まちづくりに対するこころみ、

大地＝（人 物 金・・・・肥料）、風土＝その土地の持っている潜在的可能性）
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ヴォーリズさんを取り巻く‘‘おもしろいの連鎖図”

“成功しているまちづくり＂に存在する“おもしろいの連鎖図”から見えてくるもの・・・・・・

ヴォーリズの事例における“おもしろいの連鎖図”作成をふまえて、各メンバーがヒア

リングした“望ましいリーダー’'の“おもしろいの連鎖図”をそれぞれ作成しました。当

然ながら各メンバーによって連鎖図に違いはあるものの、全員の“おもしろいの連鎖図”

に共通する特徴が見出せました。それは、“発信元＝リ，ダー（人）”、“キーワード＝ビジ

‘” 
9 99 9··— ヨノ があって、それを受け入れる風土があり、長い時間をかけて連鎖が可能となる、と

いうことです。ここから“おもしろいの連鎖図’'は、時間軸によって生成•発展していく

ことがわかり、「成長する“おもしろいの連鎖図’'紙芝居」を作ってみました。

各メンバーの‘‘おもしろいの連鎖図”と、「成長する“おもしろいの連鎖図’'紙芝居」を

この続きに紹介し、そこから発見した考察を最期にまとめて見ました。
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理想のリーダー・・・今森光彦氏

伊藤孝子

プロフィール

1 9 5 4年大津市生まれ。写真家。子供時代を大津市尾花川ですごす。

競艇場の水際でトンボの孵化を眺めたり、川辺のヨシの茂みでたらい舟に乗ってトンボとりをし

たり、田んぽのため池でゲンゴロウやタガメをつかまえたり、江若鉄道の線路ぎわでオオムラサキ

をみつけたりした少年時代の感動は著作「虫を待つ時間」や「里山の少年」に描かれている。

「自然の絵本」のまちづくり

2 0代から昆虫や身近な自然の写真をとり始め、写真集に「スカラベ」「世界昆虫記」「里山物語」

などがある。東南アジアやアフリカにも、なんども出かけ、ひるがえって日本の特に湖西、仰木地

域の風景に自分の原点を見つけたどいう。その仰木から志賀、高島、マキノにかけての風景を撮っ

た写真集、前記「里山物語」で木村伊兵衛賞、毎日出版文化賞を受賞。

．仰木の里山の一角にアトリエをたてる。そのときまでそこに植えられていたヒノキを伐採し、ク

ヌギやコナラなどの広葉樹を中心とした雑木林にしてしばらくすると、虫や鳥たちの種類がとても

農富になったという。

人手の入らない原生林ではなく、人が生活する場として調和してきた自然の豊かさ、大切さを写

真を通して訴え続けると同時に、里山保全の活動も始めている。

現在、新旭町を舞台とした「自然の絵本」のまちづくりに取り組んでいる。

この企画は、氏が何年も前からあたためていたもので、県下のいくつかの市町村に話を持ちかけ

ていたが、新旭町長、海東氏の賛同を得て3年前から里山ジャンボリーなどの活動を始めている。

1年目は、オカリナ演奏の第一人者、ホソヤミカコ、 2年目は、魔女の宅急便の作者、カドノエ

イコを呼んで、フォーラムを催した。

この活動は、自然をテーマにした絵本の博物館を中心にしたまちおこしを、ねらいとしたもので

ある。科学や童話の専門家を編集委員に迎え、絵本作りに取り組むことで、文化面での知的向上を

図り、活性化につなげたい、そういった活動のプロデュースの役割がしたいという。

この他にも大津市仰木の棚田を環境教育の場にと、里山ミュージアム構想を立てて市に提案した

り、大津駅そばの町家再建にも積極的にかかわっている。

まとめ

聞いていて思ったのは、作りたいものへのイメージが鮮明にあり、過程がきっちりと頭の中にで

きあがっていて、関係者に十分に時間をかけて根気良く説明できる資質が備わっているなあという

こと。もちろん努力や苦労なしにそれが培われたとは思わないけれど、一度働きかけて反応がいま

いちだとすぐ諦めてしまうわが身に引き比べてしまいました。

それと話を聞いていると、不思議と元気付けられること。共感を覚えること。ふっとヴォーリズ

ってこんな人だったんじゃないかと思った。

彼がやることを自分ができるとは（そんな僭越なことは）考えないけど、広める手助けはできる

んじゃないか、彼が大バカなら、自分は小バカの役回りができるんじゃないかと。

いま彼がやろうとしていることに何かの形でかかわれたらいいと思うし、滋賀の町づくりにどう

いう影響を与えていくのか、見守っていきたいと思う。
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理想のリーダー・・・廉田俊二氏

鬼塚 ・孝治

プロフィール

1 9 6 1年 兵庫県姫路市生まれ、中学のときのケガで車イス生活。

地域で重度の障害を持つひとの自立生活を助ける自立生活センター「メインストリーム協会」の

理事長を務める。毎夏、全国から障害を持つ商校生を集め自立生活の合宿体験を行う障害者甲子

園を開催したり、 10万人を集めた明石海峡大橋のオープニングイベント・プリ ッジウォークの

実行委員長を行うなど、多彩な顔とネットワークを持つ車イスの若きリーダー。

テーマは、ーい登がんとなること！

大学時代にヨーロッパー周・野宿の旅に出たり、大阪ー東京60 0キロを車イスで走破し駅のバ

リアフリー化を訴える「Try」をはじめるなど、バリバリの活動家。話をしているととても面白

く、好きなことを自由にやってるけど、肩書きは、重度の障害があり 1人では日常生活が出来ない

人が、地域で生活できるサービスを提供する「メインストリーム協会」の代表。このあたりのギャ

ップが、廉田氏の最大の魅力。その雰囲気に多くの人が彼の周りに集まってくる。

メインストリーム協会の活動は、重度障害者の自立のための介護者探し、家探し、心配する家族

の説得、仕事や生活費の相談、自立生活プログラムの提供サービスなどの他、介護の制度作りや障

害者の人権擁護など多岐にわたっている。

最近は、世の中の障害者観を変えていく活動をしているとのこと。今の日本では、重度の障害の

ある人に対する世間の見方は、「かわいそう」や「世の中のお荷物」という捉え方が本音の部分。し

かしそういう捉え方は実際正しくなくて、環境さえ整ってさえいればもっと幅広く活躍できる人が

いっぱいいる。しかし世の中の制度や仕組みがそうなっていない。今はそのためのモデル作りをし

たり、その必要性の話などをしている。

とりあえずの目標は？と聞くと、障害者でこの地域（西宮）をあふれさすために、地域で自立生

活をする人を増やすこと、これは世の中を変えていくための前段階や、という発言は廉田氏らしい。

活動するうえで大事にしていることは、こういう活動を続けていくためには、みんなが陀ちが人｛

となることで、そのためには、いろんな機会をつかまえて、絶えず話をしているとのこと。

このインタビューで、「どんな人でも、その場にいることによって役割を担っている。役割を担う

のは、責任感を持ってその場にいることなんや。」という、彼にしては今までにない熱い語り口は、

とても記憶に残りました。

まとめ

理想のリーダーとして、たえず私の心の中にあったのが廉田氏でした。今回、夢創グループの

インタビューをきっかけに、普段聞けないいろんな話が聞けました。漠然と感じていた彼の魅力

が、今回おぽろげながら解った気がしました。それは社会に対する明確なアプローチの方法を持

っていながら、そのことを説教くさく話すことなく、普段の何気ない会話の中で、こちらがふと

話したときなどに、普段一番伝えたいと思っていたことを語っていたんだなと、そう感じました。

「いちがんとなる」「役割を担う・創る」「世の中を変える」、今回のインタビューは、自分が求め

ていた答え探しのインタビューであったと思いました。

-90 -



鳳万―`:、[禎‘¥、心『店
＄和t I ¥¥百電
＜S暴雫セ 1芯
拉百： § I 
出 c さ̀怠 I.I 
こ→ ／： 

芯万
J - 0 ° ぐ＼功

讐゜＼ご：ロ

戸 1-]言］：丘

／／口＼＼9,こ：9／]:
¥ ¥, ----―̀ 違六ギ9ヽ 、` ＼ご：炉＼O ＝ーら亀疇臼｀

＼ ＼〉，＼文~< ·~' . ((vi.\ \`̀ —•~·=•"· 

＼
 

,z¥̀
 
ゞ
'
f
f
J斗
X
$
‘
)

＼
な
ぃ
へ

7

．．
 
疇
＼
ー
・

..-9 1 -



はじめ

理想のリーダー・・・中村 元 氏

南部厚志

プロフィール

1 9 5 6年 三重県嬉野町生まれ、鳥羽水族館副館長、国立三重大学非常勤講師

自らを「地球流民」と名のる

＊地球流民（るみん）・・・ビーチサイドバーのジンに青い地球を透かし、ビアノバーでスコッチをかたむけな

がら地球の未来を考える、ちょっと不健全な地球市民。

市民参加のまちづくりが好き

ほとんど道楽の世界で、「伊勢志摩NPOネットワークの会」の会長とか、まちづくり塾「でもく

らしちずん」を仲間たちと主宰している。昔は、青年会議所でウルトラマンのごとく頑張った。

今は、弱くてもいいから毎日みんなで頑張る「ウルトラ警備隊」を作ろうと思い立った。

力まかせのまちづくりもいいけれど、みんなでゆっくりとやるまちづくりも成果が上がる。地域

主権で必要なのは、市民・行政・企業がそれぞれの力を発揮して、未来の公共心を育てていくこと。

愉快で、苦しくて、ワクワクする、そんなまちづくりを、みんなと一緒にやっていきたい。

まちづくりって、マジでやると結構苦しいし、時間もお金も食うし、ちょっと有名になると次か

ら次へと頼まれるし、陰じゃどっかで嫌われたりもするし、大変ではあるのだけれど、それがワク

ワクするし、 ドキドキするし、ボクの人生を満足させるには、お金や名誉よりもはるかに価値のあ

るもので、これはもう、‘‘道楽”としかいいようがない世界ですね。

そして、そんな道楽仲間といる時間は、世代を越えてとても楽しい時間です。

自分ができることはしようと思った。これって、デモクラシーの基本だと思う。「個人でできるこ

とは個人でする、個人でできないことをコミュニティーでする。」から始まって、そこからコミュニ

ティー→市→県→国と小さい単位が常に主になる。早い話が、一番最初の個人はもちろんのこと、

コミュニティーの部分までは、ボクたちがしなくちゃならんわけです。それをお上に頼ること自体

がすでに間違っている。

だいたい、市民参加だとか市民主導だとか、行政と市民そして企業との協働だなんて言われてい

る時代だから、市民の中にこそ社会活動家がいるべきなんですね。

まとめ

僕が「中村元氏」に理想のリーダー像を見たのは、まちづくりを本当に楽しむ心の余裕の中で「道

楽」と言い切ってしまう姿勢にあります。かって中村氏は、ウルトラマンのごとく青年会議所運動

にまい進してこられましたが、正義の味方のウルトラマンは、ウルトラ警備隊がいたからこそ、や

っと正義が守られたとも話してくださいました。まさしく僕が思う「大バカの周りに小バカが集ま

るまちづくり」と共通であると感じました。中村氏の著書の一説に「めだかたちのデモクラシー」

「ニワトリたちのデモクラシー」「サンタクロースはやめられない」などがあり、これからのまちづ

くりには、生活者が自然体で活動する積極姿勢が必要なことを面白く、わかりやすく表現されてい

ます。中村氏の考え方は、まちづくりと言うより「まち育て」と表現した方が適当なくらい自然体

であります。
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理想のリーダー・・• O'. Tさん
森口和彦

プロフィール

職業：配置売薬、農業

昭和15年5月11日辰年生まれ。県立高校を卒業して、家業の配置売薬に勤める。

若い頃は、遊び人で友達と麻雀や賭事をやったり、深夜の午前様も相当あったようである。

挨拶もろくにしなくて、風評や風聞も必ずしも良くはなかった。

ところがそんな彼が、少しずつ変化を見せ始めたのは、結婚して子供ができてからのようである。

本業である薬業会の会合には、消極的で参加も少なかったとのことであるが、若さで熱が入って

いなかったからと思われる。

「どうやな、みなさん」みんなと共に歩むまちづくり

注目すべきは、彼の地域でのその後の活躍である。

彼の積極的なリーダーシップが発揮されたのは、彼の広い知識と才能によるものである。

例えば、洗濯機のモーターを取り外して足踏み式の豆の脱穀機に取り付けて、貸して欲しい人が

あれば、無償で貸与していた。

社会全体が生活や暮らしにゆとりや豊かさが生まれ始めた頃で、これまで隣組で旅行など思い

も寄らない頃、隣組の旅行を言い出じた。「どうやな、みんなで3万円もあればできるやろ。一日

旅行でもしようやないかな？」と。あたりの軟らかいソフトで暖かみのあるお誘いである。

奉仕作業における草刈り機のはなしは、彼の人柄と人物像を端的に表明する話である。

当時、田圃を持つ家にようやく草刈り機が普及し始めた頃で、地域の草刈り奉仕作業は、当時は

まだまだ鎌が一般的且つ当たり前であったお。草刈り機械のある家でも、地域の人足作業となる

と、「鎌」を持っての出役である。組内は農家の家が多く、彼はそうした地域での作業の手法に大

いに疑問を抱いていたようなのであった。

「わしも出すさかい、奉仕作業の時くらい草刈り機のある家は持っていたらどないやな？」

「どうやな！みなさん！」

彼の『自分も出すから』との私心のない言葉で、皆が持ち寄ると決まった。

組内の班長が当番で若手になった時、米輸入反対の要望はがきを大臣宛に書く話が出た。紐内

の長老が自分で書いとけと若者を揺さぶった。

彼はそこですかさず言い出した。「そんなことぐらい、みんなで書いてやったらどないやな！」も

ちろん、その場で書き始めたのは言うまでもない。

まとめ

．時代を見据えた地域像のありようを、誰よりも先駆けて、誰よりも公平公正にあるべき姿に塗

り替えた人物である。彼は決して一人歩きすることなく、みんなの意見を聞く姿勢を必ず示して

いる。

みんなが気がついても言い出せないとか、人のやっかみや意地悪にもフェアな目でものを見て、

巧みな言い回しで誤解や妬みを悟りに導かず巷にいるタイプの、しかし底力のある人なのである。
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住民の夢をかなえるまちづくり“おもしろいの連鎖図’'紙芝居

まちづくりのタネは、まだ眠っている ・・・

ヴィジョンを持つ者（人々）が現れ ・・・

ゥわらン
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ヴィジョンをみんなに語りかけ・・・

情
報

まちづくりの芽が伸ぴ始め・・・

情
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風土に根づき成長していき ・・・・

中には枯れるものもあるが ．．．

ぉワ、1空亘ン
も／‘

尻天
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「“おもしろいの連鎖図’'紙芝居」から浮かび上がる連鎖のしくみ

私たちのグループ研究は、「自分の想いが形になり、夢が実現していく・・・ 。そこには、

必ずおもしろさがあり、“おもしろいが連鎖していく”しくみが存在するであろう」という

仮説から、‘‘おもしろいの連鎖図”を発見し、その中に存在する「おもしろいの連鎖の仕組

み」を見つけだし自分たちの活動に活かすことを目的にはじまりました。研究を進めてき

た結果、‘‘おもしろいの連鎖図”で想定した‘‘発信元”、は“リーダー（人）”であり、二立2

ーワード＂は、“未来を創り出すヴィジョン＂であろうということが確認できました。

「サポートするしくみ」は、リーダーの語る夢の世界を実現したいと思った“人のネッ

トワーク”であったと思います。そのネットワークがあって、はじめて夢＝ヴィジョンを

現実にする“お金とモノ’'も生まれてきます。この目的を持った“人のネ ットワーク”が

構築できて、最初は夢として語られていたことが、目の前の現実になると想定できます。

“人のネットワーク”に参加する人達にとって、最初は夢として語られていたことが現

実となる、このことがとても面白いのだと思います。そして、一つの夢が達成されること

によって、さらに人が集り、より大きな広がりをもったネットワークができ、次のモノが

生み出されてくる。これが‘‘おもしろいの連墾のしくみ”ではないでしょうか？

“おもしろいの連鎖図＂を使って始めるまちづくり

私たちが暮らしている、それぞれの風土にまちづくりのタネは眠っています。誰かが問

題意識に目覚め、行動を起こそうとするときに、わかりやすく人に伝えるためのヴィジョ

ンが生まれ、次にそれを人に話し少しずつ伝えていく 。つまり情報の発信です。必要なの

は、根気や努力と、無駄と思わずにいろんな方法を試すこと。こうして共感する人が増え

ていけば、ネットワークが芽生え金やモノのサポートを得て、ネットワークシステムが構

築される。その結果ヴィジョンの花が咲き、その実はまた新たなまちづくりの肥料になっ

ていく 。

大切なのは、“おもしろいの連鎖図”の、すべての条件が最初から整っていなければダメ

ということではなく、自分たちの活動で足りないのはどこか、を考え補強していくことが

できるということです。けっして、突出したリーダーがいなくてもいい。リーダーがしつ

かりしていなければ、その部分をおぎなえる人材を・・・・ 。金がなければスポンサーや、

助成金申請、あるいはフリマやバザーでもやってみる。大事なのはヴィジョンを伝える努

カ、ロベタならおしゃべりさんを引きこむ。大切なのは、同じ“ヴィジョン＝夢”を実現

したいという人のネットワーク、短所をみないで長所を生かす仲間作りだと思います。

そうして出来た“大バカ・小バカのネ ットワーク”を“おもしろいの連鎖図”という形

にあてはめて動かしていくと、決して突出したリーダーがいなくても、まちづくりは可能

ではないでしょうか？大事なのは、みんなで創るしくみ！づくり。つまり、誰でも動かせ

るまちづくりのネットワーク・・・・・私たちのグループは、この 1年間の研究で見つけ

たこのノウハウを活かして、まちづくりの実践をしていきたいと思います。
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個人のページ

～それぞれのおもい～
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写真or似顔絵 No. 氏名

青木伸子
ー

グループ名

敬天愛人班

天を敬い、人を愛する心

入塾にあたって

下記に記す

卒塾にあたって

下記に記す

入塾時にあたって～卒塾を迎えて

2年前、「ボランティア・コーディネーターを目指して」というタイトルの応募動機作

文を書いた。そこには、仕事でも、生活でも興味を持っているマイテーマ「交流」につ

いて書いた。 その頃は、まだ、 NPOのことも知らなかった。市民活動にどんなものが

あるかも知らなかった。ネットワークセンターのことも知らなかった。初年度は「おと

なしい青木さん」というイメージをもった方も多かったと思う。自分でも、何をしゃべ

ったらいいのか、さっぱりわからないまま、研修が終わっていった。でも、徐々に慣れて

いった。人の顔と名前が一致して、家のことや仕事のこと、住んでる所のことなど、研修

を重ねるたびにみんなを知っていった。そして、しゃべれるようになっていった。

未来塾で様々な先生に出会った。理論だけではなく、実践的な研修にいつもあっとい

う間に時間が過ぎていった。プレゼンの方法や仲間を作る方法、合意形成の方法、町づく

りの考え方、どれをとっても、未来塾だけでは終わらないものでした。

2年目は敬天愛人班で「まちづくり」を研究することができた。 5人の仲間と担当の川

勝さん、ほとんど毎週水曜日の夜に集まってたくさん話した。北山田の方には町内会に

ついて教えてもらった。水産祭りや農業者宅の訪問、老人会見学など温かく迎えてもら

った。

幡さんにメルマガの登録を教えてもらった。困ったことがあったら「永野さん流考え

方」に立った。伊藤さんと一緒に老上小学校へ地域協働学校の見学へ行った。川勝さん

にバソコンがウイルスにやられた時お世話になった。こんなにもパソコンが使えるよう

になったのも未来塾のおかげです。飲みにケーションも楽しみました。

最初に描いていた自分のイメージにぴったりくる「CS神戸」も知った。いろんな人と

いっぱい交流できた。

まだまだ入り口にいる私ですが、これからも興味を広げ、仲間を広げ、実践の機会を

作ります。
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写真or 似顔絵 氏名

伊 藤 正 則 .
3
 ゚

z
 

グループ名

敬 天 愛 人
入塾時の思い

卒塾にあたって

・当時の思い： それまでの仕事を通して、ボランティア、市民活動なるものを見聞きしてきたが、よ

く理解できないため、その実際と組織運営のノウハウ、又、諸外国での歴史・実態等を学

びたいとの衝動から申し込み、みなさん方の仲間入りをさせていただいた。

卒塾にあたって： 新しい世紀になり、早 1年余、景気回復の機運は未だ見えない。加えて少子高

齢化が加速する我が日本国。閉塞感漂い、明るい展望が見えてこない。その中で自覚ある

市民が様々な分野で自立していこうとしている。この現象は社会を変えていく原動力の一

翼を担っていくと実感している。

2年間、研修の機会に恵まれ、キャラクターをたくさん持ったみなさん方と一緒になっ

て、今までとは違った経験をさせてもらったことに感謝し、これから地域で地道な市民活

動を実践していく思いを強くしている。

塾生のみなさんもこれから多方面で活動されていくであろうが、絆を大切にし、実践を

通して交流を深めていけたらと思っている。

お世話いただいた皆様方に厚くお礼申し上げます。

ありがとうございました。
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写真or 似顔絵 I氏名
稲 田 秀 明

NO4 • 

グループ名
敬天愛人

c 
I 

入塾時の思い

下記の前半

ヽ
卒塾にあたって

下記の後半

塾生応募にあたっての抱負

今後取り組みたいと考える活動

1 地方分権の第一うウンドとして地方自治法の大改正が行われた。そこで、住民の自己決定権の拡大を支え

る市職員のあり方を構想したい。

2 人々がそれぞれの思いに忠実に行う多様な諸活動が花開くための環境はどうあるべきか、また、どう作る

か構想したい。

3 行政の仕事はあらゆる分野に広がっているが、人々の多様性を最大限に尊重する立場から思い切ったリス

トラを構想したい。

4 このリストうの実践過程と人々の多様な諸活動との「からみ」を構想したい。

その理由、動機

①ここ数年来、仕事の面でも同僚との関係でも、また、私生活の過ごし方も自然体で生き生きと自分の思

いに忠実に気持ちよくやってこられたと思う。それまでの人生でいかに沢山のどうでも良いことにこだわり勿体

ない日々を送ってきたか。もはや51歳になってしまったがこれからの人生しっかり生きたい。

②「全体の奉仕者」である私は草津市民がよりよい人生を歩むために出来るだけのことをするのが仕事

だ。就職（昭和46年）以来の私と私の家族の生活は草津市民の懐で支えられてきたが合計いくらになろうか。

草津市民にとって私を雇って良かったと思われる存在でありたい。

③自分の経験を引き延ばし考えると、「人々がそれぞれの思いに忠実に行う多様な諸活動が花開く」こと

こそが最高の価値であり、それを阻害する制度や行政の諸活動は排除され、保証するものは擁護されなけれ

ばならないとかんがえる。

卒塾にあたっての抱負

1.「住民の自己決定権」などと定義不能かつ無意味な言葉を、今から見ると「格好悪く」使った自分が恥ずか

しい。取り消したい。他の項にもあるが、塾生に合格するための受けねらいの作戦やったかな？

2. やろうと思えばできる環境が今の時代にはある。多様性の発揮はいいのだけどまとめはむつかしそう。構

想はできるか？これからも考えていく。

3. 4.行政の分野をかなり減らせるだろうが、後戻りと受け止められたのでは不可能だ。住民自治をどこま

で深められるかがポイント？実践しながら考えていきたい。

①塾生の皆さんとの歩みは結構いい経験が重ねられておもしろかった。「いい年してこの人は何や！」とお

叱りの皆さんには申し訳なかった。「なにせおくて（晩成）なもので」と、これからも恥をかき捨てていく。この2

年間も結構充実していた。本も読めたし、段々よくなる法華の太鼓。

②帳尻を合わせるには残りの時間が少ないので、もっと加速度を上げていかないとだめ。

③当時ぞっこんだったある構造主義生物学者の影響だ。その後、原理、理念で動くと「ろくなことにはならな

い」と学んだ。人間はいいところばかりの存在でも、悪いばかりでもなし。

運営委員の先生方、ネットワークセンタてQみなさん、塾生のみなさんありがとうございました。
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写真or 似顔絵

／．庫扇屠

買

氏名

臭村恵靖｝
グループ名 ム、＼ ＼ ＼ヽじ＇

.
5
 ゚

z
 

入塾時の思い
云十町竺）4 q 7゜ロデとーサー左品文｀｀，1 • と心和．
大笈豆呼と緊涙があ1,シ砂Iコl211ifし芦

笥蒋竺了豆在ダIJ. ',5 砂舛f閏 Iュ支之ぶに名 2~
まし芦、-L..¥1いじA..Jの一反であ辛二とを認知 rュ忍ぅ

言グ廿'9皇人芦ll ：：の履万？＂

日ェ応,t-;_['口「5ク（）蓄車忍

lfっ勺 Lp.7,(_リヒ似がしlず

虞い）］ハ生ぎ核］苫見立 I)

上に生を：考の／叩間tり．）て

鯰ば←1喜左久切にし］ ］ 

但阿信人にあっパ

入［な直虞こ II戸］

ク＼き文切に生竺て口J9 

也、{9玄約ガし／／足忍尊シこ‘で
こへ印四の三口ょ戸口

-106 -



名前 鬼塚 孝治
0

6

 

z
 

グループ名 ネットワーク夢想

入塾時の想い

まちづくりプロデューサーになるための知識とノウハ

ウを身につけたくて

卒塾にあたって

みらい塾の在塾期間に、いろんな経験をし失敗も含めて

貴重なときを共有することができました。これからも、

ここで得たものを活かして、自分の夢を切り開いていき

たいと思います。

た
と
え
寝
た
き

由
に
旅
行
の
で

た
い
！

::i 
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氏名 こるさウ‘ e * 2 
上tr~杞｀条合う

NO. 

7 
グループ名 店ダ天碇人 £‘l王
入塾時の思い

れ^ ね‘t‘‘得まれば‘‘1oJゥ‘て＇’ぎ釦げた‘ぁ o

くらしやすくな` るのかね＇ょ。

卒塾にあたって

でものわめ［：：（J.,.-t-Aがおもヽ 9..J

が` 大tヮt'''fわ 9‘‘、名よ和ょ‘'9苔t，^ た＇‘！!
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写真 or 似願絵

<(• ( 

"‘‘‘ 

口灯在”’
グループ名

<‘‘‘` じ
入熟時の息い

NO. 

,・./rmt#'I 8 

兄鳴初しにや舷迄阜．K
芹げ 1/ 1^ い加入生

卒塾にあたって

＜、‘-い戸噂知於之：償｀く鵡
たド7..-1、Jー叩惰 4店 1内｝

少oo年、fJ塾和子印、臼が松~Iベ
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か及¢ポ沿l貌 ・4年詞i向応
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写真or 似顔絵

ロープ否叶ま降1N:5
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入塾時の思い払叫知舷砂1̂°思
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写真or 似顔絵 氏名 NO. 

なが‘の （式咤雨池~) 11 
グループ名 ＜ 

＼） し＼じ‘
入塾時の思い

ょ因ーしやる‘そ‘'位を•?
卒塾にあたって

は、あ .~ 
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2. 堂大‘ジ｀ロー0¥~食肢ヵ9翫<. (蒐浚さん褪蒻）
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5. ~ーム(\°ージぽで作っちゃっt::.!
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写真or 似顔絵 氏名

］［  ＇＼切杏尼
グループ名
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入塾時の思い

NO. 
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← ）伝•--.. I 

声も体も態度も大きい南部です。

名前 南部厚志
No 

13 

グループ名 ネットワーク夢想

入塾時の想い

生活者主体のまちづくりを実現するために、ネットワー

クづくりの手法を身に付けたいと思った。

卒塾にあたって

途中自らの選挙なども有り、参加できない事が多かった

が、多くのまちづくりを目指す仲間と知り合い、夢を持

ち、夢に向かう事の大切さを再認識できた。

こほく夢デザイン

自分たちのまちは 自分たちが自然体でつくる

生活者全員で取り組むまち育てを実現するぞ
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写真or 似顔絵
氏名 幡 郁枝 （はたいくえ）

グループ名 くいいじ
入塾時の思い

NO. 

14 

未来邸に参加したとき、どちらかというと傍観者的な感徽でし
t、-n ここで知った人や情報を什事に侍ってやろう、
ネットワークを広げよう、という色気だけでn

卒塾にあたって

でも、食をテーマに決めた時から、どんどん自分が「くいいじ l
S「し‘

ましたn

「くいいじ」に関わっているうちに自分自身の大きな方向性まで

見出すことができました。

これから、発酵食ライターとして、お酒のこと、味噌のこと、

その他の発酵食品や、それを作る人、食べる人、食べさせる人のことなど、

面白いことを追求して書いていきたいと思います。

2002年3月、利き酒師の試験を受けます。

食に関するモノを書く仕事 (WEB・チラシ・パンフレット）や企画なら私まで！

--------------------••一-------------------------------------------------------------····----------
私の参加している、情報NPO紹介です。応援よろしくお願いいたします。

Iびぃめ～るの活動I
県内全域に在住する 20代～40代女性ネットワークで、滋賀の女性がステキに

GENKIに暮らすため＆一歩を踏み出すきっかけを作るための情報を各種媒体

にて発信中。

・フリーペーバー「ぴぃめ～る」発行（無料・隔月 B5版12P・県内全域2万部）

・インターネットホームページの運営 http://www.biwako.ne.jp/~bmail/ 

•週刊メールマガジン＆iモードにて地域情報を配信

•各種セミナー・イベントの主催 （パソコンセミナー、フリーマーケット等）

・『滋賀でステキに暮らす本』 1999年9月発行 ※滋賀県書籍売上週間BEST2 

・『子どもとでかける滋賀遊び場ガイド』（メイツ出版）2001年4月発行

・『水となかよく遊ぶ本』 2001年 7月発行

Iびぃめ～る企画室I
〒520-3022滋賀県栗東市上鈎 116-2車整協ピル2F

TEL.077・554・1774 FAX.077-554・1792 URL. http://www.biwako.ne.jp/~bmail/ 

l見て聞いて参加する情報発信番組1

＊毎週月曜 18:00～びわこ放送ぶるるぶびわこ「マンディ・マムディ」＊

女毎週火曜日びわこ放送12:00~「レディースチャンネル Lっち。」＊

＊女女毎週木曜日 FM滋賀9:00~「びいめ～るからの耳寄．り情報」＊＊＊

瓶面·メルマガ •H Pバナーなど 広告募集中汀
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写真 or 似顔絵 氏名 NO. 
馬場和 15 

グループ名
くいいじ

入塾時の思い

市民活動って、なんだろう？

一体、どんな思いで、なにをやっているのだろう？

卒塾にあたって

ひょんなことから、市民活動に関わることになりました。

多くの人に出逢いました。

多くの活動を知りました。

多くの思いを感じました。

NPO、ミッション、ボランティア、……たくさんの耳慣れない言葉が、いきかう仕事場です。

未来塾に入れば、そんな話が理解できるかもと思っていたのが2年前でした。

2年間活動してきて、その実態はよくわかりませんでした。

しかし、県内で多くの人々が、たくさんの思いを持って、さまざまな活動を行っていることを

知りました。

2期生のみんなと「まちづくりって？」、「これから大切にすることは？」

「地域にとって大事なことは？」など、多くの時間をかけて、たくさんのお酒を飲んで語り合

いました。貴重な思い出です。

多くの思いをどう形にしていくか、これからです。

草津のバンバもこれからがんばります。
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写真or 似顔絵 氏名 NO. 
藤田員治 16 

グループ名 ネットワ→夢創

入塾時の思い

彦根に市民活動センターをつくりたいな一

卒塾にあたって

未来塾のみなさんこれからもよろしくお願いします。

僕にとっての未来塾（この二年を振り返って）

一年目・・・滋賀県内でいろいろなことをしてみたい、自分の住んでいるまちを楽しいものにしたいな

どいろいろな想いを持つ人達と出会い、語り、飲み、いろいろな場所に行き楽しく時が過ぎていった。僕の

将来に大きな大きな影響を与えてもらった。

二年目・・・前半は、なかなか一歩目が踏み出せず、模索する時期が続いた。ヴォーリズを調べた。今

も強く八幡のまちに残っているまちづくりの痕跡と想いが伝わり、大いに参考になった。

この二年間させてもらったこと・・・彦根エコフェスタ 20 0 0と20 0 1、公開討論会（参院選と衆院

選）、市民活動屋台村イン彦根、夜楽のお手伝い、首相公選の会 滋賀大会、「芹川 BOOK」の編集、エコエ

コ自転車まちつくり委員会委員、男女参画広報誌「かけはし」編集委員、ユニバーサル歩道ネットワーク構

想検討懇話会委員及びワークショップ委員、 20 0 2年度ひこねコミニティーステーション副代表、湖国 21

紀記念事業クロージング「はじまり宣言」

これから取り組みたいこと...いろいろ見させて頂き、会議というものが本当に楽しく有意義に行わ

れているのかと疑問をもっている、まちに関わる人は当然のことながら、仕事を持っている、そして職場で

の会議の仕方がある、その微妙なずれが原因だと考えている。だから、会議のルールを考え実行していけれ

ばと考えています。

次に、地域の催物のお手伝いをする学生サークル（若者サークル）を立ち上げたいと考えています。
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写真or 似顔絵
氏名上ーヘ 吐ー哀で

グループ名くいし、 L—
入塾時の思い

NO. 

17 

工
哀ヽヒ、心が心砂oo.. 

こって やれ

遠氾ハ詞Fl，沙）さし］ミ

「食」（3r/¥.Jの下に r料ヒ噌さ呑ぅ。阻知下が知，

和朽苔粒濠紅rぶ｀ぶ言某さ疇知t,,t、し匹詑ん。
砂墾後和—与I砕紅｛弔農ゎ・た一与紐0~のぼ和‘`
叫如は一与在＇叫茨知心チし唸t心これ 1心函

呼性直恥也与tい寺専和rd'心沖知呵。村＇な和ヒ

しまし1はタジ` ？ジ＇し湘°四 o知心へもあ‘許し下Zヽ,o

叫船砂紐渭壼てほや嘘o荏＂‘̀d:疇（式
持lくね’和炒↑ふ↑：：叩＇秤` ，`巴うゃら命託詞・。裸＆べ乞もの・
的叫き匂沙

叩恥応砂箪知和さ。可疇巧！＝入磁

心いずれ;,r-1＼＇碕如免砂：：・大認如泰少

ふ判•囃如昂l淑咲迂愈·応啜糧遺峠0
吋知総燐此．心％薗和3•

却＼＂少ぶ＇心ぽ。
キ｛て

｀も叩｀ょ瞑羹知］｀
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写真or 似顔絵 氏名 至、ユ
叶衣仁

NO. 

＾ 

1公
グルーテ否― 筍文永、 愛 J¥. 
入塾時の思い

下；このとお／）
卒塾にあたって

了 ••・＇．．一¢;］と｝り
／入荏叶の（＇息、、

賛む1ち[1.9 :O4清い地域脅冴、（恥n)が加・

幻恥砂遺）/,如，：んび禾吋Lぃものを是非鱈む和｀

乎グ育て1てヽ ．ヽ目令迂イ`ょ／）ヽヽ7そう寿くりしあ〈 L1’‘‘ 、、、、.、.,

騎逹の1らを見っh直し再発見する：とに1り匂分、むiらを

誇＇）に思、、愛 1ら火1寺0‘・譲応 4liす，

囚） f1足、、かり幻遺しゃ名b外i乍 9)0し各地で盛んに行リわ

llして 1、1 す。

lかし和、 9‘・｛主も判び知"11、：の‘まものへの丸付、1がiiし、のが文態汀．

：い‘名bの‘tゎ□ふ名で地戚の内外り人々に示し忠心して
誇4＼み兒3氏っ` 〈`りへ<1)t、／卜を1叉るしとも蒻ぃ入登Liし［,.

よ卒塾に当って

虹り採しゃ史• も~,,乍）に奮闘しておりり夕〈の人々と叶冷ぃ

がりり鯰け青愛パ）月和」の入畑さと‘手しばし r~.

今り麦 11.宝ものtわ E) 易ぃ苓て＂如知 lり外 0人？ I : 示す努力,~

加t匂盆 市民”/J、ポぅンティア等r、誼もが月滑に関わ口

サポ寸システム作りにも1兆浮＼‘しfくいと足ぃiす．

クラェ忍t近江

PRt少？ ／／ 
＇` テレビ版「元^‘--

几直芦の呈もの好評誼映中！！
毎週月昭午後6時55分は、

テレビ版で1 閃悶言言工の魅力を
おとどけします。
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写真or 似顔絵 氏名

松田 由枝

グループ名

ふれあいヴィレジ夢番地

入塾時の思い

「未来塾」ってどんな所だろう？
地元で何かできるかな…

卒塾にあたって

アッという間の この1年間でしだ！ ！ 

NO. 

19 

素敵な人との出逢いが、私の宝になりましだ！ ！ ！ 

一年目、面白そうだと申し込んだものの、何をどうしだらいいのか分からす、右往左往

県下各地から集まった27名の塾生は、ユニークな活動歴を持つ個性派揃い！ ！ 

私にはどんな活動があったかと、少し、かなり 不安が広がる・・・

月に1回の集まりでは他の塾生との触れ合いが少なかった、かな・・・

研修で聞く講師のお話しは、行政との関わりの中で活動されているようで

今の自分にとっては、レベルカ遭いすぎるような…

「活動の輪が自然に、次から次にと広がっていった」と

言われだ阿部美智子さんの話しが、一番身近に感じられた

でも普段直接聞くことのできない方たちのお話しを たくさん聞くことができた

富増さんの工房での作品作りは、とっても楽しかった いい色に仕上がった お世話になりました

2年目、グループ活動が始まる

グループ分け、だれと、どんなテーマで••…難しい選択

「子ども達のだめに」その視点でいいのか？ 厳しい指摘

ます、地域で活動されている人だちから直接話しを聞くことに

カワセミ自然の会、大津フリースりーJI,、 CASN、子どもネットりーり切りー天気村・・・

だくさんの人に出会い、いろいろな体験をさせてもらった、おもしろかった

子ども達も いろいろな事を体験して、自分の身体を通して

自然の素請らしさや生きることのおもしろさを 感じてほしい

卒塾までにかたちのあるものを つくることはできなかっだけれど

このグループ研究で培ったものは 広げていきたい

私も カワセミ自然の会を通して子ども達といっしょに 自然のふしきを発見していきたい

そして 子ども達に関わる活動をしているグループのネットワークづくりができたらいいな•… ••

最後になりましだが事務局の皆さん、とくに川勝さん、福田さん、

わがままな私たちの活動につきあってくださり 本当にありがとうございました！ ！ 

これからも よろしくお願いします！ ！ ！ 
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写真or似顔絵 氏名

宮本敏彦

グループ名

ふれあいヴィレッジ夢番地

入塾時の思い

NO. 

20 

今考えると、やたらわくわくしていたことが印象に残って

いる

卒塾にあたって

入塾からはや2年間が過ぎようとして、あっという間の

印象だけれど、楽しく貴重な経験を得られた。

私が未来塾に応募した動機を今から振り返ってみると、地球温暖化やオゾンホールなどにみられる環境

破壊の進行と、それに関連して今後の農業に興味があって参加した。その基には、自分達の子どもの世代

から孫の世代その先の世代へと繋がっていくのだろうかといった危惧を抱かせる事例があちこちで報告さ

れている現実があっての事でした。そんな気持ちの一方で、新聞やテレビで子どもへの虐待、いじめ、

自殺といったニュースを見聞きするたびに、よく言われる言葉で「社会の歪みは、立場の弱い物のところ

にしわ寄せがくる」とは、由々しい問題だけどこれが現実なのかと。確かに環境破壊も身近で、さし迫っ

た重大な問題として扱われるべきだが、今の子どもたちが大人への発育の過程で、保証され整っているべ

き環境や条件が、著しく失われつつある現実を感じるにつれ、何かできないだろうかという思いを徐々に、

感じるようになっていった。

そんな事もあってか、子ども達の話や仕草を注意して見ていると、笑いを誘うような事をするかと思え

ば、大人もびっくりしてしまうような事をいったりと見飽きる事がないくらいであるが、とかく近所でよ

く見かけるガミガミと子どもを叱りつける母親を見ていると、子どものおもしろさに気づかずに損をして

いるなぁと思えてくる。それと最近気づいたことに、最近の子どもかぁ～と考えていると、いつのまにか

今の自分の生活全般から遡って、子どもの頃の出来事などが重なってきて、結局最初の話が何処かに行っ

てしまうことがある。集中力がないというか、チャランポランというか。いずれにしても、子どもと向き

合おうとしてみると、なぜか「今の自分はどうなんだろうか」とか「自分の小さかった頃はどうだったろ

う」と自分自身のこれまでの生き方に帰ってくる様な気がする。だからなおさら感じるのかもしれないけ

れど、子ども達の屈託のない表情と、今の社会が抱える様々な問題を思い比べると、やるせない気分にな

ってしまう。

最後に、この分野では遅れている湖北から参加して、何かにつけて新鮮に感じた 2年間で、楽しかった

と同時に市民活動を維持運営していく事の大切さと大変さを垣間見ることが出来た。
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写真or 似顔絵 氏名 NO. 

グループ名

入塾時の思い

卒塾にあたって

森口和彦

ネットワ→夢創

入った！これで何もかも夢がかなう！

いつまでも、昨日の私ではない。

ここらでひとつやるか！

出る？これまでかいな？

これからですで？

21 

-¥}/ 
まわりには、知恵の輪だけがぼんやり・・・

なにかをやる！

何かをやるなんてことは、生きてる私達の持つ古来からの夢です。

いつもやった人のことは、大変な評価をしている私達ですが、いざとなると、私達の周辺には、

そんな偉人は皆無であるかのような立ち振る舞いをしでかして、私達自身で夢をぶち壊しては

いないだろうかと、ふと、いつも感じているのです。

私達はいつも小さな人間ですが、或る時は雄雄しくなり、又或る時は悲しみに涙を誘うよう

な愛らしい人間です。

そんな私達が何かをやろうとした時に、大きくものをいうのが心と心の繋がりです。

キリストが、 1 2人の弟子を従えていた時に、布教に出掛ける彼らに次の言葉を言って送り出

したというのです。

「人の心を打ちなさい。そして、あなた達は、人の見えないところでもいいことをしなさい。」

私達は、本当に生きる原点をいつのまにか見失い、心のそこから人を敬い、信じ会い、活かし

会う心根を置き去りにはしてきてはいないだろうか？

優越感は、私達がいつも陥りやすい排他的な自我の葛藤ではあるけれど、劣等感は、私達がい

つも陥りやすい独善的な自我の葛藤でもあるけれど、私達はいつもそこに迷う人を救う手立て

もなく、自立を願うしか手立てが無いのが現実である。

私達は、いったい誰を相手にこの世に生きているのか？

少なくとも自分の周りのお気に入りの相手だけでは無かろうにと、思う時、自分の知らない世

界の人達がそこにいることを知っているのだろうかと自問する。

それが自分の活路でもあり、相手の活路でもあることを痛切にわかりかけてきたのだけれど、

通じ合うものが無ければ、それはそれまでの世界である。

まさに、ベートーベンが高名なモーツアルトの前でピアノの演奏をしたたった一度の生涯の出

会いであっても、何の感動も無くお互い別れあってしまったように。

世の中はまだまだ不条理だし不合理でもあり、およそ人が生きて生活にたるゆたかな社会を

形成しきれていない以上、私達の夢とする希望やロマンや挑戦の場はまだまだたくさんにある。

そして、そんな夢実現に向けてちいさなたった 1個の自分達の持てる知恵を遺憾無く発揮して、

この世に生まれてきたわたしたちの古来人からの引継ぎの永遠のテーマのちっちゃなカケラに

も、ここで習った地域コーディネーターの英知を発揮して行きたい。
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写真or 似顔絵 l氏名 NO2. 2 

! ____ -

山 元 宏 和

グループ名
ふれあいビレッジ夢番地

入塾時の思い

いろいろな人との出会い

卒塾にあたって

2年間があっという間に過ぎ去った。そんな感じがします。他の塾生も同様に感じる人た

ちがいるのではないでしょうか。

卒塾を迎えて考えるのは「入塾時の思いは達成できたのだろうか。」ということ。率直な気

持ちとしては、 NPOに対する失望感と自分自身の力のなさ、限界を思い知りました。そ

ういう意味では2年間、勉強が出来たかな？と思います。自分自身はここまでの人間、こ

れ以上は何も出来ないということを知っただけでも良かったと感じています。

事務局のみなさんや先生方には本当にお世話になりました。先生方の指導をいただきなが

ら充分な力を発揮できなかったのは私の力不足であり、ご迷惑をおかけしました。事務局

の方々にも本当に勝手気ままななことばかり申し上げて反省しております。

最後に未来塾の二期生としていろんな方にめぐり合うことができました。私よりも人間的

に大きな人たちばかりでしたが、少しだけでもお話でき、私のようなものを相手していた

だいたことは感謝以外に何もありません。本当にありがとうございました。
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